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第
二
章

連
合
国
の
諸
構
想

戦
後
占
領
政
策
の
展
開
と
ド
イ
ツ
の
法
状
態

、冒'’.
ー，ー・戦

後
の
国
際
秩
序
の
形
成
に
つ
い
て
、
最
初
に
英
米
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
の
は
、

七
九

一
九
四
三
年
―
一
月
二
八
日
か
ら
―
二
月
一
日

と
ア
メ
リ
カ
の
秘
密
の
大
西
洋
会
議
(
A
t
l
a
n
t
i
k
k
o
n
f
e
r
e
n
z
)
の
終
了
後
二
日
に
公
表
さ
れ
た
一
九
四
一
年
八
月
一
四
日
の
大
西
洋
憲
章

(
A
t
l
a
n
t
i
k
-
C
h
a
r
t
a
)
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
そ
こ
で
「
ナ
チ
暴
政
の
最
終
的
破
壊
」
を
戦
争
目
的

(
1
)
 

で
あ
り
、
世
界
平
和
の
前
提
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
こ
の
最
終
的
破
壊
と
い
う
戦
争
目
的
は
、

一
九
四
一
年
―
二
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か

(
2
)
 

け
て
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
（
A
R
C
A
D
I
A
)
会
議
で
も
改
め
て
補
充
、
詳
細
化
さ
れ
た
。

「
無
条
件
降
伏
」
要
求
が
こ
れ
に
加
え
ら
れ
た
。

一
九
四
三
年
一
月
の
西
側

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、

一
九
四
一
一
一
年
一
月
二
四
日
に
、
記
者
会
見
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
無
条

プ
ラ
ン
カ
で
一

0
日
間
、
会
談
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
最
終
日
、

件
降
伏
要
求
が
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
、
連
合
国
に
と
っ
て
交
渉
相
手
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
第
一
次
大
戦

一
九
四
三
年
一

0
月――

10日
の
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
に
お
い
て
、
こ
の
無
条
件
降
伏
条
項
は
、

の
終
了
時
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
よ
う
に
後
に
な
っ
て
ド
イ
ツ
が
こ
れ
を
援
用
で
き
る
よ
う
な
条
件
を
呈
示
し
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
公
表

(
4
)
 

の
意
図
で
あ
っ
た
。

て
も
承
認
さ
れ
、
こ
の
会
議
の
後
、
ド
イ
ツ
の
分
割
計
画
が
押
し
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
。

に
か
け
て
テ
ヘ
ラ
ソ
に
お
い
て
、

ア
メ
リ
カ
は
、
ド
イ
ツ
の
五
つ
の
部
分
へ
の
分
割
(
d
i
s
m
e
m
b
e
r
m
e
n
t
)
、

よ
び
ハ
ン
プ
ル
ク
、
北
海
1
1
バ
ル
ト
海
運
河
の
国
際
管
理
化
を
提
唱
し
た
が
、
当
初
は
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

連
合
国
の
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
会
議
に
お
い
て
、

第
一
節
連
合
国
に
よ
る
ド
イ
ッ
占
領
計
画
と
無
条
件
降
伏

(
1
0
0七）

カ
サ

ソ
連
と
中
国
に
よ
っ

ル
ー
ル
、
ザ
ー
ル
地
方
お

(
4
a
)
 

ソ
連
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
四
一
年
八
月
九
日
か
ら
一
1

一
日
の
イ
ギ
リ
ス



ア
は
、
独
立
の
国
家
と
し
て
再
建
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
他
、

一
九
四
五
年
以
前
に
お
け

「
非
ナ
チ
化
政
策
」
の
骨
子
が
描
か
れ
た
。

一
九
三
七
年
―
二
月
＝
―
-
日
の
ド
イ
ツ
の
国
境
か
ら
出
発
し
、

呈
示
さ
れ
、

ソ
ビ
ニ
ト
に
よ
っ
て
二
月
一
八
日
に
合
意
さ
れ
た
。

慮
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
は
、

ソ
ビ
エ
ト
は
、
西
に
進
軍
し
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
東
部
領
域
を
占
領
し
た
。
降
伏
後
の
ド
イ
ツ
の
領
土
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
点
で
は
ま

し
か
し
、
そ
の
う
ち
に
英
国
の
計
画
幹
部
に
お
い
て
す
で
に
一
九
四
三
年
九
月
二
三
日
北
ド
イ
ッ
か
ら
南
ド
イ
ツ
ヘ
ド
イ
ツ
を
縦
断
す

る
境
界
が
構
想
さ
れ
た
。

モ
ス
ク
ワ
会
議
の
後
、
列
強
三
国
の
外
務
大
臣
は
、

を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
三
つ
の
政
府
が
緊
密
に
協
力
し
合
う
こ
と
を
保
障
す
る
た
め
に
」
ロ
ン
ド
ン
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諮
問
委
員
会
」

(
5
)
 

(
E
u
r
o
p
e
a
n
 A
d
v
i
s
o
r
y
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
こ
れ
は
、
連
合
国
の
管
理
理
事
会
の
先
行
形
態
を
な
す
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
委
員
会
に
お
い
て
、
上
の
イ
ギ
リ
ス
の
案
が
採
用
さ
れ
た
。
ソ
ビ
ニ
ト
が
中
部
ョ
ー
ロ
ッ
パ
深
く
進
出
す
る
こ
と
を
憂

一
九
四
四
年
一
月
一
五
日
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諮
問
委
員
会

(
E
A
C
)
の
第
二
回
会
議
に
お
い
て

一
九
四
四
年
九
月
―
二
日
の
ロ
ン
ド
ン
の
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
占
領
地

域
と
大
ペ
ル
リ
ソ
の
管
理
に
関
す
る
議
定
書
」
に
お
い
て
、

E
A
C
は、

(
6
)
 

-1
―
つ
の
地
域
と
大
ペ
ル
リ
ン
の
統
一
を
規
定
し
た
。
東
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、

ソ
ビ
エ
ト
の
管
理
、

の
一
分
は
ボ
ー
ラ
ン
ド
の
管
理
下
に
、
プ
レ
ー
メ
ン
と
プ
レ
ー
マ
ー
ハ
ー
フ
ェ
ン
は
、

ォ
ー
バ
ー
シ
ュ
レ
ジ
ニ
ソ
と
ボ
ー
メ
ル
ン

ア
メ
リ
カ
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ

一
九
四
四
年
―
一
月
一

四
日
に
は
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
管
理
機
構
に
関
す
る
合
意
」
が
E
A
C
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
占
領
地
域
の
将
来
の

司
令
官
に
よ
る
「
最
高
の
主
権
」

(
s
u
p
r
e
m
e
authority)

の
引
き
受
け
、
な
ら
び
に
関
係
問
題
に
関
す
る
「
ド
イ
ッ
全
体
」
に
対
す
る

(
7
)
 

連
合
国
の
管
理
理
事
会
が
確
定
さ
れ
た
。
こ
の
九
月
―
二
日
と
―
一
月
一
四
日
の
二
つ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
、

「
戦
争
の
継
続
に
よ
っ
て
生
じ
る
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
問
題

う
標
語
で
、
漠
然
た
る
合
意
が
成
立
し
て
い
た
。

だ
、
未
定
で
あ
っ
た
が
、
国
内
秩
序
に
つ
い
て
は
、

「
非
軍
事
化
」

「
非
ナ
チ
化
」

「
非
中
央
集
権
化
」

「
政
治
的
経
済
的
管
理
」
と
い

関
法
第
四

0
巻
第
六
号

八
〇

(
1
0
0八）



る
連
合
国
の
ド
イ
ッ
政
策
の
基
本
的
要
素
、
と
く
に
ド
イ
ツ
の
三
つ
の
地
域
へ
の
地
域
分
割
が
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き

意
味
の
分
割
計
画
は
、

て
、
放
棄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ャ
ル
ク
会
談

一
九
四
一
年
以
降
列
強
の
間
に
交
渉
さ
れ
た
ド
イ
ツ
帝
国
を
多
く
の
主
権
を
も
っ
た
個
別
国
家
に
細
分
化
し
、

(
8
)
 

(
d
i
s
m
e
m
b
e
r
m
e
n
t
)
計
画
と
は
関
係
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

一
九
四
五
年
初
頭
ヤ
ル
ク
会
談
に
お
い
て
、
ま
ず
ソ
ビ
エ
ト
に
よ
っ
て
、
次
に
英
国
、
最
後
に
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ

に
な
っ
て
公
刊
さ
れ
た
ヤ
ル
ク
会
談
の
議
定
書
で
あ
る
。
上
で
述
べ
た
こ
れ
ま
で
の
会
議
で
予
定
さ
れ
て
い
た
事
項
が
、

細
目
に
仕
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
降
伏
文
書
は
、

(
9
)
 

高
の
主
権
」
を
も
っ
と
規
定
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
「
分
割
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
改
め
て
議
論
さ
れ
た
。

諮
問
委
員
会
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
、
連
合
国
に
よ
る
ド
イ
ツ
の
最
高
権
力
の
継
受
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
の
武
装
解
除
お
よ
び
非
軍
事
化
を

規
定
し
た
降
伏
文
書
の
中
で
、
分
割
の
目
的
に
関
す
る
宣
言
も
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
だ
と
強
く
主
張
し
た
。

リ
ン
に
原
則
と
し
て
賛
成
し
た
が
、

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
連
合
国
が
分
割
を
確
定
す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
、
不
承
不
承
、

に
譲
歩
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
ヤ
ル
ク
会
談
に
お
け
る
分
割
の
規
定
は
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
提
案
を
含
ま

(10) 

な
い
妥
協
の
産
物
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
こ
の
態
度
は
、
そ
の
当
時
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
情
の
展
開
に
お
い
て
ソ

ビ
ニ
ト
の
支
配
下
で
は
自
由
で
民
主
的
な
国
家
の
樹
立
が
困
難
だ
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
た
。

「
分
割
」
の
可
能
性
は
、
明
ら
か
に
「
最
高
の
主
権
」
の
内
容
と
し
て
降
伏
文
書
の
草
案
(
―
二
条

a
)
に
挿
入

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

こ
の
よ
う
に
し
て
、

八

一
九
四
五
年
二
月
―
―
日
の
ヤ
ル
ク
宣
言
で
あ
り
、
ャ
ル
ク
会
談
で

ご
一
条

a
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
連
合
国
は
、
ド
イ
ツ
に
関
し
て
「
最

さ
て
、
占
領
ド
イ
ツ
に
関
す
る
連
合
国
の
指
針
を
規
定
し
た
の
は
、

(2) 
そ
れ
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
解
体
を
予
定
し
て
い
た
「
分
割
」

は
、
こ
の
地
域
分
割
は
、

ス
ク
ー
リ
ン
は
、

ル
ー
ズ
ペ
ル
ト
は
、

(
1
0
0九）

ス
ク
ー

ス
ク
ー
リ
ン

ョ
ー
ロ
ッ
。
＾

一
九
四
七
年



月
二
四
日
の
い
わ
ゆ
る
「
授
権
法
」
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
四
月
―
―

1
0日
一
五
時
一
―

10分、

軍
の
最
高
指
揮
権
者
と
し
て
そ
の
後
継
者
に
任
命
し
た
。
し
か
し
、
デ
ー
ニ
ッ
ツ
自
身
は
、
こ
の
時
点
で
は
ヒ
ト
ラ
ー
が
彼
を
国
家
元
首

に
任
命
し
た
こ
と
も
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
死
亡
し
た
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
ポ
ル
マ
ン
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
死
後
三
時
間
経
っ
た
後
、
無
線
で
デ

ー
ニ
ッ
ツ
に
「
総
統
は
、
こ
れ
ま
で
の
ラ
イ
ヒ
元
帥
・
ゲ
ー
リ
ン
グ
に
代
わ
っ
て
貴
殿
、
元
帥
閣
下
、
を
後
継
者
と
さ
れ
た
」
と
知
ら
せ
た

(12) 

が
、
こ
の
時
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
死
亡
に
つ
い
て
は
知
ら
せ
な
か
っ
た
。
デ
ー
ニ
ッ
ツ
の
元
首
就
任
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
死
は
、
五
月
一
日
夕
方
、
ラ

ジ
オ
放
送
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
国
民
に
伝
達
さ
れ
た
。
こ
の
行
為
の
憲
法
上
の
効
力
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。

日
の
法
律
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
五
一
条
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
職
は
、
大
統
領
の
早
期
に
終
了
し
た
場
合
に
は
新
た

な
選
挙
を
行
う
ま
で
」
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
の
長
官
に
よ
っ
て
執
務
さ
れ
る
と
定
め
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
条
項
は
す
で
に
ヒ
ン
デ
ン
ベ

ル
ク
の
死
を
も
っ
て
事
実
上
失
効
し
て
い
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
独
裁
の
法
的
基
礎
は
、
も
は
や
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
で
は
な
く
、
一
九
一
―
―
―
―
一
年
三

1
9
3
4
,
 I
,
 
S. 7
4
7
)

の
一
冬
令
は
、
「
大
統
領
の
職
は
ラ
イ
ヒ
首
相
の
そ
れ
と
一
致
す
る
」
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
従
来
の
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
権

(3) 
ま、
9
,
 

さ
れ
た
。
し
か
し
、

ス
ク
ー
リ
ン
は
、

ャ
ル
ク
会
談
の
後
、
こ
の
分
割
案
を
撤
回
し
、

の
降
伏
文
書
の
作
成
に
賛
成
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
か
く
し
て
、
降
伏
の
時
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諮
問
委
員
会
に
お
い
て
作
成
さ
れ
、
ヤ

(11) 

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
司
令
本
部
で
速
成
さ
れ
た
別
の
文
書
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
テ
キ
ス

ル
ク
で
保
管
さ
れ
た
降
伏
文
書
で
は
な
く
、

(
1
0
1
0
)
 

ャ
ル
ク
決
議
に
従
っ
て
、
分
割
を
示
唆
す
る
形
で

ト
の
中
で
は
、
ド
イ
ツ
の
分
割
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
降
伏
の
翌
日
(
-
九
四
五
年
五
月
九
日
）
、

「
ド
イ
ツ
の
分
割
や
絶
減
」
は
ソ
ビ
ニ
ト
の
意
図
で
は
な
い
と
宣
言
し
て
、
公
式
に
分
割
案
を
放
棄
し
た
。

ド
イ
ツ
の
無
条
件
降
伏
と
占
領

関
法
第
四

0
巻
第
六
号

ス
ク
ー
リ
ン

ヒ
ト
ラ
ー
が
自
殺
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
前
に
デ
ー
ニ
ッ
ツ
海
軍
元
帥
を
国
家
元
首
お
よ
び

J¥ 

一
九
弓
一
年
―
二
月
一
七

一
九
三
四
年
八
月
一
日
の
「
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
の
国
家
元
首
に
関
す
る
法
律
」

(
R
G
B
I
.

｀
 



「
ド
イ
ツ
の
敗
北
と
ド
イ
ツ
に
関
す
る
最
高
統
治
権
力
の
継
受
に
関
す
る
宣
言
」

(4) 

一
九
四
五
年
六
月
五
日
ペ
ル
リ
ソ
宜
言

の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
後
述
の
と
こ
ろ
に
譲
る
。

J¥ 

（
い
わ
ゆ
る
一
九
四
五
年
六
月
五
日
の
ベ
ル
リ
ン
宜

限
は
、
総
統
で
ラ
イ
ヒ
首
相
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
委
譲
さ
れ
た
。

ヒ
ト
ラ
ー
が
そ
の
代
理
を
指
名
し
た
。

一
九
三
九
年
九
月
一
日
の
ラ
イ
ヒ
議

会
で
の
演
説
で
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
後
継
者
を
自
ら
任
命
す
る
権
利
を
も
つ
こ
と
を
要
求
し
た
。
デ
ー
ニ
ッ
ツ
の
任
命
も
、
こ
の
権
利
に
基
づ
く
。

デ
ー
ニ
ッ
ツ
は
、
こ
の
新
し
い
職
を
無
制
限
の
支
配
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
暫
定
的
性
格
の
も
の
と
み
て
い
た
。
国
際

(13) 

法
上
も
デ
ー
ニ
ッ
ツ
を
ド
イ
ツ
の
国
家
元
首
で
あ
る
と
承
認
す
る
こ
と
に
も
争
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
デ
ー
ニ
ッ
ツ
が
ラ
イ
ヒ
内
閣
を

い
て
、
五
月
九
日
に
カ
イ
テ
ル
陸
軍
元
帥
が
ソ
ビ
ニ
ト
司
令
本
部
に
お
い
て
「
ド
イ
ッ
最
高
司
令
部
の
名
前
で
」
あ
ら
ゆ
る
ド
イ
ツ
の
海

軍
、
陸
軍
、
空
軍
の
無
条
件
降
伏
に
署
名
し
た
。
デ
ー
ニ
ッ
ツ
政
権
の
政
府
権
力
の
行
使
も
、
地
域
的
に
も
機
能
的
に
も
全
く
限
定
さ
れ

て
い
た
。
デ
ー
ニ
ッ
ツ
と
そ
の
閣
僚
、
軍
の
最
高
司
令
部
も
す
で
に
五
月
十
一
日
に
は
連
合
国
の
管
理
理
事
会
の
監
視
下
に
あ
っ
た
が
、

デ
ー
ニ
ッ
ツ
の
政
府
は
、

一
九
四
五
年
五
月
二
三
日
に
拘
束
さ
れ
た
。
デ
ー
ニ
ッ
ツ
政
権
は
、
連
合
国
か
ら
、
ま
っ
た
＜
政
府
と
し
て
承

認
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
そ
の
政
府
と
し
て
の
性
格
は
、
国
内
法
上
は
正
統
性
を
欠
く
た
め
、
国
際
法
上
は
効
果
を
欠
く
た
め
争
わ
れ
た
。

そ
の
法
的
帰
結
に
つ
い
て
は
、
多
数
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
軍
の
降
伏
は
、
国
際
法
上
は
、
停
戦
宣
言
を
含
め
た
軍
事
投
降
と
い

う
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
に
対
す
る
降
伏
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
戦
後
争
わ
れ
た
。
多
数
説
は
、
軍
事
的
事
項
に
効
果
を
伝

統
的
に
限
定
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
が
、
少
数
説
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
も
降
伏
し
た
の
で
あ
り
、
し
か
し
、
そ
の
際
、
法
人
格
は
失
わ
な

(14) 

か
っ
た
も
の
と
す
る
。
最
も
極
端
な
見
解
は
、
降
伏
を
国
家
権
力
の
欠
落
に
よ
る
帝
国
の
事
実
的
法
的
没
落
の
証
拠
で
あ
る
と
し
た
。
こ

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

組
織
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
デ
ー
ニ
ッ
ツ
の
委
託
に
基
づ
き
、

(
1
0
1
―

)

 

一
九
四
五
年
五
月
七
日
に
ヨ
ー
ド
ル
中
将
が
連
合
軍
司
令
本
部
に
お



の
「
管
理
手
続
に
関
す
る
確
認
」
は
、

っ
た
が
、

ド
イ
ツ
の
領
土
は
、

こ
れ
は
、

る
要
求
に
服
す
る
」
。

ュ
ー
コ
フ
、

一
九
四
五
年
六
月
五
日
に
四
人
の
連
合
国
最
高
司
令
官
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、

モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
、
ラ
ト
ル
・
ド
・
ク
シ
ー
ニ
ュ

(15) 

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

①
ド
イ
ツ
の
敗
戦
に
関
す
る
宣
言
、

③
ド
イ
ツ
に
お
け
る
管
理
手
続
の
確
定
、

R
フ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
の
占
領
地
域
の
確
定
、

④
他
の
連
合
国
の
政
府
と
の
審
議
の
確
定
、

(
T
a
s
s
i
g
n
y
)
 

(
1
0
―
二
）

は
、
上
の
宣
言

(Declaration)

シ

お
よ
び
他
の
三
点
の

「
ド
イ
ツ
陸
、
海
、
空
軍
は
完
敗
し
、
無
条
件
降
伏
し
、
戦
争
に
責
任
を
負
う
ド
イ
ツ
は
、
も
は
や
戦
勝
国
の
意
思
に
抵
抗
す
る
カ

を
も
た
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
無
条
件
降
伏
が
行
わ
れ
、
ド
イ
ツ
は
、
現
在
ま
た
は
将
来
自
身
に
課
せ
ら
れ
る
あ
ら
ゆ

か
れ
ら
は
、
か
れ
ら
の
政
府
の
名
前
に
よ
っ
て
ド
イ
ッ
政
府
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
た
全
権
力
を
含
め
て
、

維
持
さ
れ
た
。

主
権
」
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
し
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
併
合
は
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
3

す
な
わ
ち
、
そ
の
国
境
は
ま
だ
未
定
で
あ

(16) 

後
の
連
続
説
に
強
い
根
拠
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
は
も
は
や

固
有
の
政
権
は
存
在
し
な
い
。
も
は
や
存
在
し
な
い
ド
イ
ツ
の
国
家
権
力
に
代
わ
っ
て
、
管
理
理
事
会
が
成
立
さ
せ
ら
れ
た
。
六
月
五
日

(17) 

ョ
ー
ロ
ッ
パ
諮
問
委
員
会
に
お
け
る
合
意
に
遡
及
す
る
。
管
理
理
事
会
は
、
四
人
の
最
高
司
令
官

第
一
の
「
宜
言
」
の
導
入
部
分
は
、
次
の
よ
う
に
確
認
す
る
。

で
あ
る
。

言
）
に
よ
っ
て
初
め
て
、
新
た
な
法
状
態
が
生
じ
た
。
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「
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イ
ツ
に
関
す
る
最
高
の



(3) 
窮
乏
を
不
可
避
な
も
の
と
し
た
こ
と
を
納
得
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ド
イ
ツ
の
完
全
非
武
装
化
お
よ
び
非
軍
事
化
、
そ
し
て
、
軍
需
に
利
用
さ
れ
う
る
全
ド
イ
ッ
工
業
の
排
除
、
も
し
く
は
そ
の
監
視
、

ド
イ
ツ
国
民
は
、
完
全
な
軍
事
的
敗
北
を
喫
し
た
こ
と
、
そ
の
国
民
が
自
ら
に
そ
れ
に
よ
っ
て
課
し
た
こ
と
に
対
す
る
責
任
を
免

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
そ
の
独
自
の
非
情
な
戦
争
の
遂
行
と
ナ
チ
の
狂
信
的
な
抵
抗
が
ド
イ
ツ
の
経
済
を
破
壊
し
、
混
乱
と

付
属
組
織
と
下
部
組
織
を
も
つ
ナ
チ
党
は
、
壊
減
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
ナ
チ
ス
的
行
政
機
関
は
、
解
散
さ
せ
ら

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

(2) (1) 

(20) 

「
政
治
的
原
則
」
の
第
三
点
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

的
・
経
済
的
原
則
と
方
針
が
詳
し
く
決
定
さ
れ
た
。

か
ら
な
る
。
補
助
機
関
と
し
て
、
常
任
の
協
力
委
員
会
が
そ
の
下
に
付
属
さ
せ
ら
れ
た
。
管
理
理
事
会
の
本
拠
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
か
れ
た
。

こ
の
ベ
ル
リ
ン
文
書
の
中
で
、
占
領
地
域
に
つ
い
て
も
確
定
さ
れ
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
を
占
領
地
域
に
分
け
る
と
い
う
構
想
は
、

三
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
構
想
に
よ
る
。
当
時
、

大
部
分
を
占
領
す
る
可
能
性
を
計
算
し
て
お
り
、
彼
は
、
ド
イ
ッ
全
土
が
ソ
ビ
ニ
ト
の
管
理
下
に
入
る
こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と
考
え
た
の

(18) 

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
、
今
や
公
的
に
も
四
つ
の
区
域
に
分
割
さ
れ
た
。

ボ
ツ
ダ
ム
会
談

一
九
四
五
年
七
月
一
七
日
か
ら
八
月
二
日
に
か
け
て
ツ
ィ
チ
リ
ニ
ン
ホ
ー
フ
城
で
開
催
さ
れ
た
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
は
、
三
巨
頭
が
一
堂
に

会
す
る
最
後
の
機
会
と
な
り
、

八
五

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
西
側
連
合
軍
が
ラ
イ
ン
川
に
到
着
す
る
前
に
、

ソ
ビ
エ
ト
軍
が
ド
イ
ツ
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
新
し
い
秩
序
を
も
た
ら
す
と
い
う
課
題
を
担
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

(19) 

地
域
と
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
占
領
政
府
の
出
発
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
会
談
に
お
い
て
、
将
来
の
ド
イ
ッ
政
策
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
一
致
を
見
た
。
こ
こ
で
、
ド
イ
ツ
の
連
合
国
の
占
領
政
策
の
政
治

(5) 

四
つ
の
分
割
さ
れ
た

(
1
0
ニ――)

一
九
四



な
す
準
備
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(4) 

(
1
0
一
四
）

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
で
も
決
し
て
再
起
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
確
実
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ド
イ
ツ
の
政
治
的
生
活
を
民
主
的
基
盤
上
で
最
終
的
に
改
造
し
、
ま
た
、
国
際
的
生
活
に
対
し
ド
イ
ツ
に
出
来
る
平
和
的
協
力
を

(

1

)

 

R
e
i
m
e
r
 H
a
n
s
e
n
,
 
D
a
s
 E
n
d
e
 d
e
s
 
Dritten 
R
e
i
c
h
e
s
.
 
D
i
e
 
d
e
u
t
s
c
h
e
 
K
a
p
i
t
u
l
a
t
i
o
n
 
1
9
4
5
,
 
1
9
6
6
,
 

S. 
1
6
 f.
 
;
 

K
a
r
l
 
Dietrich 

E
r
d
m
a
n
n
,
 D
a
s
 E
n
d
e
 d
e
s
 R
e
i
c
h
e
s
 u
n
d
 d
i
e
 
E
n
t
s
t
e
h
u
n
g
 d
e
r
 R
e
p
u
b
l
i
k
 Osterreich, d
e
r
 B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
 u
n
d
 

d
e
r
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 D
e
m
o
k
r
a
t
i
s
c
h
e
n
 R
e
p
u
b
l
i
k
 
(
H
a
n
d
b
u
c
h
 d
e
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 B
d
.
 2
2
)
,
 
1
9
8
0
,
 
S. 
2
1
.
 

(

2

)

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
会
議
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ド
イ
ツ
を
第
一
と
す
る
政
策
」

(
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
dー

zuerst1
 

Politik)
を
と
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
の
参
戦
の
後
も
、
ド
イ
ツ
の
生
産
力
や
化
学
的
能
力
を
考
慮
し
て
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
を
打

ち
倒
す
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
こ
の
会
議
の
そ
の
他
の
成
果
は
、
一
九
四
二
年
一
月
一
日
の
国
際
連
盟
の
宜
言
で
あ
っ
た
。V
g
l
•
H
a
n
s
e
n
,
 a. a. 

0., 
s. 
1
7
.
 

(

3

)

ル
ー
ズ
ペ
ル
ト
の
「
無
条
件
降
伏
」
要
求
の
説
明
は
、
一
九
四
三
年
一
月
二
六
日
の
会
議
の
公
式
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
が
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
思
う
に
、
我
々
は
、
そ
の
こ
と
を
前
も
っ
て
我
々
の
心
と
頭
の
中
で
描
い
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
、
首
相

と
私
に
よ
っ
て
紙
に
書
き
留
め
ら
れ
た
と
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
は
、
世
界
の
平
和
が
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
イ
ク
リ
ア
の
戦
力
を
全
面
的
に
排
除
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
や
っ
て
く
る
の
だ
と
い
う
決
断
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
、
イ
ク
リ
ア
、
日
本
の
戦
力
の
排
除
と
は
、
無
条
件
降
伏
を
意
味
す

る
。
そ
れ
が
将
来
の
世
界
平
和
の
合
理
的
な
保
障
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
」
。
ハ
ン
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
ズ
ペ
ル
ト
は
、
無
条
件
降
伏
要
求
を

こ
の
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
会
議
で
、
突
然
に
思
い
つ
い
た
と
い
う
の
は
、
誤
り
で
あ
る
。
V
g
l
•Han
s
e
n
,
 S. 
1
8
,
 
1
9
.
 

(

4

)

 

B
e
r
n
h
a
r
d
 D
i
e
s
t
e
l
k
a
m
p
,
 
R
e
c
h
t
s
 1
 
u
n
d
 v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
l
i
c
h
e
 
P
r
o
b
l
e
m
e
 z
u
r
 Friihgeschichte 
d
e
r
 B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
 

D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
,
 
J
u
S
 1
9
8
0
,
 
S. 
4
0
3
.
 

(
4
a
)
こ
の
テ
ヘ
ラ
ン
会
議
と
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
構
想
に
つ
い
て
は
、H
•
K

・
ル
ッ
プ
（
深
谷
満
雄
訳
）
『
現
代
ド
イ
ッ
政
治
史
』
(
-
九
八
六

年
）
有
斐
閣
選
書
、
一
六
頁
以
下
参
照
。

(

5

)

ョ
ー
ロ
ッ
パ
諮
問
委
員
会
は
、
一
九
四
四
年
一
月
一
四
日
に
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
ほ
と
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
終
戦
後
の
共
同
の
ド
イ
ッ
政
策

の
ナ
チ
ス
的
・
軍
事
的
活
動
と
宣
伝
は
防
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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臣
圏
心
益
ミ
躍
--2!;-!゚

(ta) 
M
i
c
h
a
e
l
 Stolleis, 

Besatzungsherrschaft 
u
n
d
 W
i
e
d
e
r
a
u
f
b
a
u
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m
e
n
t
s
)
 
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
最
高
司
令
本
部

(
S
H
A
E
F
F
)
に
よ
っ
て
一
九
四
四
年
八
月
に
作
成
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
た
め
の
軍

ま
ず
、
占
領
地
域
を
統
治
し
た
の
は
、

sierung)
、
非
ナ
チ
化

(Denazifizierung)
、
解
体

(
D
e
m
o
n
t
a
g
e
)
、
民
主
化

(
D
e
m
o
k
r
a
t
i
s
i
e
r
u
n
g
)

「
四
つ
の
大
文
字
の

D
」
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
な
占
領
の
目
的
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
特
別
の
組
織
と
地
域
的
分
類
を
と
も
な
う
特
別

の
占
領
政
権
の
樹
立
を
必
要
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
占
領
政
権
は
、

(
2
2
)
 、。

ろ
う
カ

ア
メ
リ
カ
軍
と
イ
ギ
リ
ス
軍
の
い
わ
ゆ
る
軍
事
臨
時
編
成
部
隊

(militarische
D
e
t
a
c
h
e
 ,
 

政
府
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
、
戦
闘
中
の
軍
の
背
後
に
即
時
、
新
た
な
ド
イ
ツ
民
間
統
治
を
組
織
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
過

渡
的
局
面
は
、

一
九
四
五
年
七
月
一
四
日
に

S
H
A
E
F
F
が
解
散
さ
れ
た
後
、
そ
し
て
、
連
合
軍
が
進
攻
の
途
上
で
確
保
し
た
地
域
を

占
領
地
域
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
領
域
に
退
去
し
た
後
に
終
了
し
た
。
こ
の
時
点
か
ら
、
連
邦
共
和
国
の
建
国
ま
で
続
く
占
領
体
制
が

(23) 

組
織
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
意
味
で
の
連
合
国
の
占
領
政
権
の
全
体
的
シ
ス
テ
ム
は
、
複
合
体
で
あ
り
、
相
互
に
密
接
な
交
互
関
係
に
立
つ
三
つ
の
次

元
を
包
括
し
た
。
①
最
高
か
つ
第
一
の
決
定
次
元
と
し
て
各
年
に
二
回
集
ま
る
四
列
強
の
外
相
会
議
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
共
通
の
ド

ド
イ
ツ
に
お
け
る
占
領
政
府
の
中
心
的
な
目
的
は
、

(1) 

占
領
政
策
目
的
と
占
領
政
権
の
シ
ス
テ
ム

第
二
節

(
2
0
)
 

S
t
a
m
m
e
n
 ̀

 
Vorgeschichte, 
S. 6
5
.
 
な
お
、
経
済
原
則
、
政
治
原
則
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
ド
イ
ッ
総
決
算
』
六
六
頁
以
下
を
も
参
照
。

占
領
政
策
の
執
行
組
織

関
法
第
四
0
巻
第
六
号

い
わ
ゆ
る
四
つ
の
大
文
字
の
D
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。
非
軍
事
化

(Demilitari
,
 

(21) 

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
、
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ

¥
¥
 

I
'／
 

(
1
0
一六）



ィ
ッ
政
策
に
関
す
る
一
般
的
・
原
則
的
決
定
お
よ
び
指
針
が
策
定
さ
れ
た
。
③
連
合
国
の
管
理
理
事
会
が
、
中
間
的
ま
た
は
第
二
の
決
定

次
元
を
な
し
た
。
管
理
理
事
会
は
、

力
を
行
使
し
た
。
⑥
占
領
政
府
の
最
下
位
の
ま
た
は
第
三
の
次
元
は
、
各
地
域
に
―
つ
の
軍
政
府
に
よ
っ
て
、
形
成
さ
れ
た
。
軍
政
府
に

(24) 

は
、
二
つ
の
上
位
の
次
元
で
決
定
さ
れ
た
指
令
と
法
律
を
遂
行
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。

わ
れ
、

分
の
二
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

一
九
四
五
年
七
月
初
旬
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、

八
九

が
行

(2) 

占
領
地
域
の
分
割
管
理

「
信
託
」
の
形
式
で
、
占
領
さ
れ
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
連
合
国
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
た
国
家
権

ャ
ル
ク
に
お
い
て
確
定
さ
れ
た
地
域
へ
の
ド
イ
ツ
の
分
割
な
ら
び
に
ベ
ル
リ
ン
の
地
区
（
セ
ク
タ
ー
）

(25) 

ム
会
談
の
開
始
前
に
完
了
し
た
。
と
く
に
ド
イ
ツ
の
戦
後
史
を
決
定
づ
け
た
軍
隊
の
移
動
は
、
ま
さ
に
ボ
ッ
ダ
ム
会
談
を
院
ん
で
挙
行
さ

れ
た
。
ソ
ビ
ニ
ト
は
、
降
伏
時
点
で
は
確
か
に
ペ
ル
リ
ン
を
管
理
し
た
が
、
そ
れ
は
、

ン
プ
ル
ク
、

チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、

ザ
ッ
ク
セ
ン
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

ソ
ビ
エ
ト
に
予
定
さ
れ
て
い
た
占
領
地
域
の
約
三

「
逐
次
I

交
換
I
交
渉
」

(
Z
u
g
 ,
 
u
m
'
Z
u
g
 ,
 
G
e
s
c
h
i
i
.
f
t
)
 

ソ
ビ
ニ
ト
は
、
西
ペ
ル
リ
ン
を
明
け
渡
し
、
そ
の
代
わ
り
に
西
側
連
合
国
の
、
そ
れ
ら
の
国
々
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
メ
ッ
ク
レ

(26) 

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
撤
退
し
た
。

四
つ
の
地
域
は
、
政
治
的
、
経
済
的
に
重
要
性
を
異
に
し
、
異
な
っ
て
統
治
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
中
央
政
府
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
抵
抗
で

成
立
せ
ず
、
管
理
理
事
会
も
全
ド
イ
ッ
行
政
機
関
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
各
占
領
地
域
に
お
け
る
発
展
は
、
初

め
か
ら
独
自
的
で
あ
り
、
そ
の
速
度
も
異
な
っ
て
い
た
。
人
口
数
も
全
く
異
な
っ
て
い
た
し
、
経
済
力
も
差
異
が
あ
り
、
境
界
線
が
経
済

的
必
要
性
の
単
位
を
縦
断
す
る
か
の
よ
う
に
引
か
れ
、
異
な
っ
た
文
化
や
歴
史
、
国
柄
を
も
つ
地
域
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
い
た
。
ま
た
、

占
領
国
の
政
治
構
想
も
異
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
地
域
内
で
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
構
想
し
、
独
自
の
ド
イ
ッ
政
策
で
そ
の
基

準
に
よ
っ
て
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
修
正
し
た
。
大
ざ
っ
ぱ
に
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
連
合
諸
州
か
ら
な

(
1
0
一七）

へ
の
分
割
は
、
す
で
に
ボ
ツ
ダ



う
下
か
ら
上
ま
で
改
革
し
よ
う
と
し
、

管
理
理
事
会

一
列
強
国
に
ひ
と
り
の
管
理
幹
部
が
い
た
。
そ
の
担

―
つ
は
、

る
で
き
る
だ
け
弱
い
、
非
中
央
集
権
的
な
ド
イ
ツ
を
望
ん
で
い
た
。
そ
の
他
、
ラ
イ
ン
左
岸
地
域
の
管
理
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
の
引
き
受
け
、

「
全
体
ド
イ
ツ
」
を
、
中
央
集
権
を
希
望
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
自
己
の

領
域
を
越
え
て
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
各
ラ
ン
ト
の
権
限
を
明
確
に
し
、
民
主
的
に
正
統
化
で
き
る
よ

ア
メ
リ
カ
の
連
邦
制
度
を
模
倣
し
た
制
度
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
英
国
の
軍
政
府
は
、

植
民
地
支
配
の
伝
統
に
従
っ
て
、
中
央
集
権
的
に
作
ら
れ
て
い
た
が
、
か
れ
ら
は
、
ド
イ
ッ
行
政
府
の
樹
立
を
支
援
し
、
連
邦
モ
デ
ル
を

（包

望
ん
だ
。

連
合
国
に
よ
っ
て
共
同
で
行
使
さ
れ
た
占
領
支
配
の
中
央
機
関
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
連
合
国
管
理
理
事
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
法
的
地
位
は
、

ド
イ
ツ
の
法
状
態
に
関
す
る
理
論
の
関
係
で
異
な
っ
て
解
釈
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
国
際
法
上
の
共
同
機
関
と
し
て
か
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ

(28) 

国
家
権
力
の
信
託
上
の
受
託
者
と
し
て
で
あ
る
。
管
理
理
事
会
は
、
基
礎
的
文
書
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
課
題
を
負
っ
て
い
た
。

そ
の
し
か
る
べ
き
占
領
地
域
に
お
け
る
個
々
の
最
高
指
揮
権
者
の
処
分
の
適
性
な
統
一
性
を
心
が
け
る
こ
と
で
あ
り
、
他
は
、
互
い
に
協

(29) 

調
し
な
が
ら
ド
イ
ッ
全
体
に
関
係
す
る
基
本
的
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
(30) 

一
九
四
五
年
八
月
―
―

-0日
に
管
理
理
事
会
が
設
立
さ
れ
、
こ
の
時
点
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。
そ
の
住
所
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
カ
マ
ー
ゲ

リ
ヒ
ト
の
建
物
の
中
に
置
か
れ
た
。
そ
の
構
成
員
は
、
軍
政
長
官

(Milit
a
r
g
o
u
v
e
r
n
e
u
r
e
)
 

fehlshaber) 

と
各
地
域
の
最
高
指
揮
権
者

(
O
b
e
r
b
e,
 

で
あ
っ
た
3

そ
の
代
表
者
達
が
い
わ
ゆ
る
調
整
委
員
会

(
K
o
o
r
d
i
n
i
e
r
u
n
g
s
a
u
s
s
c
h
 u
B
)

に
集
ま
り
、
そ
の
も
と
で
、

二
（
後
に
一

0
)
の
首
脳
部
を
も
つ
管
理
幹
部

(Kontrollsta
b
)
が
仕
事
を
し
た
。
首
脳
部
に
は
、
四
列
強
の
代
表
者
が
配
置
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
首
脳
部
は
、
多
数
の
委
員
会
と
小
委
員
会
を
作
っ
た
。
そ
れ
と
な
ら
ん
で
、

(3) 
ル
ー
ル
地
方
の
国
際
管
理
を
希
望
し
て
い
た
。
ソ
ビ
ニ
ト
は
、

関

法

第

四

0
巻
第
六
号

九
〇
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1
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八
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法
を
内
容
的
に
検
討
し
、

(33) 

し
た
。

九

当
部
局
は
各
地
域
の
軍
政
府
と
つ
な
が
り
を
保
つ
任
務
を
も
っ
た
。
管
理
理
事
会
で
は
総
じ
て
、
約
四
千
人
の
人
が
働
い
て
い
た
。

管
理
理
事
会
の
機
能
能
力
は
、
合
意
に
依
存
す
る
構
造
の
ゆ
え
に
、
列
強
の
相
互
関
係
に
依
存
し
て
い
た
。
し
か
も
、
管
理
理
事
会
に

よ
る
統
治
が
非
常
な
困
難
を
と
も
な
っ
た
原
因
と
し
て
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
複
雑
な
組
織
構
造
そ
の
も
の
に
由
来
す
る
も
の
と
、
全
ド
イ

ツ
に
対
し
て
管
理
理
事
会
で
決
定
さ
れ
た
法
律
や
処
分
を
執
行
す
る
機
関
で
あ
る
「
ド
イ
ッ
中
央
行
政
所
」

(
d
e
u
t
s
c
h
e
zentrale V
e
r
 ,
 

waltungsstellen)
が
、
当
初
、

ボ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
中
で
は
計
画
さ
れ
て
い
な
が
ら
設
立
さ
れ
ず
、
下
部
の
各
地
域
の
軍
政
府
な
ど
に
管

(31) 

理
理
事
会
の
政
策
の
実
行
が
委
ね
ら
れ
た
点
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
東
西
の
緊
張
関
係
の
顕
在
化
が
、
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。

占
領
諸
国
の
緊
張
関
係
が
増
す
に
連
れ
て
、
連
合
国
は
、

(32) 

も
た
ら
し
た
。

一
九
四
八
年
三
月
二

0
日
に
ソ
ビ
エ
ト
の
代
表
者
が
脱
退
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
管
理
理
事
会
は
、
ド
イ
ツ
全
土
で
の

占
領
支
配
の
統
一
化
、
ド
イ
ッ
全
体
の
問
題
の
決
定
と
い
っ
た
本
来
の
任
務
を
不
完
全
に
し
か
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
各
地
域

は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
ず
に
併
存
し
、

ソ
ビ
ニ
ト
は
初
め
か
ら
勝
手
に
行
動
し
、

ら
こ
れ
に
加
わ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
は
、

管
理
理
事
会
の
大
き
な
意
義
は
、
布
告

(
P
r
o
k
l
a
m
a
t
i
o
n
e
n
)
、
法
律

(Gesetze)
、
命
令

(
B
e
f
e
h
l
e
n
)
、
お
よ
び
指
令

(Direkti
,
 

v
e
n
)
 
と
い
っ
た
形
式
で
の
立
法
活
動
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

ナ
チ
ズ
ム
の
法
諸
規
範
や
制
度
を
廃
止
し
、
新
た
な
法
を
制
定
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
ー
一
帝
国
の
崩
壊
と
廃
止
法
の
発
効
に
よ
っ
て
生
じ
た
間
隙
を
埋
め
る
と
と
も
に
、
例
え
ば
、
労
働
裁
判
所

の
よ
う
な
新
た
な
制
度
を
設
け
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
管
理
理
事
会
は
、
短
期
間
に
ナ
チ
ズ
ム
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
大
量
の

「
ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
と
も
な
う
要
素
と
「
通
常
の
立
法
」
と
を
分
け
る
と
い
う
困
難
な
課
題
に
寵
面

(
1
0
一九）

一
九
四
六
年
六
月
か
ら
共
同
作
業
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

フ
ラ
ソ
ス
も
一
九
四
八
年
中
頃
か

一
層
の
こ
と
拒
否
権
を
用
い
始
め
、
そ
し
て
、

つ
い
に
管
理
理
事
会
の
終
焉
を



(5) 

一
九
四
五
年
四
月
―
―

1
0日
に
モ
ス
ク
ワ
か
ら
ド
イ
ツ
に
飛
ん
だ
「
ウ
ル
プ
リ

故
国
の
政
府
と
の
緊
張
関
係
が
な
く
は
な
か
っ
た
。
場
所
的
に
は
、

一
部
は
ベ
ル
リ
ソ
に
置
か
れ
た
ド
イ
ッ
全
体
の
た
め
の
軍
政
府
と
、

(
1
0
1
1
0
)
 

(34) 

四
つ
の
占
領
地
域
の
軍
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故
国
の
政
府
の
下
に
あ
り
、
そ
の
様
々
な
管
轄
部
門
に
対
し
て
責
任
を
負
っ
た
。

四
五
年
九
月
に
純
然
た
る
軍
事
占
領
行
政
部
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ド
イ
ツ
・
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 for 
G
e
r
m
a
n
y
/
B
r
i
t
i
s
h
 E
l
e
m
e
n
t
)
 
(
C
C
G
/
B
E
)
は
、
外
務
省
に
属
す
る
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
管
理
局
の
下
に
立

っ
た
が
、
ペ
ル
リ
ン
近
郊
の
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン

(
B
a
d
O
e
y
n
h
a
u
s
e
n
)

に
本
拠
を
置
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
こ
の
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
も
と
に
、
地
域
執
行
事
務
所

(
N
onal 
E
x
e
c
u
t
i
v
e
s
 
Offices) 

と
い
う
中
央
集
権
的
行
政
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
、
そ
の
地
域
を
自
ら
統
治
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
軍
政
府

(
O
M
G
G
)
、
お
よ
び
ド

イ
ツ
軍
政
府
事
務
局

(
O
M
G
U
S
)

は
合
衆
国
国
防
省
の
管
轄
に
属
し
た
。

O
M
G
U
S

は
、
本
拠
を
ペ
ル
リ
ン
に
置
い
た
が
、
そ
の
下

部
組
織
を
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
置
い
た
。

l
'
A
l
l
e
m
a
n
g
n
e
)
 
(
C
C
F
A
)
は
、
外
務
省
の
占
領
問
題
総
委
員
会
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
た
。
西
側
占
領
諸
国
の
ど
の
軍
政
府
に
つ
い
て
も
、

一
部
は
、
各
地
域
に
お
か
れ
た
地
域
の
軍
政
府
と
に
分
け
ら
れ
た
。

の
カ
ー
ル
ス
ホ
ル
ス
ト

(Karlshorst) 

ペ
ル
リ
ン
の
特
殊
な
地
位

に
本
拠
を
置
き
、

た
ド
イ
ツ
人
の
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
も
、
こ
れ
を
行
っ
た
。

(35) 

ヒ
ト
・
グ
ル
ー
プ
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

(Control 

を
置
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
ク
ラ
イ
ス
の
行
政
ま
で
統
括
す
る

フ
ラ
ン
ス
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る
管
理
委
員
会

(Conseil
d
e
 controle 
d
e
 la 
F
r
a
n
c
e
 p
o
u
r
 

ソ
ビ
エ
ト
の
ド
イ
ツ
軍
行
政
部

(
S
M
A
D
)
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
近
く

ソ
ビ
ニ
ト
占
領
地
域
を
統
治
し
た
。
他
の
三
つ
の
西
側
占
領
地
域
と
は
異
な

り
、
ソ
ビ
エ
ト
は
、
そ
の
地
城
の
再
構
成
の
た
め
の
詳
細
な
計
画
を
準
備
し
た
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
作
業
を
委
ね
ら
れ
た
よ
く
訓
練
さ
れ

④

軍

政

府

関
法
第
四
〇
巻
第
六
号

九

一
九



こ。
キ
ー

(
L
o
u
i
s
e
 
S
e
h
r
 01 d
e
r
)

が、

五
年
七
月
―
l

日
に
そ
の
作
業
を
開
始
し
た
。
そ
こ
で
は
、
部
の
長
は
、

九

一
九
四
六
年

が
、
市
長
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ヴ

一
四
日
毎
に
交
代
し
た
が
、
後
に
は
一
月
毎
の
交
代
と
な
っ
た
。

一
九
四

(36) 

大
ペ
ル
リ
ソ
（
一
九
二

0
年
に
定
め
ら
れ
た
境
界
線
に
よ
る
）
は
、
特
殊
的
地
位
を
占
め
た
。
ペ
ル
リ
ン
は
、
占
領
地
域
に
属
さ
ず
、

セ
ク
ク
ー
に
分
け
ら
れ
た
。
最
高
の
統
治
機
関
と
し
て
、
管
理
理
事
会
の
下
に
あ
る
連
合
国
司
令
部
が
機
能
し
た
。
司
令
部
は
、

そ
の
指
令
に
基
づ
き
ベ
ル
リ
ン
の
占
領
後
ソ
ビ
エ
ト
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
市
参
事
会

(
M
a
g
i
s
t
r
a
t
)

ェ
ル
ナ
ー
の
も
と
に
作
業
し
た
。
二

0
の
行
政
地
区
に
対
す
る
地
域
行
政
法
(
-
九
四
五
年
九
月
二
六
日
）
を
経
由
し
て
、
司
令
部
の
管

理
の
も
と
に
起
草
さ
れ
た
一
九
四
五
年
八
月
―
―
―
一
日
の
大
ペ
ル
リ
ン
暫
定
憲
法
が
成
立
し
た
）
こ
の
基
礎
に
基
づ
い
て
、

0
月

110日
に
最
後
の
大
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
自
由
選
挙
が
催
さ
れ
た
。
選
挙
戦
は
、
明
ら
か
に
民
主
主
義
の
方
向
を
向
い
て
い
た
。
ソ

ビ
ニ
ト
地
区
で
は
、

S
P
D
に
対
す
る
多
数
の
選
挙
妨
害
が
あ
っ
た
が
、
投
票
者
数
は
九
ニ
・
―
―
―
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
そ
の
際
、

S

(
O
t
t
o
 
O
s
t
r
o
w
s
k
i
)
 
(
S
P
D
)
が
オ
ー
バ
ー
プ
ュ
ル

P
D
が
六
三
議
席
（
四
八
・
七
％
）
、

C
D
u
が
二
九
議
席
（
ニ
ニ
・
ニ
％
）
、

L
D
P
/
F
D
P
が
―
二
議
席
（
九
・
八
％
）
、

S
E
D
が

(37) 

二
六
議
席
（
一
九
・
八
％
）
を
獲
得
し
た
。
オ
ッ
ト
ー
・
オ
ス
ト
ロ
ウ
ス
キ
ー

ガ
ー
マ
イ
ス
ク
ー
（
大
市
長
）
と
な
っ
た
。
オ
ス
ト
ロ
ウ
ス
キ
ー
は
、

S
P
D
の
意
思
で
一
九
四
七
年
四
月
一
八
日
に
エ
ル
ン
ス
ト
・
ロ

イ
ク
ー

(
E
r
n
s
t
R
e
u
t
e
r
)

に
交
代
さ
せ
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、

ュ
レ
ー
ダ
ー

事
会
は
、
東
セ
ク
ク
ー
に
追
い
や
ら
れ
、

息
子
、

ソ
ビ
ニ
ト
の
抗
議
で
潰
れ
た
。
そ
こ
で
ル
イ
ー
ゼ
・
シ

一
九
四
八
年
末
ま
で
代
理
し
た
。
そ
れ
は
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
る
神
経
戦
争
の
時
代
で
あ
っ

そ
の
後
す
ぐ
に
共
通
性
が
な
く
な
っ
た
。
連
合
国
司
令
部
は
、
そ
の
仕
事
を
終
了
し
、
通
貨
の
統
一
は
な
く
な
っ
た
U

市
議
会
と
市
参

シ
ェ
ー
ネ
プ
ル
ク
ヘ
移
っ
た
し
東
ペ
ル
リ
ン
は
、
新
し
い
大
市
長
に
、
元
の
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の

フ
リ
ッ
ツ
・
ニ
ー
ベ
ル
ト
を
擁
し
た
し
西
側
で
は
一
九
四
八
年
―
二
月
五
日
に
市
参
事
会
選
挙
が
行
わ
れ
た
し

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

一
九
四
九
年
一
月

(
1
0
ニー）
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九
五

一
九
七

0
年
代
の
初
頭
に
、
プ
ラ
ン
ト
11

シ
ェ
ー
ル
政
権
の
も
と
で
、

は
、
存
続
し
て
、
占
領
時
代
を
経
て
、
連
邦
共
和
国
な
い
し
民
主
共
和
国
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
戦
後
ド
イ
ツ

の
国
際
法
上
の
地
位
を
め
ぐ
る
諸
要
求
や
外
交
政
策
の
決
定
に
あ
た
っ
て
立
脚
す
る
政
治
的
立
場
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
連
邦

共
和
国
の
国
内
法
の
諸
問
題
に
つ
い
て
も
、

ナ
チ
法
体
制
と
の
連
続
性
・
断
絶
性
と
い
う
前
提
問
題
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、

も
ち
ろ
ん
、
政
治
的
観
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
政
治
と
密
接
に
結
び
つ
き
な
が
ら
学
問
的
に
も
、
戦
後
、
法
学
者
、
と
く
に
国
際
法
学
者

(39) 

や
歴
史
家
に
よ
っ
て
、
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
学
問
上
の
理
論
が
、
政
治
的
目
的
達
成
の
た
め
の
武
器
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と

後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
戦
後
史
に
お
い
て
、
こ
の
議
論
は
、
何
段
階
か
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
最
も
大
ま
か
に
段
階
づ
け
る
と
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
建
国
の
段
階
と
、

一
九
七
二
年
の
両
ド
イ
ツ
の
基
本
条
約
の
締
結
以
降
の
段
階
と
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
国
際
法
上
は
、

ソ
ビ
エ
ト
と
結
ば
れ
た
条
約
(
-
九
七

0
年
八
月
―
二
日
）
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

は
、
我
々
の
問
題
関
心
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

ボ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
(
-
九
七

0
年
―
二
月
七
日
）
、
お
よ
び
ド
イ
ツ

(
1
0
ニ―――)

さ
て
、
こ
の
第
三
帝
国
の
減
亡
に
よ
っ
て
、

「
ド
イ
ツ
帝
国
」
が
国
家
と
し
て
没
落
・
減
亡
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
「
ド
イ
ツ
帝
国
」

国
は
、
減
亡
し
た
の
で
あ
る
。

「
ド
イ
ツ
の
敗
北
と
最
高
統
治
権
力
の
継
承
に
関
す
る
宜
言
」

（
ベ
ル
リ
ン
宣
言
）

へ
の
署
名
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
一
ー
一
帝

前
述
の
よ
う
に
、

第
三
節
、ヽーー＇ー・

ラ
イ
ヒ
連
続
説
と
没
落
説

国
家
の
連
続
・
不
連
続
の
問
題

一
九
四
五
年
五
月
八
日
に
ド
イ
ッ
第
一
二
帝
国
は
、
連
合
国
に
対
し
て
無
条
件
降
伏
を
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
二

次
大
戦
は
終
了
し
、
ド
イ
ツ
は
、
連
合
国
の
占
領
下
に
入
っ
た
。
そ
の
年
の
六
月
五
日
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
ド
イ
ツ
軍
司
令
部
に
よ
る



そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
「
ド
イ
ツ
帝
国
」
の
存
続
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
議
論
を
理

(2) 
民
主
共
和
国
（
一
九
七
一
年
―
二
月
一
七
日
の
通
行
条
約
、

『
全
体
と
し
て
の
ド
イ
ツ
』
に
対
す
る
責
任
は
、
四
列
強
も
、
ま

一
六
条
、
二
三
条
、

―
一
六
条
お
よ

(
1
0
二
四
）

一
九
七
一
一
年
五
月
二
六
日
の
交
流
条
約
、
お
よ
び
一
九
七
二
年
―
二
月
ニ
―

(40) 

日
の
基
本
条
約
）
と
の
条
約
な
ど
に
よ
っ
て
新
た
な
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
C

国
内
法
上
は
、
す
で
に
一
九
五
一
二
年
―
二
月
一
七
日
の
い
わ

(41) 

ゆ
る
「
基
本
法
―
―
―
―
一
条
」
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
が
示
さ
れ
、

そ
こ
で
は
没
落
説
に
立
脚
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
ド
イ
ツ
民
主

共
和
国
の
関
係
の
基
礎
に
関
す
る
、

一
九
七
三
年
六
月
六
日
の
法
律
が
、
基
本
法
に
適
合
す
る
か
と
い
う
憲
法
訴
訟
に
対
す
る
、

(43) 

り
組
み
、
こ
こ
で
は
存
続
説
が
採
ら
れ
て
い
る
。

「
基
本
法
1

国
際
法
学
者
や
国
法
学
者
の
テ
ー
ゼ
だ
け
で
は
な
く
ー
ー
＇
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
は
、

し
た

(
i
i
b
e
r
d
a
u
e
r
n
)

の
で
あ
り
、
降
伏
に
よ
っ
て
も
連
合
占
領
諸
国
に
よ
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
別
の
国
家
権
力
の
行
使
に
よ
っ
て
も
、

そ
の
後
に
も
、
減
亡
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
基
本
法
の
序
文
、

び
一
四
六
条
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
C

そ
の
こ
と
は
、
本
法
廷
が
支
持
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
不
断
の
判
例
に
も
対
応
す
る
。
ド
イ
ツ
帝

a) 

国
は
、
存
続
し
、
依
然
と
し
て
権
利
能
力
を
も
つ
が
、
も
ち
ろ
ん
、
全
体
国
家
と
し
て
は
、
組
織
が
欠
け
る
た
め
に
、
と
く
に
制
度
化
さ

れ
た
機
関
が
欠
け
る
た
め
、
自
身
と
し
て
は
、
行
為
能
力
が
な
い
。
基
本
法
の
中
に
は
、
全
体
ド
イ
ツ
国
民
や
全
体
ド
イ
ツ
国
家
権
力
と

い
っ
た
見
解
が
『
定
め
ら
れ
て
い
る
』

(
B
V
e
r
f
G
E
2
,
 2
6
6
 〔
2
7
7
〕）。

た
、
担
う
も
の
で
あ
る

(
B
V
e
r
f
G
E
1
,
 
3
5
1
 
(
3
6
2
£
.
,
 
3
6
7
〕）」。

問
題
の
所
在

関
法
第
四
0
巻
第
六
号

一
九
七
二
年
―
二
月
＿
―
-
日
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
間
の
条
約
に
対
す
る

(42) 

一
九
七
三
年
七
月
＝
―
-
日
の
判
決
の
中
で
取

一
九
四
五
年
の
崩
壊
を
越
え
て
存
続

九
六



国
際
法
上
の
慣
習
法
の
一
般
的
原
則
に
拘
束
さ
れ
、

九
七

ハ
ー
グ
陸
戦
条
規

(
H
a
a
g
e
r
L
a
n
d
k
r
i
e
g
s
o
r
d
n
u
n
g
)
 

(45) 

解
す
る
に
は
法
的
問
題
と
そ
の
歴
史
的
条
件
に
つ
い
て
、
予
め
論
じ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
は
国
家
と
し
て
お
よ
び
国

際
法
上
の
主
体
と
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
了
の
際
に
減
亡
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
ド
イ
ツ
国
民
は
、
戦
後
、
新
た

な
国
家
形
態
を
改
め
て
樹
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
は
ド
イ
ツ
国
家
は
確
か
に
行
為
無
能
力
と
は
な
っ
た
が
、
権
利
能
力
は
存
続
し
た

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
戦
勝
国
は
一
九
四
五
年
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
高
権
を
、
信
託
的
に
、
行
為
無
能
力
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
国
家
の

た
め
に
引
き
受
け
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
二
つ
の
異
な
っ
た
答
え
は
、
法
的
に
も
政
治
的
に
も
全
く
異
な
っ

た
帰
結
を
生
み
出
す
。
軍
事
占
領

(occupatio
bellica)
だ
と
す
る
な
ら
、
戦
勝
国
は
、
そ
の
占
領
支
配
権
を
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
、

の
制
限
に
服
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ド
イ
ツ
が
国
家
と
し
て
没
落
・
減
亡
し
た
の
な
ら
ば
、
占
領
諸
国
は
、
ド
イ
ツ
人
に
、
そ
の
諸
国

自
体
の
国
民
に
も
と
り
う
る
処
分
を
な
す
権
限
を
有
す
る
。

が
、
ボ
ツ
ダ
ム
会
談
の
時
点
で
行
為
無
能
力
だ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
は
、

る
「
三
巨
頭
」
の
決
定
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
戦
勝
国
は
、
こ
の
他
国
の
領
土
に
関
し
て
、
国
際
法
上
の
拘
束
力
を

も
っ
て
処
分
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
国
家
が
こ
の
時
点
で
も
は
や
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
戦
勝
国
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
処

分
権
を
も
つ
領
土
の
有
効
な
割
譲
が
問
題
で
あ
る
。
全
ド
イ
ツ
国
家
は
、
そ
の
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
現
実
の
限
界
内
で
の
み
新

(46) 

た
に
生
成
し
た
の
で
あ
る
。

国
際
法
理
論
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
、
軍
事
的
に
敗
北
を
喫
し
た
だ
け
で
は
、
た
と
え
完
全
な
占
領
が
そ
れ
に
続
い
た
と
し
て
も
、
没

落
・
減
亡
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
結
果
が
発
生
す
る
の
は
、
戦
勝
国
が
、
他
国
の
領
土
の
占
領
を
、
併
合
の
意
思
を
も
っ
て
、

(47) 

ま
た
は
、
征
服

(subjugation)
の
た
め
に
行
う
場
合
に
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
占
領
者
は
、
他
国
の
国
民
と
そ
の
領
土
を
、
完
全
に

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

お
よ
び
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
協
定

つ
ま
り
、
今
日
ま
で
争
わ
れ
て
い
る
帰
結
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
帝
国

ォ
ー
デ
ル
・
ナ
イ
セ
の
東
の
領
域
に
関
す

(
1
0二
五
）



k
r
i
e
g
s
o
r
d
n
u
n
g
)
 
に
お
い
て
は
、

①
第
一
に
、
軍
事
占
領

(
O
c
c
u
p
a
t
i
o

bellica) 
で
あ
る
。

こ
の
概
念
は
、

一
九

0
七
年
の
ハ
ー
グ
陸
戦
条
規

(
H
a
a
g
e
r

L
a
n
d
'
 

征
服
し
、
他
の
国
家
権
力
が
明
ら
か
に
排
除
さ
れ
、
自
ら
の
国
家
権
力
に
よ
っ
て
代
替
せ
し
め
る
と
い
う
意
図
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。
ド

イ
ツ
の
国
家
の
減
亡
、
帝
国
の
連
続
性
の
問
題
は
、
連
合
国
が
そ
の
よ
う
な
意
思
を
も
っ
て
い
た
か
、
そ
れ
を
、
し
か
る
べ
き
行
為
に
お

(48) 

い
て
確
証
し
た
か
ど
う
か
に
あ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
の
問
題
提
起

ケ
ル
ン
大
学
の
職
を
追
わ
れ
、

一
九
四
四
年
に
、

ォ
ー
ス
ト
リ
ア
に
移
り
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
て
い
た
国
際
法
学
者
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
が
、

(49) 

ア
メ
リ
カ
の
法
律
雑
誌
に
「
終
戦
直
後
に
確
立
さ
れ
る
べ
き
ド
イ
ツ
の
国
際
法
上
の
地
位
」
と
題
す
る
論
文
を
公
表
し

た
の
が
、
こ
の
問
題
を
法
的
に
論
じ
た
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
戦
争
終
結
後
の
ド
イ
ツ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の

政
治
上
の
議
論
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
三
巨
頭
の
モ
ス
ク
ワ
宣
言
に
お
い
て
、

ォ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
の
ド
イ
ツ
帝
国
に
よ
る
併
合
が
承

認
さ
れ
な
い
と
さ
れ
、
ド
イ
ツ
を
多
数
の
国
家
に
分
裂
さ
せ
る
と
い
う
案
の
中
で
、

ォ
ー
ス
ト
リ
ア
を
独
立
国
家
と
し
て
再
建
す
る
方
針

が
決
定
さ
れ
た
の
を
契
機
と
し
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
目
的
を
国
際
法
的
に
ど
の
よ
う
に
説
朋
す
べ
き
か
を
問
う
た
の

(
5
0
)
(
5
1
)
 

で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
戦
勝
国
は
、
ド
イ
ツ
の
軍
事
的
制
圧
の
の
ち
、
三
つ
の
可
能
性
を
も
つ
。

国
際
法
上
規
制
さ
れ
た
敵
対
行
為
の
続
行
中
の
敵
領
土
の
軍
事
的
占
領
を
意
味
す
る
と
さ
れ
た
。
し

か
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
例
え
ば
、
政
治
構
造
の
変
革
な
ど
の
本
質
的
変
更
が
不
可
能
な
た
め
、
こ
れ
を
採
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。

そ
し
て
、
終
戦
後
に
発
表
し
た
論
文
で
は
、
こ
れ
を
補
っ
て
、
無
条
件
降
伏
と
デ
ー
ニ
ッ
ツ
政
府
の
退
陣
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
国
家
は
、
国

際
法
の
意
味
に
お
い
て
は
存
続
を
や
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
争
当
事
者
が
欠
落
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
戦
争
状
態
も
終
了

(
5
2
)
 

し
た
の
で
、
こ
の
構
成
は
採
れ
な
い
と
し
た
。
第
二
に
、
平
時
占
領
(
O
c
c
u
p
a
t
i
o
pacifica)
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
関
し
て
は
、
ケ
ル

(3) 

関
法
第
四
0
巻
第
六
号

九
八

(
1
0
二
六
）



(4) 
ゼ
ン
は
、

は
な
い
と
す
る
。
③
最
後
に
、
混
合
占
領

(
K
o
n
d
o
m
i
n
u
m
)

九
九

ナ
チ
政
府
で
あ
れ
、
そ
の
後
成
立
す
べ
き
民
主
的
政
府
で
あ
れ
、
条
約
の
締
結
が
政
治
的
に
不
適
切
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
生

ず
る
で
あ
ろ
う
戦
勝
国
の
厳
し
い
措
置
を
考
慮
す
る
と
、
ド
イ
ッ
政
府
が
こ
れ
を
履
行
し
う
る
か
ど
う
か
懸
念
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
適
切
で

(53) 

の
形
式
が
あ
る
が
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
こ
れ
を
採
用
す
べ
き
だ
と
す
る
。
こ

の
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
的
に
も
異
議
な
く
、
政
治
的
に
も
合
目
的
的
な
解
決
が
可
能
だ
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
敗
戦
国
の

国
家
と
し
て
の
主
権
は
完
全
に
排
除
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
国
家
の
従
来
の
法
人
格
性
は
、
国
際
法
上
も
、
国
法
上
も
余
さ
ず
否
定

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
混
合
占
領
諸
国
に
好
都
合
だ
と
す
る
の
で
あ
る
C

こ
こ
で
も
、

の
没
落
は
、
無
条
件
降
伏
と
そ
の
最
後
の
国
民
政
府
の
廃
絶
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
と
す
る
c

ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、

ツ
の
新
た
な
憲
法
は
、

あ
り
、

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
法
的
紐
帯
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
な
い
新
た
な
社
会
と
し
て
の
み
、
民
主
的
な
ド
イ
ツ
が
こ
の
戦
争
の
後
国
際
組

(
5
4
)
 

織
に
加
入
す
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

ナ
チ
憲
法
に
お
け
る
憲
法
上
の
変
化
ま
た
は
革
命
的
変
化
の
結
果
で
は
な
く
、
新
し
い
憲
法
上
の
生
命
の
開
始
で

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
主
と
し
て
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の
戦
後
処
理
と
い
う
政
治
的
目
的
の
た
め
の
国
際
法
的
理
論
構
成
を
考
え
た

の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、

「
ド
イ
ツ
国
家
の
没
落
」

(
U
n
t
e
r
g
a
n
g
d
e
s
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 Staates)
を
肯
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
没
落
説
は
、

ド
イ
ツ
の
全
く
の
異
説
と
な
っ
た
。
た
だ
、
ク
レ
イ
将
軍
の
協
力
者
達
か
ら
は
、
こ
の
説
が
少
な
く
と
も

(55) 

何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
お
い
て
は
、
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
後
政
策
問
題
行
政
部
の
顧

(56) 

問
で
あ
っ
た
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
説
に
従
っ
た
と
い
う
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
の
展
開

(
5
7
)
 

一
九
六

0
年
の
ア
ル
ン
ト
の
論
稿
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
の
歴
史
は
、
大
き
く
―
―
―
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
段
階
は
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
ド
イ
ツ
国
家

「
主
権
国
家
ド
イ

(
1
0二
七
）



戦
闘
行
為
の
終
了
直
後
、
占
領
の
開
始
の
際
に
ド
イ
ツ
が
国
家
と
し
て
消
減
し
た
の
か
と
い
う
問
い
と
し
て
現
れ
た
。
当
時
の
ヘ
ッ
セ
ン

の
首
相
ガ
イ
ラ
ー
が
著
書
を
公
刊
し
、

た
、
学
会
に
お
い
て
こ
の
問
題
が
大
き
く
論
じ
ら
れ
た
の
は
、

(58) 

ン
プ
ル
ク
で
の
第
一
回
ド
イ
ツ
国
際
法
学
者
大
会
で
の
議
論
で
あ
る
。
こ
の
大
会
で
は
、
ほ
と
ん
ど
専
ら
ド
イ
ツ
の
敗
北
と
そ
の
占
領
か

ら
帰
結
す
る
法
問
題
が
、
論
じ
ら
れ
た
。
会
議
は
、
ラ
ウ
ソ
の
報
告
で
始
ま
っ
た
。
こ
の
大
会
の
以
前
に
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
見
解
は
、
ド

(59) 

イ
ツ
で
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
大
会
の
報
告
者
、
ラ
ウ
ソ
は
、
こ
の
文
献
を
入
手
す
る
の
に
苦
労
し
た
こ
と
を
書
い
て
い

る
ほ
ど
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
会
議
の
報
告
者
は
、

っ
て
よ
い
。
と
く
に
、

ク
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ヒ
ャ
ー
が
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
そ
の
政
治
的
姿
勢
を
形
成
し
た
と
い
う
。
ま

メ
ン
ツ
ェ
ル
の
報
告
は
、

展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

メ
ン
ツ
ェ
ル
は
、

ケ
ル
ゼ
ン
の
こ
の
理
論
構
成
と
批
判
的
に
対
決
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い

ケ
ル
ゼ
ン
説
を
紹
介
し
、
こ
れ
を
批
判
し
つ
つ
信
託
混
合
占
領
で
あ
る
と
い
う
自
説
を

ケ
ル
ゼ
ン
の
ド
イ
ッ
没
落
説
に
対
し
て
は
、
ド
イ
ツ
国
家
は
、
国
際
法
上
は
、
権
利
主
体
で

(
6
0
)
 

な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
法
律
行
為
能
力
が
制
限
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
す
る
。
こ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
大
会
で
は
、
ラ
ウ
ン

の
お
膳
立
て
で
、
国
際
法
学
者
の
決
議
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
第
一
号
は
、

「
ド
イ
ツ
帝
国
は
、

ド
イ
ツ
国
防
軍
の
無
条
件
降
伏
と
占
領

(61) 

の
後
も
、
独
自
の
国
民
を
も
つ
国
家
お
よ
び
一
般
的
国
際
法
の
意
味
に
お
け
る
権
利
主
体
に
と
ど
ま
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
存
続
説
は
、
政
治
的
に
は
、
当
時
す
で
に
、
ド
イ
ツ
の
分
割
と
い
う
漸
次
生
じ
て
い
た
傾
向
に
逆
ら
う
た
め
の
力
を
得
る
ひ
と

(
6
2
)
 

つ
の
希
望
と
い
う
意
味
を
も
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
一
号
を
前
提
に
、
そ
の
他
の
具
体
的
な
戦
勝
国
と
占
領
諸
国
に
対
す
る
そ

の
行
動
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
要
求
が
、
さ
ら
に
演
繹
さ
れ
、
決
議
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ウ
ン
が
そ
の
報
告
の
中
で
政
治
的
批
判
は
す

る
つ
も
り
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
法
の
前
提
か
ら
批
判
す
る
だ
け
で
あ
る
、
と
強
調
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
掲
げ
ら
れ
た
要
求
の
高
度
に

政
治
的
な
性
格
が
、
こ
の
テ
ー
マ
が
た
ん
な
る
学
問
以
上
の
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
段
階
は
、
二
つ
の

関
法
第
四
〇
巻
第
六
号

一
九
四
七
年
四
月
一
六
日
・
一
七
日
に
ラ
ウ
ソ
の
主
導
で
開
催
さ
れ
た
ハ

1
0
0
 
(
1
0二
八
）



フ
レ
ン
ブ
ル
ク
の
海
軍
司
令
部
に
あ
る
情
報
部
は
、

①
一
九
四
六
年
ま
で

(5) 
ド
イ
ツ
が
登
場
し
た
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
五
年
に
か
け
て
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
ド
イ
ッ
問
題
が
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
国
法
学
者
大

会
で
議
論
さ
れ
た
と
い
う
。
二
つ
の
ド
イ
ツ
の
成
立
に
よ
っ
て
問
題
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
そ
も
そ
も
存
続
し
て
い
る
か
と
い
う
問
い
か
ら
、

(
6
3
)
 

そ
れ
は
「
ど
の
よ
う
に
」
存
続
し
て
い
る
か
と
い
う
問
い
に
変
わ
っ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
第
三
段
階
は
、

二
つ
の
ド
イ
ッ
問
題
が
、

(64) 

期
で
あ
る
と
い
う
。
ア
ル
ソ
ト
の
前
掲
書
は
、

二
年
以
降
、

一
九
四
五
年
ま
で
遡
っ
て
は
た
し
て
ド
イ
ツ
国
家
が
戦
後
も
存
続
し
た
の
か
と
い
う
問
い
が
問
い
直
さ
れ
た
時

一
九
六

0
年
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
展
開
を
も
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

一
九
九

0
年
一

0
月
三
日
ま
で
が
第
四
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
下
で
は
、
し
か
し
、
第
一
段
階
に
お
け
る
議
論
の

国
内
法
お
よ
び
国
際
法
上
の
議
論
の
展
開

1
0
 

一
九
五
五
年
以
降
で
あ
り
、

一
九
四
五
年
五
月
八
日
の
降
伏
文
書
の
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
解
説
を
傍
受
し
た
し
そ

れ
は
、
「
法
的
に
は
ド
イ
ツ
帝
国
は
も
は
や
存
在
し
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
デ
ー
ニ
ッ
ツ
海
軍
元

帥
と
国
防
軍
の
司
令
部
に
、
一
九
四
五
年
五
月
ご
一
日
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
、
こ
の
解
釈
は
誤
り
で
あ
る
と
の
コ
メ
ソ
ト
が
付
け

(

6

5

)

(

6

5

a

)

 

て
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
レ
ン
プ
ル
ク
の
職
務
執
行
内
閣
の
た
め
に
、
国
務
次
官
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
カ
ル
ト

(
S
t
u
c
k
a
r
t
)

五
年
五
月
二
二
日
に
鑑
定
書
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
れ
以
後
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
論
拠
を
も
っ
て
、
ド
イ
ツ
は
国
際
法
的
に
国
家

(
6
6
)
 

と
し
て
存
続
す
る
こ
と
を
や
め
て
い
な
い
と
い
う
結
果
に
到
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
日
、
関
係
者
が
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
拘
禁
さ
れ

た
の
で
、
こ
の
文
書
は
、
知
ら
れ
な
い
ま
ま
に
な
り
、
何
の
効
果
を
も
生
み
出
さ
な
か
っ
た
。
崩
壊
し
て
い
く
体
制
の
最
後
の
権
力
者
以

外
に
、
第
三
帝
国
が
残
し
た
混
沌
の
中
で
、
公
行
政
の
新
構
造
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
者
に
と
っ
て
も
こ
の
問
題
と
取
り
組
む
契
機
は
あ

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

展
開
と
そ
の
意
味
を
中
心
に
考
察
し
、

一
九
四
九
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
略
述
す
る
に
と
ど
め
る
。

(
1
0
1
一九）

ま、"
 
一
九
四

一
九
七



わ
ち
、

単
位
が
い
か
な
る
法
制
定
権
能
を
も
つ
か
、
そ
れ
が
従
来
の
官
吏
と
雇
員
の
雇
用
関
係
を
続
行
さ
せ
る
の
か
、
ラ
イ
ヒ
お
よ
び
ラ
ン
ト
官

庁
の
私
法
上
の
拘
束
性
は
、
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
焦
眉
の
行
政
お
よ
び
法
実
務
の

そ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
こ
の
月
に
は
一
連
の
鑑
定
に
よ
る
意
見
表
明
が
出
た
。
こ
れ
ら
の
鑑
定
は
、

べ
て
ラ
イ
ヒ
は
国
家
と
し
て
は
減
亡
し
て
い
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
し
こ
の
時
に
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
論
文
の
存
在
に

(68) 

は
ま
だ
気
づ
か
れ
て
い
な
か
っ
た
U

こ
れ
ら
の
鑑
定
が
純
粋
に
国
法
学
的
に
論
証
し
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
の
流
れ
の
第
二
段
階
は
、

(69) 

徴
を
も
つ
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ル
ニ
デ
ス
が
一
九
四
六
年
一

0
月
か
ら
―
一
月
に
か
け
て
ケ
ル
ゼ
ン
の
論
文
を
詳
細
な
内
容
報
告
を
通

じ
て
、
ド
イ
ツ
の
学
会
に
紹
介
し
た
の
が
、
こ
の
議
論
の
発
端
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
が
、
当
初
、
即
座
に
徹
底
的
に
拒
否
さ
れ
た

(70) 

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
が
、

と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
連
合
国
の
管
理
官
庁
を
設
立
す
る
た
め
の
国
際
法
的
考
察
に
つ
い
て
何
ら
の
公
式
の
発
言
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
り
、

コ
ル
ニ
デ
ス
は
、
そ
れ
が
「
ド
イ
ツ
の
現
在
置
か
れ
て
い
る
地
位
を
と
く
に
鋭
く
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関

(71) 

し
て
多
く
の
貴
重
な
示
唆
を
提
供
し
て
い
る
」
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
紹
介
し
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

(72) 

こ
れ
に
対
す
る
激
し
い
議
論
が
巻
き
起
こ
る
。
こ
の
段
階
は
、

一
九
四
八
年
夏
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
法
学
は
、
こ
の
時
期
す
で
に
、
連
続
説
の
圧
倒
的
支
持
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
い
た
。

③
一
九
四
六
年
中
頃
か
ら
一
九
四
八
年
ま
で

こ
で
、

こ
。
そ

(67) 

っ
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
ラ
イ
ヒ
が
存
続
す
る
か
し
な
い
か
は
、
先
に
決
め
ら
れ
る
べ
き
日
常
実
務
の
問
題
で
あ
っ

t

一
九
四
五
年
七
月
一
五
日
の
「
ヘ
ッ
セ
ン
州
に
お
け
る
法
状
態
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
鑑
定
書
に
お
い
て
は
、
こ
の
新
し
い
行
政

関
法
第
四
〇
巻
第
六
号

一
九
四
六
年
の
後
半
に
、

(101
―10) 

ひ
と
つ
の
例
外
を
除
い
て
す

と
く
に
、
国
際
法
上
の
議
論
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
特

コ
ル
ニ
デ
ス
に
よ
っ
て
、
占
領
支
配
の
基
礎
と
し
て
役
立
つ
資
料
と
し
て
、
紹
介
さ
れ
た
こ

一
九
四
七
年
に
は
、
す
で
に
、

(73) 

ロ
ル
フ
・
シ
ュ
テ
ッ
ク
ー
の
詳
細
な
分
析
に
よ
っ
て
幕
を
閉
じ
る
。
す
な

1
0
 



の
初
代
首
相
カ
ー
ル
・
ガ
イ
ラ
ー

(
K
a
r
l
G
e
i
l
e
r
)
は、

と
さ
れ
た
が
、

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
こ
れ
を
無
視
し
た
。

(6) 

政
治
的
次
元
に
お
け
る
議
論
の
展
開

(74) 

学
問
的
論
争
の
第
二
の
段
階
の
開
始
は
、
す
で
に
何
ヵ
月
か
前
に
、
政
治
的
次
元
に
お
い
て
準
備
さ
れ
て
い
た
。

日
に
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、

事
官

(
L
e
g
a
t
i
o
n
s
r
a
t
)

イ
ギ
リ
ス
地
域
の
地
区
顧
問
団

(
N
o
n
e
n
b
e
i
r
a
t
)
 

を
、
著
名
な
、
外
国
の
国
際
法
専
門
家
の
鑑
定
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
せ
る
よ
う
提
案
し
た
。
こ
れ
は
、
定
年
退
職
し
た
外
務
参

(75) 

の
オ
イ
ゲ
ン
・
プ
ッ
デ

(
E
u
g
e
n
B
u
d
d
e
)

博
士
の
考
え
に
由
来
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
実
際
家
で

あ
っ
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
鑑
定
書
の
中
で
連
続
説
を
確
認
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
占
領
諸
国
が
ハ
ー
グ
陸
戦
条
規
を
遵
守

す
る
可
能
性
に
望
み
を
託
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

一
九
四
六
年
八
月
の
ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
で
の
会
議
で
国
際

の
会
員

ハ
ー
グ
陸
戦
条
規
は
、

ド
イ
ツ
の
国
際
法
上
の
状
況

イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
法
と
国
際
法
の
尊
重
の
風
潮

が
大
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
行
動
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
外
交
政
策
上
の
可
能
性
の
再
生
が
図
ら
れ
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
か
ら

(76) 

出
発
し
た
。
も
と
よ
り
こ
の
望
み
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

It
だ
し
、
軍
政
府
は
一
九
四
六
年
九
月
一
六
日
の
最
終
的
回
答
に
お
い
て
、
こ

の
点
に
お
け
る
一
切
の
確
定
を
避
け
、
た
だ
彼
ら
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
占
領
に
は
先
例
は
な
い
か
ら
、

適
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
点
を
こ
れ
以
上
議
論
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る

一
九
四
七
年
末
か
ら
一
九
四
八
年
初
頭
に
か
け
て
、
彼
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
フ
ド
ル

(
7
7
)
 

フ
の
「
ラ
イ
ニ
ッ
シ
ェ
・
ボ
ス
ト
紙
」

(
R
h
e
i
n
i
s
c
h
e
P
o
s
t
)

上
に
こ
れ
に
関
す
る
記
事
を
公
表
し
た
。

そ
の
他
の
ド
イ
ツ
の
政
治
家
も
同
じ
頃
、
ラ
イ
ヒ
の
連
続
性
の
テ
ー
マ
を
国
際
法
の
問
題
だ
と
気
付
い
た
。
た
と
え
ば
、

一
九
四
六
年
初
頭
イ
ギ
リ
ス
地
域
会
議
で
、
元
ド
イ
ツ
の
教
授
で
ロ
ン
ド
ン
に

亡
命
し
た
の
ち
、
バ
リ
ス
ク
ー
と
な
り
当
時
英
国
ド
イ
ッ
管
理
委
員
会

(British
C
o
n
t
r
o
l
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 
for 
G
e
r
m
a
n
y
)
 

で
あ
っ
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
コ
ー
ン

(
E
r
n
s
t
C
o
h
n
)
に
出
会
い
、
そ
の
機
会
に
、

101
――
 

(101 ＝一）

ヘ
ッ
セ
ン
州

に
お
い
て
、

一
九
四
六
年
五
月
六



作
業
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、
最
も
迅
速
に
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
市
長
室
付
の
講
和
条
約
ハ
ン
プ
ル
ク
事
務
局
が
そ
う
で
あ
る
。

(82) 

(
H
a
n
s
 
P
e
t
e
r
 
I
p
s
e
n
)

教
授
が
招
聘
さ
れ
た
。
イ
プ
セ
ン
教
授
は
、
戦
後

の
ド
イ
ッ
法
の
状
態
問
題
に
関
す
る
議
論
の
主
唱
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
著
名
な
ハ
ン
プ
ル
ク
の
国
際
法
学
者
ル
ー
ド
ル
フ
・
ラ
ウ
ン

こ
の
事
務
局
長
に
は
、

ハ
ン
ス
・
ペ
ー
ク
ー
・
イ
プ
セ
ン

つ
い
て
」
報
告
し
、
こ
の
講
演
で
、

一
九
四
六
年
秋
以
来
、
諸
ラ
ン
ト
の
国
家
目
的
、

(10111
ニ）

ヘ
ッ
セ
ン
の
司
法
大
臣
ゲ
オ
ル
ク
・

「
国
際
法
学
会
」
ド
イ
ッ
支
部
を
新
た
に
組
織
す
る
よ
う
に
と
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時

(78) 

ガ
イ
ラ
ー
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
論
文
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
、
こ
の
結
論
は
間
違
い
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ツ
ィ
ン

(
G
e
o
r
g
A
u
g
u
s
t
 Z
i
n
n
)
は
、
採
択
申
請
が
却
下
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
国
際
的
行
動
は
行
わ
ず
、

ド
イ
ツ
・
国
際
法
協
会
」

(
S
i
i
d
w
e
s
t
d
e
u
t
s
c
h
e
V
e
r
e
i
n
i
g
u
n
g
 f
u
r
 
Internationales 
R
e
c
h
t
)

の
設
立
で
満
足
し
た
。
そ
の
最
初
の

一
九
四
六
年
九
月
一
八
日
に
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
た
が
、
首
相
ガ
イ
ラ
ー
は
、

(79) 

ケ
ル
ゼ
ン
の
立
場
を
激
し
く
攻
撃
し
た
。
ガ
イ
ラ
ー
と
結
託
し
て
、
司
法
大
臣
ツ
ィ
ン
は
、
自
ら
が

「
ド
イ
ツ
の
国
際
法
上
の
地
位
に

一
九
四
六
年
ご
一
月
四
ー
六
日
に
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
に
招
集
し
た
ラ
ン
ト
の
司
法
局
長
の
四
地
域
会
議
を
ケ
ル
ゼ
ン
の
テ
ー
ゼ
に
対
す

る
彼
の
攻
撃
の
場
と
し
て
利
用
し
た
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
ま
ず
、
会
議
の
参
加
者
用
の
記
念
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
、

(
8
0
)
 

頭
に
ガ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
共
同
編
集
さ
れ
た
「
南
ド
イ
ッ
法
律
家
新
聞
」
の
中
に
公
刊
さ
れ
た
と
き
初
め
て
、
広
範
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

一
九
四
六
年
に
ま
た
も
や
ほ
の
見
え
た
ド
イ
ッ
講
和
条
約
会
議
の
望
み
と
の
関
連
で
、
こ
の
年
、
至
る
と
こ
ろ
で
、
講
和
条
約
の
問
題

(81) 

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
ド
イ
ッ
代
表
団
の
た
め
の
資
料
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

州
政
府
官
房
も
、

ド
イ
ッ
平
和
問
題
事
務
局
も
担
当
官
を
設
置
し
始
め
た
。
こ
の
よ
う
な
委
員
会
お
よ
び
施
設
に
お
い
て
国
際
法
の
主
体

と
し
て
の
ラ
イ
ヒ
の
存
続
の
問
題
も
日
程
に
の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
基
盤
か
ら
、
講
和
条
約
会
議
へ
の
ド
イ
ツ
の
参
加

と
ド
イ
ツ
の
立
場
の
防
衛
が
、
も
っ
と
も
確
実
に
、
保
証
さ
れ
え
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
法
的
専
門
知
識
が
こ
の

会
合
は
、

協
会
に
採
択
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
、

関
法
第
四
0
巻
第
六
号

1
0四

一
九
四
七
年
初

「
南
西



(
R
u
d
o
l
f
 L
a
u
n
)

教
授
の
弟
子
で
あ
り
、
学
部
同
僚
で
あ
っ
た
。

最
終
的
に
は
、

月
末
に
、

局
を
重
視
し
た
の
で
、
こ
の
事
務
所
は
、
最
終
的
に
、

学
問
的
議
論
と
政
治
的
雰
囲
気

1
0五

一
九
四
七

外
交
セ
ン
ク
ー
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
各
占
領
地
域
に
ま
た
が
る
様
々
な
主
導
権
を
と
り
ま
と
め
る
と
い
う

機
関
を
設
立
す
る
と
い
う
計
画
は
、
す
で
に
前
段
階
に
お
い
て
ド
イ
ツ
人
の
問
で
の
政
党
政
治
上
の
対
立
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

(83)
＇ 

ク
レ
イ

(
C
l
a
y
)

将
軍
の
異
議
に
よ
っ
て
挫
折
し
た
。
ク
レ
イ
は
、
そ
の
よ
う
な
機
関
の
設
立
を
ア
メ
リ
カ
地
域
で
の
み

一
九
四
七
年
四

許
可
し
た
。
こ
う
し
て
出
来
た
「
ド
イ
ッ
平
和
問
題
事
務
局
」

(
D
a
s
D
e
u
t
s
c
h
e
 B
u
r
o
 f
u
r
 F
r
i
e
d
e
n
s
f
r
a
g
e
n
)

は、

(84) 

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
作
業
を
始
め
た
3

当
初
か
ら
、
そ
の
所
員
も
あ
と
の
二
つ
の
西
側
地
域
か
ら
の
専
門
家
も
こ
の
事
務

ド
イ
ツ
の
学
問
的
・
政
治
的
活
動
の
重
要
な
収
集
所
・
仲
介
所
に
な
っ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
没
落
し
て
い
な
い
と
解
釈
す
る
ド
イ
ツ
人
の
論
者
達
は
、
そ
の
論
稿
を
西
側
地
域
で
創
刊
さ
れ
た
法

(85) 

律
専
門
誌
に
掲
載
し
た
の
で
は
な
く
、
政
治
出
版
機
関
誌
に
掲
載
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
事
態
が
完
全
に
新
規
で
あ
る
と
位
置

づ
け
、
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
考
察
に
は
、
原
則
と
し
て
法
的
な
観
点
に
比
し
て
政
治
的
観
点
が
よ
り
強
く
考
慮
さ

れ
た
こ
と
も
目
立
っ
た
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
法
律
専
門
誌
に
お
い
て
は
、
戦
争
、
降
伏
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
占
領
が
法
的
問
題

と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
、
伝
統
的
国
際
法
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ド
イ
ツ
が
決
定
的
に
関

わ
っ
た
こ
の
近
い
過
去
の
出
来
事
が
、
伝
統
的
国
際
法
の
あ
ら
ゆ
る
限
界
を
越
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
う
る
価
値

中
立
性
が
守
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
国
際
法
の
確
証
済
の
原
則
へ
と
退
却
す
る
こ
と
は
、
外
観
上
異
質
な
諸
々
の

表
現
の
背
後
に
潜
む
政
治
へ
の
法
の
適
用
と
い
う
構
想
を
貫
徹
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ド
ル
フ
・
ラ
ウ
ン
は
、

年
四
月
一
六
日
の
そ
の
バ
ン
ベ
ル
ク
で
の
講
演
に
お
い
て
、
意
識
的
に
、
普
遍
妥
当
性
へ
の
要
求
を
も
っ
た
そ
の
よ
う
な
内
在
的
な
法
学

(7) 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

(
1
0
1
――――-） 



ま、
,
9
.
 

一
九
四
八
年
に
、

（

＿

o-―-四）

的
に
厳
密
に
学
問
的
な
批
判
を
目
指
し
た
。
彼
と
そ
の
同
調
者
は
、
当
時
ド
イ
ツ
は
国
際
社
会
の
貶
ま
れ
者
と
し
て
政
治
的
に
は
全
く
発

言
力
が
な
か
っ
た
の
で
、
も
し
不
正
義
な
こ
と
を
し
た
く
な
け
れ
ば
、
国
際
法
社
会
が
聞
き
流
す
こ
と
の
で
き
な
い
意
見
表
明
を
な
そ
う

と
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

国
際
法
の
基
準
を
変
更
す
る
こ
と
を
一
切
拒
否
す
る
と
き
の
み
、

つ
ま
り
、
伝
統
的

(86) 

な
国
際
法
を
援
用
し
て
、
余
り
に
も
小
さ
く
な
っ
た
ド
イ
ツ
の
政
治
的
宇
宙
の
外
に
支
点
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
益
々

反
対
説
を
唱
え
る
者
は
、

て
、
か
れ
ら
は
、
意
識
的
・
無
意
識
的
に
無
視
さ
れ
た
。
そ
れ
に
象
徴
的
な
の
は
、

成
功
し
え
た
。

邪
魔
な
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
な
っ
た
。

る
出
来
事
で
あ
る
。
老
練
な
元
外
交
官
、
テ
オ
・
コ
ル
ト

(
T
h
e
o
K
o
r
d
t
)
は
、
当
時
ボ
ン
大
学
に
職
を
得
て
お
り
、
ド
イ
ツ
平
和
問
題

事
務
局
の
「
法
的
問
題
」
と
称
す
る
討
議
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
専
門
家
と
し
て
そ
の
問
題
に
最
も
精
通
し
て
い
た
が
、

ヘ
レ
ン
キ
ム
ゼ
ー

で
の
会
議
に
お
い
て
、
国
家
没
落
テ
ー
ゼ
は
、
た
だ
一
人
の
国
法
学
者
ー
つ
ま
り
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
ー
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
と
述
べ
た
。
彼
は
、
野
次
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
出
席
し
て
い
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
ナ
ヴ
ィ
ア
ス
キ
ー

(
N
a
w
i
a
s
k
i
)
も
同

(87) 

じ
見
解
だ
と
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
ナ
ヴ
ィ
ア
ス
キ
ー
の
よ
う
な
著
名
な
大
学
教
授
に
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
り
得
た
の

だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
他
の
没
落
説
を
唱
え
て
い
た
人
々
、
す
な
わ
ち
、
当
時
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ク
司
法
省
の
参
事
官
で
あ
っ
た
ヴ
ォ
ル
フ

ガ
ン
グ
・
ア
ペ
ン
ト
ロ
ー
ト
、
市
井
の
学
者
で
あ
っ
た
ュ
ル
ゲ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ン
プ
ス
キ
ー
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
弁
護
士
で

(
8
8
)
 

あ
っ
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
レ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
に
ど
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
か
れ
ら
は
、
徐
々
に
発
言
を
し
な
く
な
っ
た
。

と
き
に
は
、
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
き
た
意
見
の
一
致
を
妨
害
す
る
動
き
は
、
好
ま
し
く
な
い
発
言
の
公
刊
を
阻
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
封

ぜ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

S
c
h
m
o
l
l
e
r
)
 

カ
ル
ロ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

(Carlo
S
c
h
m
i
d
)
と
そ
の
側
近
の
グ
ス
ク
フ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
モ
ラ
ー

(
G
u
s
t
a
v
v
o
n
 

(89) 

ュ
ル
ゲ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ン
プ
ス
キ
ー
が
後
に
そ
の
著
作
集
(
-
九
六
五
年
）
に
収
録
さ
れ
た

大
き
く
な
る
多
数
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
見
方
に
お
い
て
は
、

ヘ
レ
ン
キ
ム
ゼ
ー
に
お
け
る
憲
法
制
定
会
議
に
お
け
従
っ

そ
れ
は
、

関
法
第
四

0
巻
第
六
号

-
0六



1
0七

(90) 

「
占
領
と
信
託
の
は
ざ
ま
」
と
題
す
る
論
文
を
「
メ
ル
ク
ー
ル
」

(
M
e
r
k
u
r
)

と
い
う
雑
誌
に
掲
載
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
編

(91) 

集
部
に
圧
力
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
阻
止
し
よ
う
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
と
え
西
ド
イ
ツ
の

政
治
的
・
精
神
的
世
界
を
わ
ず
か
に
変
え
え
た
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
基
本
法
が
連
続
説
の
基
盤
に
成
立
し
た
当
時
と
し
て
は
掲
載
は

歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
国
法
学
•
国
際
法
学
が
国
家
と
し
て
の
ラ
イ
ヒ
の
存
続
に
関
し
て
与
え
て

い
た
一
体
性
の
印
象
が
妨
げ
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
印
象
か
ら
、
か
れ
ら
は
、

益
々
特
殊
・
具
体
的
な
法
的
帰
結
を
演
繹
し
た
。
か
く
し
て
連
続
性
は
戦
争
状
態
の
存
続
に
関
す
る
、
平
和
交
渉
へ
の
ド
イ
ツ
の
代
表
者

の
出
席
の
必
要
性
に
関
す
る
、
国
籍
法
に
つ
い
て
の
、
修
復
、
復
興
、
接
収
お
よ
び
占
領
の
た
め
の
費
用
に
関
す
る
意
見
表
明
に
つ
き
不

可
欠
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
占
領
制
定
法
の
形
式
に
お
け
る
占
領
法
の
新
形
成
に
つ
い
て
再
考
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
連
続
説
は
、
占
領
諸
国
の
処
分
に
対
す
る
多
数
の
反
対
の
た
め
の
出
発
点
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
と
多
数
の
地
域
で
の
ド
イ

(92) 

ツ
人
の
法
的
地
位
の
改
善
の
た
め
の
要
求
に
対
す
る
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

政
治
の
学
問
へ
の
影
響

政
治
的
機
関
な
い
し
政
治
家
が
、
自
己
の
政
治
的
主
張
に
利
用
す
べ
く
、
こ
の
ド
イ
ツ
帝
国
の
存
続
・
没
落
に
関
す
る
説
に
つ
き
、
学

者
を
鑑
定
人
と
し
て
招
聘
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
法
上
の
議
論
は
、
ま
す
ま
す
集
中
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
平
和
問
題
ド
イ
ッ
事
務
局
」
が
そ
の
重
要
な
仲
介
機
能
を
果
た
し
た
。
こ
の
関
係
で
文
献
に
登
場
す
る
大
抵
の
名
前
は
、
こ
の
事
務
局

の
研
究
員
な
い
し
専
門
家
と
し
て
の
圏
内
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

(93) 

カ
ル
ロ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

(
S
P
D
)
は
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
ー
ホ
ー
ニ
ン
ツ
ォ
レ
ル
ン
州
の
枢
密
顧
問
官
で
あ
り
、

一
九
四
七
年
夏
、

司
法
大
臣
で
あ
っ
た
が
、

(8) 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ク
レ
ー
ヴ
ェ

(
W
i
l
h
e
l
m
G
r
e
w
e
)
教
授
に
、
占
領
法
と
占
領
制
定
法
の
問
題
に
関
す
る
鑑

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

(101―一五）

そ
の
際
、

一
九
四
七
年
お
よ
び
一
九
四
八
年
に
は



(94) 

定
書
を
書
く
よ
う
に
依
頼
し
た
。
こ
の
依
頼
は
、
明
ら
か
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
、
彼
が
カ
ウ
フ
マ
ン
教
授
と
一

緒
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
首
相
会
議
（
一
九
四
七
年
六
月
六
日

2
八
日
）
に
お
い
て
報
告
し
た
こ
の
問
題
に
関
す
る
努
力
に
関
係
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

一
九
四
七
年
九
月
、

ミ
ッ
ト
ま
、＇ 

カ
ル
ロ
・
シ
ュ

イ
ギ
リ
ス
地
域
顧
問
団
の
小
委
員
会
が
提
出
し
た
占
領
法
草
案
に
手
を
入

一
九
四
七
年
―
二
月
に
こ
の
テ
ー
マ
を
再
び
採
り
上
げ
、
カ
ル
ロ
・
シ
ュ
ミ

(95) 

ッ
ト
の
親
し
い
協
力
者
で
あ
っ
た
グ
ス
タ
フ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
が
報
告
者
と
な
っ
た
。
シ
ュ
モ
ラ
ー
は
、
委
員
会
に
お
い
て
、
依

頼
人
の
気
に
入
ら
な
か
っ
た
ク
レ
ー
ヴ
ェ
教
授
の
鑑
定
を
政
治
的
に
穏
便
な
も
の
に
修
正
し
た
。
こ
の
例
は
、
学
問
と
政
治
の
密
接
な
関

当
時
、
占
領
国
に
対
し
て
ド
イ
ツ
人
が
も
っ
て
い
た
政
治
的
活
動
余
地
は
、

ゼ
ロ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
て
、
徐
々
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ

た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
国
際
法
上
の
地
位
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
敗
北
し
た
ド
イ
ツ
に
対
す
る
政
治
状
況
を
変
革
し
よ
う
と

(96) 

試
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

S
P
D
の
指
禅
部
の
見
解
の
変
更
に
現
れ
て
い
る
。

(
9
7
)
 

ク
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
も
と
で
、

S
P
D
指
導
部
は
、
当
初
、
「
国
家
と
社
会
の
再
建
で
は
な
く
新
構
築
を
」
と
い
う
網
領

(98) 

を
掲
げ
て
い
た
。
こ
の
政
策
は
、
没
落
説
と
結
び
つ
く
傾
向
を
も
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ヒ
ャ
ー
は
、
こ
の

問
題
を
全
く
法
的
問
題
と
し
て
捉
え
ず
、
む
し
ろ
政
治
的
関
心
の
み
が
念
頭
に
あ
っ
た
。
と
く
に
ド
イ
ツ
の
国
際
的
地
位
に
関
す
る
か
れ

八
日
の
社
会
民
主
党
の
記
者
会
見
の
席
上
、

の
政
治
的
関
心
が
、
当
時
の
支
配
的
雰
囲
気
と
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
。

(99) 

シ
ュ
ー
マ
ッ
ヒ
ャ
ー
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

勝
利
と
は
あ
ら
ゆ
る
帰
結
を
と
も
な
う
全
面
的
な
責
任
を
意
味
す
る
と
い
う
事
実
を
払
拭
で
き
な
い
」
。
す
な
わ
ち
、

唱
え
る
人
々
が
何
と
し
て
も
望
ん
だ
こ
と
、

係
を
示
し
て
い
る
。

一
九
四
七
年
一
月
二

つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
人
の
、
乎
和
機
関
へ
の
参
加
を
欲
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
し
む
し

れ
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
が
、
平
和
問
題
ド
イ
ッ
事
務
局
は
、

関
法
第
四

0
巻
第
六
号

1
0八

彼
は
、

連
続
説
を

「
戦
勝
国
は
、
全
面
的

(
1
0
1
―一六）



ろ
、
彼
は
、
ド
イ
ツ
人
に
そ
の
よ
う
な
平
和
法
に
お
い
て
意
義
深
く
期
待
し
う
る
こ
と
を
、
全
面
的
な
責
任
に
お
い
て
熟
慮
す
る
こ
と
と

い
う
要
請
を
付
し
て
、
戦
勝
国
に
義
務
が
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

S
P
D
の
指
導
部
は
、

こ
の
方
針
を
貫
い
た
。
し
か
し
、
後
半
期
に
な
っ
て
、

カ
ル
ロ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
や
ゲ
オ
ル
ク
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ツ
ィ
ン
お
よ
び
ア
ド
ル

(IOo) 

フ
・
ア
ル
ン
ト
な
ど
の
指
導
部
の
影
響
力
の
大
き
い
法
律
家
の
影
響
で
、
こ
の
方
針
と
訣
別
し
た
。

基
本
法
の
制
定
と
連
続
説
・
没
落
説

一
九
四
七
年
―
―
一
月
に
、

四
つ
の
連
合
諸
国
の
外
相
会
議
が
ロ
ン
ド
ソ
で
開
催
さ
れ
た
と
き
、

ャ
ル
プ
ラ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
ヘ
の
経
済
的
編
入
に
対
す
る
、
お
よ
び
、
西
側
ド
イ
ツ
を
建
国
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
つ
の
西
側
地
域
を
政

(IOI) 

治
的
に
統
合
す
る
た
め
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
と
っ
た
。

「
自
由
な
国
民
の
共
同
体
へ
と
民
主
主
義
ド
イ
ツ
が
参
加
す
る
た
め
の
基
礎
を
作
る
」
西
側
の
計
画
に
集
中
し
て
論
議
さ
れ
た
。

一
九
四
八
年
中
頃
に
な
っ
て
、
三
つ
の
西
側
占
領
地
域
に
西
側
の
国
家
を
つ
く
る
こ
と
が
最
終
的
に
決
定
さ
れ
、

に
、
西
側
地
域
の
三
人
の
首
相
は
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
、
軍
政
長
官
か
ら
三
つ
の
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
憲
章
を
手
渡
さ
れ
、
こ

(lol) 

の
憲
章
に
記
さ
れ
た
原
則
に
従
っ
て
、
西
側
国
家
の
た
め
の
憲
法
制
定
作
業
を
進
行
さ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
要
請
が
付
さ
れ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
国
家
の
存
続
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
ま
ず
、
誰
が
西
側
国
家
を
建
国
す
る
に
適
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
風
発
し
た
。

F
D
P
の
政
治
家
フ
ラ
ン
ツ
・
プ
リ
ュ
ヒ
ャ
ー

(
F
r
a
n
z
B
l
u
c
h
e
r
)
 
は
、
そ
の
会
議
の
提
案
が
知
ら
さ
れ
た
直
後
、

(103) 

各
ラ
ン
ト
の
首
相
に
憲
法
制
定
作
業
の
準
備
を
委
託
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
、
不
快
の
念
を
露
に
し
た
。

諸
ラ
ン
ト
を
唯
一
の
現
存
す
る
法
主
体
と
み
な
し
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

と
か
ら
、
連
合
国
は
、

明
ら
か
に
、

1
0九

連
合
国
が
ド
イ
ツ
と
い
う

ャ
ー
ま
、', 

プ
リ
ュ
ヒ

そ
の
こ

ロ
ソ
ド
ン
会
議
が
、

一
九
四
八
年
七
月
一
日

議
で
は
、

一
九
四
八
年
二
月
末
に
、

ロ
ン
ド
ン
で
始
ま
っ
た
ド
イ
ツ
を
め
ぐ
る
六
カ
国
会

(9) 
は
、
社
会
民
主
党
も
、
連
続
説
を
承
認
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
西
側
ド
イ
ツ
の
マ
ー
シ

そ
れ
に
よ
っ
て
、

(101 ＝七）

一
九
四
八
年
と
い
う
決
定
的
な
年
に

一
九
四
七
年
の
前
半
期
に
は
、



置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

法
主
体
の
存
続
を
強
調
す
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
法
見
解
を
放
棄
し
た
と
い
う
結
論
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
リ
ュ
ヒ
ャ
ー
の
推
論

憲
法
総
会

(
Ve
r
f
a
s
s
u
n
g
s
k
o
n
 vent) 
に
ま
で
対
立
を
も
た
ら
し
た
。

エ
ル
ン
は
、
初
め
か
ら
、
帝
国
は
没
落
し
た
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
た
。

し
て
い
刷
。
従
っ
て
、
憲
法
制
定
会
議
に
お
い
て
も
バ
イ
ニ
ル
ン
政
府
の
代
表
は
、
諸
ラ
ン
ト
が
ド
イ
ツ
の
国
家
権
力
の
唯
一
の
担
い
手

と
し
て
、
西
側
国
家
を
建
国
す
る
権
限
を
も
つ
と
い
う
立
場
に
立
脚
し
た
。
バ
イ
ニ
ル
ン
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
部
分
国
家
の
樹
立

は
、
理
論
的
に
も
政
治
的
に
も
全
く
問
題
が
な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
諸
ラ
ソ
ト
の
代
表
は
、
こ
れ
に
連
続
説
を
も
っ
て
対
抗
し
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
は
、
国
家
と
し
て
も
は
や
樹
立
し
え
な
い
、
新
た
に
組
織
化
さ
れ
う
る
だ
け
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
見
解
は
、
従

来
も
確
か
に
見
え
隠
れ
し
て
い
た
が
、
連
合
国
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
説
の
定
式
化
に
お
い
て
は
、
決
し
て
前
景
に
は
現
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
今
や
、
西
側
列
強
の
委
託
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
る
べ
き
構
成
物
の
樹
立
行
為
の
国
家
論
的
正
統
化
を
め
ぐ
る
論
争
の
中
心
に
位

一
九
四
八
年
九
月
一
日
か
ら
一
九
四
九
年
五
月
八
日
ま
で
の
憲
法
制
定
会
議

(
P
a
r
l
a
m
e
n
t
a
r
i
s
c
h
e
r
R
a
t
)
に
お
い
て
も
、
ま
ず
、
新

(105) 

国
家
の
設
立
の
た
め
の
憲
法
論
上
の
正
統
化
が
改
め
て
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
。
バ
イ
ニ
ル
ン
は
、
諸
ラ
ン
ト
が
国
家
創
設
の
担
い
手
で

あ
る
と
し
た
独
自
の
憲
法
草
案
を
ボ
ン
に
提
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
多
数
の
ラ
ン
ト
は
、
す
で
に
憲
法
制
定
会
議
で
の

立
場
を
援
用
し
、
原
則
委
員
会
で
第
五
号
に
お
い
て
明
白
に
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。

「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
や
、

そ
も
そ
も
一
九
四
五

年
以
前
の
ド
イ
ツ
帝
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、
国
家
権
力
や
領
土
に
関
す
る
新
し
い
連
邦
国
家
の
連
続
性
」
は
、
前
文
の
た
め
の
編
纂
委

(IOo) 

員
会
に
指
針
と
し
て
前
提
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
や
、
創
設
の
正
統
化
に
関
し
て
バ
イ
ニ
ル
ン
の
立
場
を
退
け
る
と
い
う
以

上
の
も
の
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
初
め
か
ら
、
従
来
は
理
論
的
に
の
み
議
論
さ
れ
て
い
た
法
的
立
場
が
、
憲
法
上
拘
束

は
、
必
然
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

関
法
第
四
〇
巻
第
六
号

一
九
四
六
年
ご
一
月
の
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
も
そ
こ
か
ら
出
発

―1
0
 
(
1
0三
八
）

ハ
イ



分
的
組
織
だ
と
捉
え
る
説
（
部
分
秩
序
説

T
e
i
l
o
r
d
n
u
n
g
s
l
e
h
r
e
)
」

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

て
、
両
ド
イ
ツ
が
存
続
す
る
「
ラ
イ
ヒ
の
屋
根
」

数
説
で
あ
っ
た
連
続
説
に
も
、
こ
の
現
象
に
対
す
る
説
明
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
、
二
つ
の
ド
イ
ツ
の
存
在
を
前
提
に
し

前
述
の
よ
う
に
、

り
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

イ
ツ
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
支
持
者
を
み
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
も
と
よ
り
、

(108) 

で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
前
提
が
な
く
な
っ
た
か
ら
」
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
ド
イ
ツ
国
民
が
終
戦
後
三
年
目
に

(109) 

入
っ
て
ま
だ
国
際
法
的
に
真
空
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
も
は
や
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
」
だ
と
い
う
の
が
、

一
九
四
九
年
に
、
連
邦
共
和
国
と
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
と
い
う
二
つ
の
ド
イ
ツ
国
家
が
建
国
さ
れ
る
と
、
圧
倒
的
多

さ
て
、

⑩
 

く
、
新
た
な
方
向
と
機
能
を
得
た
の
で
あ
る
。

一
般
的
雰
囲
気
に
な

「
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
が
克
服
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
『
誤
り
』

力
を
も
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
歩
前
進
に
よ
っ
て
、
連
続
説
は
、
新
た
な
法
的
性
質
を
獲
得
し
た
だ
け
で
は
な

つ
ま
り
、
創
設
さ
れ
る
べ
き
部
分
国
家
の
過
去
の
全
ド
イ
ツ
国
家
に
対
す
る
連
続
性
は
、

一
般
的
に
、
基
本
法
の
国
家
論
的
基
礎
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
国
家
的
統
一
の
再
樹
立
に
対
す
る
ド
イ
ツ
人
の
、
こ
の
理
念
に
初
め
か
ら

結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
願
い
が
、
憲
法
上
の
拘
束
力
を
も
つ
要
請
へ
と
転
じ
た
の
で
あ
る
。
カ
ル
ロ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
論
争
の
最
後
に
、

憲
法
制
定
会
議
に
お
け
る
主
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
ラ
イ
ヒ
の
存
続
が
表
現
さ
れ
て
い
る
前
文
は
、

の
み
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
基
本
法
の
性
格
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
含
ん
で
い
る
も
の
だ
と
説
明
し

(107) 

た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
九
年
以
降
の
学
説
の
検
討

一
九
四
九
年
ま
で
に
す
で
に
、

レ
ト
リ
ッ
ク
上
の
序
文
と
し
て

ケ
ル
ゼ
ン
流
の
没
落
説
は
、
以
上
で
検
討
し
た
よ
う
な
政
治
的
・
外
交
政
策
的
理
由
か
ら
、
ド

(
R
e
i
c
h
s
d
a
c
h
)
の
下
で
の
国
法
上
の
「
暫
定
的
制
度
(
P
r
o
v
i
s
o
r
i
e
n
)

と
し
て
の
部

が
唱
え
ら
れ
た
が
、
冷
戦
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
ド
イ

(
1
0三
九
）



の
み
が
没
落
説
で
あ
り
、
あ
と
は
連
続
説
で
あ
る
。

⑪
 

キ
ル
ン
は
、

る
べ
き
で
あ
る
が
、
た
だ
東
ド
イ
ツ
は
、

不
法
な
、

東
ド
イ
ツ

こ、＇ 

一
九
五
一
一
年
に
、

(
Z
 we
i
-
S
t
a
a
e
n
-T
h
e
o
r
i
e
)

を
採
る
に
い
た
り
、
ま
た
、

「
国
家
中
核
説
」

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
で
も
、

通
諒
は
、

(llo) 

た
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
連
邦
共
和
国
は
、
国
家
と
し
て
は
ド
イ
ツ
帝
国
と
同
一
で
あ
り
、

の
亜
種
と
し
て
の
同
一
説

(Identitiitstheorie)

そ
の
領
土
は
、
全
ド
イ
ツ
と
捉
え
ら
れ

準
「
反
乱
的
な
」
政
権
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

(
1
0四
0
)

す
で
に
一
九
五

0
年

を
採
用
す
る
に
至
っ

こ
の
説
に
よ
る
と
、

を
国
際
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
新
形
態
と
し
て
の
連
邦
共
和
国
に
対
す
る
非
友
好
的
行
為
と
見
な
さ
れ
る
と
い
う
効
果(lll) 

を
も
つ
。
こ
の
説
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
一
九
五
九
年
に
マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ビ
バ
ー
シ
ュ
ク
イ
ン
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。

一
九
七
四
年
の
論
文
の
中
で
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
は
国
法
上
の
権
利
主
体
と
し
て
は
、
二
つ
の
ド
イ
ツ
の
展
開
に
よ
っ
て
も
は

や
存
在
し
な
い
が
、
国
際
法
上
の
主
体
と
し
て
は
存
続
す
る
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
と
の
国
法
上
の
連
続
性
を
も
ち
、

(112) 

国
際
法
上
も
同
一
で
あ
る
が
、
東
ド
イ
ツ
と
同
じ
く
「
部
分
的
に
同
一
」
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
説
を
展
開
し
て
い
る
。

一
九
七

0
年
段
階
で
の
ド
イ
ッ
法
状
態
モ
デ
ル

（旧）

全
部
で
四
つ
の
モ
デ
ル
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
は
、
大
き
く
、
没
落
説
と
連
続
説
に
分
け
ら
れ
る
が
、
次
の
第
一
説

こ
の
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
減
亡
し
た
ド
イ
ツ
帝
国
の
領
土
に
は
、
二
つ
の

①
二
つ
の
国
家
モ
デ
ル

(
Z
w
e
i
-
S
t
a
a
t
e
nー
M
o
d
e
l
l
e
)

(Ill) 

新
し
い
国
家
が
成
立
し
た
。
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
で
あ
る
。
両
国
は
そ
れ
ぞ
れ
ド
イ
ツ
帝
国
の
後
継
者
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
両
国
家
は
、
二
つ
の
独
立
の
、
相
互
に
独
立
の
国
際
法
の
主
体
の
よ

(115) 

う
に
対
立
す
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
五

0
年
代
中
頃
か
ら
の
東
ド
イ
ツ
の
理
論
で
あ
り
実
務
で
あ
る
。

(
S
t
a
a
t
s
k
e
r
n
-
T
h
e
o
r
i
e
)
 

い
う
「
二
つ
の
国
家
説
」

ま、

ツ

i

ド
イ
ツ
帝
国
は
一
九
四
九
年
に
没
落
し
、

そ
の
後
、
そ
の
領
土
に
二
つ
の
独
立
の
後
継
国
家
が
存
立
し
た
と

関
法
第
四
0
巻
第
六
号



と
も
二
つ
の
新
し
い
部
分
秩
序
、
二
つ
の
独
立
の
ド
イ
ツ
国
家
が
成
立
し
た
と
す
る
。
両
国
家
と
も
に
ド
イ
ツ
帝
国
と
は
同
一
で
は
な
い
。

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

④
屋
根
理
論

(
D
a
c
h
t
h
e
o
r
i
e
)

ゼ
は
、
学
問
的
に
は
散
発
的
に
主
張
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

自
己
同
一
説
の
変
形
と
し
て
の
国
家
中
核
説

(
S
t
a
a
t
s
k
e
r
n
m
o
d
e
l
l
e
)
が、

み
な
ら
ず
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
で
も
あ
り
、
連
邦
政
府
の
〔
東
〕
ド
イ
ッ
対
策
・
外
交
を
も
決
定
し
て
き
た
が
、
縮
減
的
国
家
テ
ー

こ
の
理
論
の
出
発
点
も
、
部
分
秩
序
モ
デ
ル
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
帝
国
の
元
の
領
域
の
上
に
少
な
く

と
は
一
致
す
る
し

を
占
め
る
の
は
連
邦
共
和
国
で
あ
る
（
国
家
中
核
説
）
。

一
九
六
九
年
ま
で
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
学
問
的
議
論
の

③
無
制
限
自
己
同
一
説

(
u
n
e
i
n
g
e
s
c
h
r
a
n
k
t
e
Identitatstheorie) 

(116) 

己
同
一
で
あ
る
。
し
か
も
、
連
邦
共
和
国
が
ド
イ
ツ
国
家
を
国
境
に
つ
い
て
も
国
民
に
つ
い
て
も
具
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
と
く
に
、
連
邦
共
和
国
の
領
土
が
今
日
の
基
本
法
の
妥
当
範
囲
を
越
え
て
及
ぶ
の
で
あ
り
、
従
っ
て
ベ
ル
リ
ン
も
ド
イ
ツ
民
主
共
和

国
も
こ
の
領
土
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
し
確
か
に
、
連
邦
共
和
国
の
国
家
機
関
は
、
事
実
的
理
由
か
ら
、
ま
た
一
般
的
国
際
法
が
連
邦
共

和
国
に
一
定
の
制
限
を
課
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
内
部
ド
イ
ツ
の
国
境
を
越
え
て
は
高
権
は
行
使
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
状
態
は
、

ド
イ
ツ
帝
国
と
い
う
名
称
を
も
っ
た
存
続
し
続
け
る
統
一
の
国
家
と
し
て
の
観
念
を
何
ら
変
更
す
る
わ
け
で
は
な
い
3

こ
の
国
家
の
中
核

③
縮
減
的
国
家
テ
ー
ゼ

(
S
c
h
r
u
m
p
f
s
t
a
a
t
s
t
h
e
s
e
)

(117) 

こ
れ
は
、
自
己
同
一
説
の
第
二
変
形
類
型
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
ゼ
に
よ
れ
ば
、

連
邦
共
和
国
は
、
確
か
に
ド
イ
ツ
帝
国
と
同
一
で
は
あ
る
が
、
存
続
す
る
ド
イ
ツ
帝
国
は
、
そ
の
領
土
と
い
う
構
成
要
素
に
関
し
て
も
、

そ
の
国
民
に
関
し
て
も
、
連
邦
共
和
国
と
西
ペ
ル
リ
ン
に
「
縮
減
」
し
て
い
る
。
か
く
し
て
東
ド
イ
ツ
は
、
連
邦
共
和
国
の
外
に
あ
る
だ

け
で
は
な
く
、
基
本
法
の
妥
当
領
域
に
縮
減
し
た
ド
イ
ツ
帝
国
の
外
に
あ
る
の
で
も
あ
る
3

基
本
法
の
妥
当
領
域
と
連
邦
共
和
国
の
領
土

J

の
説
に
よ
れ
ば
、

~ 
(
1
0四
一
）

連
邦
共
和
国
は
、

ド
イ
ツ
帝
国
と
自



屋
根
理
論
は
、
二
つ
の
国
家
モ
デ
ル
と
は
、
こ
の
理
論
が
ド
イ
ツ
帝
国
と
の
自
己
同
一
性
は
認
め
な
い
が
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
連
続
性
は
固

持
す
る
点
で
区
別
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
行
為
能
力
は
な
い
が
存
続
す
る
ド
イ
ツ
帝
国
は
、
そ
の
元
の
領
土
の
上
に
存
在
す
る
部
分
秩
序
の

(llS) 

上
に
被
さ
り
、
そ
れ
ら
を
少
な
く
と
も
国
家
法
類
似
の
団
体
へ
と
統
括
す
る
屋
根
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
「
二
つ
の
国
家
モ
デ
ル
」
が
前
提
に
す
る
帝
国
没
落
説
は
、
連
邦
共
和
国
の
憲
法
（
基
本
法
）
と
矛
盾
す
る
。
基
本
法
は
、
ド

(119) 

イ
ツ
帝
国
の
存
続
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
が
繰
り
返
し
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
家
中
核

説
に
対
し
て
は
、
国
際
法
に
お
け
る
そ
の
基
礎
に
法
的
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
両
ド
イ
ツ
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
連
邦
共
和
国
と
ド
イ

ツ
民
主
共
和
国
の
基
本
条
約
が
規
定
し
て
い
る
。
条
約
の
第
三
条
に
よ
れ
ば
、
条
約
当
事
国
は
、

「
両
国
の
い
ず
れ
も
他
方
を
国
際
的
に
代
表
し
、
そ
の
名
称
で
行
為
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
す
る
。
さ
ら
に
第
六
条
で
は
、
両
条
約
当
事
国
は
、
相
互
関
係
の
基
盤
と
し
て
、

定
さ
れ
る
」
と
い
う
原
則
を
確
認
し
て
い
る
。
東
ド
イ
ツ
に
国
家
性
を
否
認
し
、
ド
イ
ツ
帝
国
と
同
一
の
連
邦
共
和
国
の
領
土
の
上
に
存

在
す
る
政
権
と
性
格
づ
け
る
こ
と
は
、
基
本
条
約
に
お
い
て
は
っ
き
り
と
承
認
さ
れ
た
国
際
法
上
の
状
況
と
も
は
や
適
合
し
な
い
。

国
法
学
上
の
議
論

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
存
続
の
問
題
は
、
む
し
ろ
、
国
際
法
上
の
議
論
で
あ
り
、

と
し
て
の
「
国
家
の
存
続
」
の
問
題
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

(120) 

そ
れ
で
は
、
国
法
学
上
の
議
論
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
以
来
の
古
典
的
な
国
家
概
念
は
、
国
家
の
存
立
に
は
、
領
土
、

国
民
、
国
家
権
力
の
三
要
素
を
必
要
と
す
る
見
解
(
-
―
一
要
素
説
）
で
あ
る
が
、
無
条
件
降
伏
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
憲
法
が
壊
減
し
、

「
国
家
権
力
」
は
消
減
し
た
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
終
戦
直
後
の
学
説
は
、

⑫
 

尊
重
」
の
義
務
を
負
う
。
第
四
条
に
よ
れ
ば
、

関
法
第
四
〇
巻
第
六
号

「
国
家
権
力
」
に
代
え
て
「
再
組
織
化
へ
の

ナ
チ
ス
法
体
系
の
存
続
の
前
提

「
両
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
高
権
は
そ
の
領
土
に
限

「
そ
の
領
土
の
不
可
侵
性
の
無
制
約
の

―
―
四

(
1
0四
二
）



的
に
は
、
憲
法
体
制
の
変
革
は
、
こ
こ
で
も
、

―
―
五

「
法
思
考
」
の
転
換
と
い
う
レ
ヴ
ェ

⑬
 

憲
法
政
治
的
意
思
」
が
あ
れ
ば
よ
い
と
す
る
。

明
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
と
す
る
見
解
を
唱
え
た
。
例
え
ば
、
ク
レ
ー
ヴ
ェ
は
、

降
伏
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
必
然
的
に
生
じ
る
暫
定
的
な
無
政
府
状
態
の
よ
う
に
、
憲
法
の
な
い
国
家
が
存
在
す
る
可
能
性
を
認
め
る
こ
と

は
法
的
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
と
行
為
能
力
の
あ
る
国
民
の
機
関
の
な
い
国
家
は
、
暫
定
的
に

の
み
、
ま
た
、
国
家
の
統
一
に
対
す
る
意
思
が
生
き
残
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ネ
ル
ギ
ー
が
正
常
な
憲
法
状
態
の
再
建
に
向
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
前
提
で
の
み
、
受
忍
さ
れ
う
糾
」
と
す
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
ド
イ
ツ
の
成
立
に
よ
っ
て
、

続
行
に
は
、
再
組
織
化
さ
れ
る
国
家
権
力
で
は
な
く
、
「
法
的
に
未
形
成
な
実
体
」

(rechtlich
u
n
g
e
f
o
r
m
i
e
r
t
e
 S
u
b
s
t
a
n
z
e
n
)
で
十

(122)

（

123) 

分
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
唱
え
ら
れ
た
。
こ
の
国
法
上
の
連
続
説
は
、
戦
後
の
自
然
法
論
議
と
近
似
す
る
。

憲
法
体
制
の
実
質
上
の
変
革

こ
の
法
思
考
の
転
換
は
、

「
主
と
し
て
、

つ
ま
り
、
国
法
上
の
連
続
に
は
、
当
該
の
国
民
の
間
で
過
渡
的
に
憲
法
生
活
の
続
行
が
表

以
上
の
よ
う
な
国
法
上
の
「
国
家
」
連
続
論
が
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

ナ
チ
ス
の
憲
法
体
制
の
連
邦
共
和
国
へ
の
実
質
的
連
続
性
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
る
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、

ナ
チ
ス
の
法
体
制
を
妥
当
せ
し
め
て
い
た
憲
法
体
制
は
、
実
質
上
、
崩
壊
し

た
と
い
う
ぺ
き
で
あ
る
か
ら
、
実
質
的
意
味
に
お
け
る
「
憲
法
の
非
連
続
性
」
は
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
具
体

一
九
一
―
―
―
―
一
年
の
ナ
チ
ス
「
革
命
」
の
と
き
と
同
様
、

一
九
四
九
年
以
降
は
、
国
家
の

ル
で
、
現
実
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
キ
ル
ソ
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
逆
の
側
面
か
ら
次
の
よ
う
に
言
う
。

っ
て
法
律
学
が
ナ
チ
ス
の
憲
法
体
制
に
内
在
す
る
法
思
考
か
ら
い
か
に
し
て
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
」
と
。

キ
ル
ン
に
よ
る
と
、
法
治
国
家
的
法
概
念
の
み
の
連
続
と
い
う
観
点
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
彼
は
、
言
う
。

ナ
チ
ス
時
代
の
法
の
連
邦
共
和
国
の
法
へ
の
移
行
は
、
ド
イ
ツ
の
世
論
と
法
学
が
、

「
ナ
チ
ス
国
家
の
崩
壊
に
よ

一
九
四
五
年
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、

(
1
0四一―-)

「
あ
ら
ゆ
る
革
命
や
あ
る
国
家
の
全
面
的
な
戦
争
に
よ
る



(39) 

れ
、
第
一
―
号
に
よ
っ
て
、
も
う
一
度
、
さ
ら
に
一
四
の
法
律
と
命
令
が
こ
れ
に
加
え
ら
れ
た
。
布
告
第
一
一
一
号
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す

(121) 

「
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
時
代
に
政
治
的
ま
た
は
宗
教
的
理
由
か
ら
科
せ
ら
れ
た
刑
罰
は
、
取
り
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
さ
な
い
」
。

る。 規
」
全
体
の
放
棄
を
宜
言
す
る
一
―
―
つ
の
重
要
な
法
律
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
四
六
年
一
月
―
―

10日
の
管
理
理
事
会
法
第
一
―
号
、
お
よ
び
一
九
四
七
年
六
月
―

-
0日
の
管
理
理
事
会
布
告
第
三
号
が
そ
れ
で
あ
る
。

管
理
理
事
会
法
第
一
号
に
よ
っ
て
、
政
治
的
性
質
を
も
っ
二
五
の
法
律
、

こ
れ
に
関
す
る
文
献
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
入
手
し
た
も
の
を
挙
げ
て
お
く
と
、
vgl.
A
d
o
l
f
 A
r
n
d
t
,
 D
e
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
 S
t
a
a
t
 als R
e
c
h
t
s
 ,
 

の
緊
急
時
裁
判
所
、
特
別
裁
判
所
の
廃
止
」

合
理
的
ー
法
治
国
家
的
法
概
念
に
立
ち
戻
り
、
こ
の
概
念
を
、
暗
黙
の
う
ち
に
第
三
帝
国
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
法
言
朋
の
基
礎
と
し

(121) 

た
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
さ
せ
ら
れ
た
」
。

つ
ま
り
、
こ
の
合
理
的
・
法
治
国
家
的
な
法
概
念
の
み
が
、
法
で
あ
る
と
い
う
思
考
に
よ
っ
て
、

(115) 

体
制
と
ナ
チ
ス
法
の
ニ
ッ
セ
ン
ス
を
音
も
な
く
遡
及
的
に
除
去
し
た
」
の
で
あ
る
。

占
領
諸
国
の
非
ナ
チ
化
政
策
が
、
こ
れ
ら
の
法
の
革
新
の
重
要
な
動
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
管
理
理
事
会
法
が
次
々

に
発
せ
ら
れ
、

ナ
チ
ス
法
の
除
去
が
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
司
法
の
再
建
に
関
し
て
は
、

理
事
会
布
告
第
三
号
が
、
次
の
よ
う
な
前
文
を
付
し
て
、
発
せ
ら
れ
た
。

こ
と
に
よ
っ
て
、

ナ
チ
ス
の
裁
判
所
の
テ
ロ
体
制
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
民
主
主
義
、
文
明
化
お
よ
び
正
義
の
獲
得
に
基
礎
を
置

く
司
法
が
と
っ
て
代
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
理
理
事
会
は
、
司
法
の
再
建
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
原
則
を
宣
言
す
る
。
そ
の
原
則

は
、
ド
イ
ツ
全
土
に
妥
当
す
る
」
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
原
則
は
、
「
法
律
の
前
の
平
等
」

(126) 

「
裁
判
官
の
独
立
」
で
あ
る
。
ま
た
、
刑
法
の
領
域
に
お
い
て
は
、

関
法
第
四

0
巻
第
六
号

「
被
告
人
の
権
利
の
保
障
」

「
連
合
諸
国
に
よ
っ
て
ヒ
ト
ラ
ー
の
権
力
支
配
が
廃
止
さ
れ
た

(
1
0四
四
）

一
九
四
五
年
一

0
月
二

0
日
の
管
理

「
ヒ
ト
ラ
ー

ナ
チ
時
代
の
「
刑
罰
法

一
九
四
五
年
九
月
―

1
0
日
の
管
理
理
事
会
法
第
一
号
、

ま
た
は
ナ
チ
ス
体
制
が
依
拠
し
た
緊
急
事
態
法
が
失
効
さ
せ
ら

「
ド
イ
ツ
の
法
律
学
は
、

―
―
六

ナ
チ
ス
憲
法
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Laun, 
D
e
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Deutschlands, 

J
a
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r
b
u
c
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internationales 

u
n
d
 ausliind-

isches 
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Recht, 
1948, 
I, 
S. 
9
 ff.; 
Deeken, 
D
i
e
 G
r
e
n
z
e
n
 der Gel tung der 

H
a
a
g
e
r
 Landkriegsordnung, a. a. 

0., 
S. 

22; 
F. 
A. 
M
a
n
n
,
 T
h
e
 present 
legal 
status 
of 
G
e
r
m
a
n
y
,
 
a. 
a. 
0., 
S. 
27; 
E
b
e
r
h
a
r
d
 Menzel, D

e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
-
e
i
n
 K
o
n
d
o
-

mini u
m
 oder K
o
i
m
p
e
r
i
u
m
-
e
i
n
e
 Auseinandersetzung mit d

e
n
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h
e
s
e
n
 v
o
n
 Prof. 
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a. 
0., S. 
43 ff.; 
H
a
n
s
-Jiirg 

Bucking, 
D
e
r
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D
e
u
t
s
c
h
e
n
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 祇
以
択
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u
n
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P
r
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b
l
e
m
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g
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A
r
c
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i
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J
a
h
r
b
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c
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D
i
e
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481 ff.; 
W
i
l
h
e
l
m
 K
e
w
e
n
i
g
,
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schlands 
Rechtslage 

heute, 
E
u
r
o
p
a
-
A
r
c
h
i
v
 
1974, 
S. 
71 ff.; 
M
.
 
Kirn, 
Verfassungsumsturz 

oder 
Rechtskontinuitiit? 

1972; 
E. 
K
a
u
f
m
a
n
n
,
 Deutschlands Rechtslage unter 

der Besatzung, 1948; 
R. Stodter, Deutschlands Rechtslage, 1948; 
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c
h
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e
t
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g
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o
m
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e
u
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c
h
e
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n
a
c
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N
e
u
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l
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J
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B
V
e
r
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G
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S. 
15 ff. 
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B
V
e
r
f
G
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fur 
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e
u
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(
4
6
)
 

D
i
e
s
t
e
l
k
a
m
p
,
 a. a. 
0., 
S. 
1
8
4
.
 

(
4
7
)
 

D
i
e
s
t
e
l
k
a
m
p
,
 
a. a. 
0., 
S. 
1
8
4
.
 

(

4

8

)

戦
勝
国
の
政
府
の
法
的
意
思
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
ー
ス
テ
ル
カ
ン
プ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
み
が
、
当
初
か
ら
、
明
白
に
、
ド
イ
ツ
は
国
家

と
し
て
没
落
し
た
と
み
な
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ソ
ビ
ニ
ト
は
、
政
治
的
に
柔
軟
な
態
度
を
と
る
ペ

く
、
明
白
な
確
定
を
避
け
た
と
さ
れ
る
。

い
か
な
る
行
為
が
、
「
征
服
」

(subjugation)

に
対
す
る
戦
勝
国
の
意
思
の
確
認
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
五
年

五
月
七
日
八
日
の
降
伏
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諮
問
委
員
会
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
連
合
国
が
ド
イ
ツ
の
国
家
権
力
を
委
譲
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
治
的
降

伏
を
予
定
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
純
然
た
る
軍
事
的
性
格
を
も
っ
た
こ
と
は
、
今
日
、
争
い
が
な
い
。
一
九
四
五
年
五
月
二
三
日
の
デ
ー

ニ
ッ
ツ
政
権
の
拘
束
は
、
「
征
服
」
行
為
と
は
解
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
議
論
は
、
ペ
ル
リ
ン
に
お
い
て
四
巨
頭
が
「
最
高
の
権
力
」
を
継
受
し

た
と
し
た
一
九
四
五
年
六
月
五
日
の
宜
言
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。
連
続
説
の
主
唱
者
は
、
併
合
の
明
示
的
な
拒
否
を
読
み
取
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

非
連
続
説
の
主
唱
者
は
、
こ
の
宜
言
を
、
連
合
国
の
ド
イ
ツ
計
画
の
歴
史
的
・
政
治
的
関
係
の
中
で
、
壊
減
さ
せ
ら
れ
た
ド
イ
ツ
の
高
権
の
代
わ

り
に
一
方
的
な
宣
言
に
よ
っ
て
自
己
の
高
権
を
決
定
す
る
意
思
の
表
現
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

Vgl.
D
i
e
s
t
e
l
k
a
m
p
,
 
Z
f
N
R
G
 1
9
8
5
,
 
S. 1
8
4
 f・
 

(

4

9

)

 

H
a
n
s
 Kelsen, 
T
h
e
 international 
legal 
status 
of G
e
r
m
a
n
y
 to 
b
e
 establiushed 
imediately u
p
o
n
 
termination 
of 
war, 

T
h
e
 a
m
e
r
i
c
a
n
 J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 international 
L
a
w
 Vol. 3
8
 (
1
9
4
4
)
,
 

pp. 
6
8
9
-

6
9
4
.
 

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
立
『
芦
f‘

帥
R

絡
否
奴
笙
生
問
芦
趨
ア
メ
リ
カ

行
政
局
の
顧
問
を
し
て
い
た

(
V
g
l
•
D
i
e
s
t
e
l
k
a
m
p
,
 
N
£
N
R
G
 1
9
8
5
,
 
S. 
1
8
5
)
。

(

5

0

)

ケ
ル
ゼ
ン
に
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
ほ
か
に
、
次
の
論
稿
が
あ
る
。

H
a
n
s
Kelsen, 
T
h
e
 legal 
status 
of 
G
e
r
m
a
n
y
 
a
c
c
o
r
d
i
n
g
 

to 
the Declaration 
of Berlin, 
T
h
e
 a
m
e
r
i
c
a
n
 J
o
u
r
n
a
l
 
of international 
L
a
w
 Vol. 3
9
 (
1
9
4
5
)
,
 
pp. 5
1
8
 1
 52
6
.
 
-l'll・.rl
に
、
ケ
ル

ゼ
ン
は
、
一
九
四
七
年
―
一
月
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
の
直
前
に
(
-
九
四
七
年
八
月
二
七
日
付
け
の
「
G
e
r
m
a
n
P
e
a
c
e
 T
e
r
m
s
」
と
題
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
ク
イ
ム
ズ
の
一
九
四
七
年
九
月
七
日
号
に
公
刊
さ
れ
た
投
稿
に
お
い
て
）
ド
イ
ツ
と
の
平
和
形
成
の
問
題
に
つ
い
て
彼
の
立
場
か
ら

種
々
の
要
請
を
な
し
た
。
そ
の
後
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
さ
ら
に
別
の
論
稿
の
中
で
そ
れ
を
具
体
的
な
提
案
に
よ
っ
て
補
充
し
た

(
H
a
n
s
Kelsen, Is 

a
 p
e
a
c
e
 treaty 
w
i
t
h
 G
e
r
m
a
n
y
 legally 
possible 
a
n
d
 politically 
desirable, A
m
e
r
i
c
a
n
 Political S
c
i
e
n
c
e
 R
e
v
i
e
w
 Vol. X
L
I
 

N
o
.
 6
 
(
1
9
4
7
)
,
 
pp. 1
1
8
8
 ff. 

(

5

1

)

以
下
の
ケ
ル
ゼ
ン
説
の
解
説
に
は
、
注
(
4
9
)

お
よ
び
(
5
0
)

の
ケ
ル
ゼ
ン
の

A
m
e
r
i
c
a
n
J
o
u
r
n
a
l
に
お
け
る
論
稿
の
ほ
か
、
と
く
に
ケ
ル
ゼ
ン

関

法

第

四

0
巻
第
六
号

―
一
八

（一0四
六
）



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

―
―
九

説
に
つ
い
て
検
討
し
た
、

M
e
n
z
e
l
,
J
a
h
r
b
u
c
h
 
fur 
internationales 
u
n
d
 ausliindisches

呉
entl.
Recht, 1
9
8
4
,
 I
,
 

S. 
4
3
 ff. 
を
参
考

に
し
た
。

(
5
2
)
 

Kelsen, 
A
m
.
 J. 
of intern. 
L
a
w
,
 Vol. 3
9
.
 
p. 
5
1
9
.
 

(

5

3

)

 

Kelsen, 
A
m
.
 J. 
of intern. 
L
a
w
 ̀

 
Vol. 3
8
.
 
pp. 6
9
2
 f. 
混
合
占
領
の
法
的
地
位
と
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
領
土
が
そ
の
領
土
お

よ
び
そ
の
国
民
に
対
し
て
そ
の
主
権
を
行
使
し
す
る
二
つ
な
い
し
そ
れ
以
上
の
国
家
の
共
同
借
用

(joint
t
e
n
a
n
c
y
)
の
も
と
に
置
か
れ
る
と
い

う
事
実
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
」
も
の
で
あ
る

(p.
6
9
2
)
。

(

5

4

)

 

Kelsen, 
A
m
.
 J. 
of intern. 
L
a
w
,
 Vol. 3
8
.
 
p. 
6
9
3
.
 

一
九
四
四
年
論
文
の
末
尾
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
混
合
占
領
の
利
点
を
次
の
七
点
に

渡
っ
て
箇
条
書
き
に
し
て
い
る
。
①
ド
イ
ツ
の
基
本
的
政
治
的
再
構
成
お
よ
び
そ
の
領
土
の
必
要
な
変
更
に
つ
き
、
国
際
法
の
方
か
ら
は
何
ら
の

障
害
も
な
い
だ
ろ
う
。
国
家
の
行
為
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
将
校
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
戦
争
犯
罪
は
、
何
ら
か
の
ド
イ
ツ
国
民
の
政
府
の
同
意
を

得
て
訴
追
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
③
休
戦
条
約
ま
た
は
指
令
に
よ
る
乎
和
条
約
は
、
ド
イ
ツ
国
民
政
府
と
締
結
さ
れ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

③
サ
ボ
ク
ー
ジ
ュ
を
行
い
う
る
国
民
政
府
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。
④
そ
の
指
令
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
措
置
に
対
す
る
法
的
・
政
治
的
責
任
は
、

現
実
に
権
力
を
保
持
し
て
い
る
権
力
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
占
領
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
で
行
動
す
る
ド
イ
ツ
国
民
愧
儡

政
権
の
疑
似
的
な
責
任
は
、
黙
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
⑥
新
し
い
民
主
的
ド
イ
ッ
政
府
（
ま
た
は
何
ら
か
の
継
受
国
家
の
政
府
）
は
、
ド
イ
ツ
の

敗
北
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
政
治
状
況
に
対
す
る
政
治
的
責
任
を
負
わ
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
⑥
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
、
将
来
国
際
組
織
に
入

る
こ
と
を
許
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
新
し
い
民
主
的
ド
イ
ツ
（
ま
た
は
継
受
国
）
と
の
間
の
法
的
連
続
性
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
⑦
混
合
占

領
を
行
使
す
る
列
強
の
中
の
一
国
の
方
か
ら
領
土
を
一
方
的
に
処
分
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

(
5
5
)
 

D
i
e
s
t
e
l
k
a
m
p
,
 
J
u
S
 1
9
8
 0
 ,
 s. 
4
8
2
.
 
,,5J
ち
ろ
ん
、
占
領
諸
国
は
、
こ
の
見
解
を
維
持
し
続
け
る
に
つ
き
困
難
に
陥
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

(
5
6
)
 Vgl• 

D
i
e
s
t
e
l
k
a
m
p
,
 
Z
f
N
R
G
 1
9
8
5
,
 
S. 
1
8
5
,
 
A
m
.
 1
6
.
 
な
お
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法
律
家
裁
判
に
お
け
る
ケ
ル
ゼ
ン
説
へ
の
言
及
に
つ
い

て
は
、
第
三
章
二
節
④
（
次
号
）
を
参
照
せ
よ
。

(57) 
A
r
n
d
t
,
 
D
e
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
 Staat 
als 
R
e
c
h
t
s
p
r
o
b
l
e
m
,
 1
9
6
0
,
 
S. 
1. 

(

5

8

)

 Vgl• 

D
i
e
s
t
e
l
k
a
m
p
,
 
J
u
S
 1
9
8
0
,
 
S. 
4
8
2
.
 

(

5

9

)

前
掲
、
注
(
3
9
)

に
挙
げ
た

J
a
h
r
b
u
c
h
fiir 
intern. 
u. 
ausl. 
iiffentl. 
R
e
c
h
t
 1
9
4
8
,
 
S. 
9
 ff. 
の
諸
論
文
を
参
照
せ
よ
。

(
6
0
)
 

M
e
n
z
e
l
,
 J
a
h
r
b
u
c
h
 1
9
4
8
,
 
S. 
8
5
.
 

(
1
0四
七
）
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命」

(Griffith)

チ
化
計
画
の
理
論
的
基
本
構
想
と
し
て
強
調
し
た
し
非
ナ
チ
化
は
、

「
命
令
に
よ
る
革

(133) 

で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。

で
あ
り
、

-
1
 

と
こ
ろ
で
、

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
非
ナ
チ
化
手
続
は
、

「
洗
剤
証
明
書
」

(
P
e
r
s
i
l
s
c
h
e
i
n
e
)

さ
れ
て
、

非
ナ
チ
化
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

(
1
0五
二
）

と
同
様
に
、
あ
ま
り
よ
い
感
じ
を
与
え
な
い
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
両
者
と
も
に
、
「
力
づ
く
で
、
人
工
的
で
、
否
定
的
で
、
同
時
に
、
二
義

(128) 

的
で
、
将
来
と
社
会
の
展
望
に
欠
け
、
あ
ま
り
に
も
人
格
関
係
的
な
、
不
誠
実
な
香
り
の
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
文
章
で
書
き
出
し

一
九
四
六
年
三
月
五
日
の
「
ナ
チ
ズ
ム
と
軍
国
主
義
か
ら
の
解
放
の
た
め
の
法
律
」
施
行
以
後
、
ド
イ
ツ
人
の
手
で

「
個
々
の
ナ
チ
は
、
骨
の
髄
ま
で
着
色
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
褐
色
の
塗
料
の
中
で
洗
浄

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
白
い
チ
ョ
ッ
キ
を
着
て
社
会
に
送
り
返
さ
れ
酎
]
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
手
続
は
、
軍
政
府
で
は
、

「
白
色
塗
料
」

(
w
h
i
t
e
w
a
s
h
)

と
呼
ば
れ
、

処
分
た
る
「
人
的
粛
清
」

ド
イ
ツ
人
の
間
で
は
、
当
該
人
の
非
政
治
性
の
宣
誓
に
代
わ
る
証
明
書
と
い
う
意
味
で
、

(lao) 

と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
3

(
p
e
r
s
o
n
e
l
l
e
 
S
a
u
b
e
r
u
n
g
)
、

て
い
る
。
と
く
に
、

関
法
第
四
0
巻
第
六
号

本
来
、
非
ナ
チ
化
と
い
う
概
念
は
、
広
義
で
は
、

制
度
の
除
去
、
法
の
平
等
性
の
復
活
、
違
法
に
与
え
ら
れ
た
利
益
の
剣
奪
や
損
害
回
復
を
意
味
す
る
が
、
狭
義
で
は
、
人
に
向
け
ら
れ
た

(131) 

を
い
う
。
こ
の
ナ

つ
ま
り
ナ
チ
の
指
導
層
の
権
力
剥
奪

(
E
n
t
m
a
c
h
t
u
n
g
)

チ
・
エ
リ
ー
ト
を
政
界
・
官
界
・
財
界
か
ら
排
除
し
て
、
新
し
い
民
主
的
な
国
家
構
造
を
棚
立
す
る
た
め
に
行
わ
れ
よ
う
と
し
た
非
ナ
チ

化
手
続
が
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。
占
領
国
に
お
け
る
非
ナ
チ
化
手
続
が
、

の
も
と
で
、
ま
た
、
現
実
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
考
察
す
る
の
が
、
本
節
の
課
題
で
あ
る
。

一
般
的
に
、

(132) 

原
則
的
変
更
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
に
お
け
る
最
も
重
要
な
要
素
」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
』
大
抵
の
著
者
達
は
、

「
ド
イ
ツ
の
社
会
構
造
も
し
く
は
少
な
く
と
も
政
治
構
造
の

イ
マ
ン
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
、
第
三
帝
国
に
お
け
る
支
配
的
階
級
は
エ
リ
ー
ト
の
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
と
い
う
観
念
の
重
要
性
を
、
非
ナ

「
人
工
的
革
命
」

(
M
o
n
t
g
o
m
e
r
y
)

で
あ
り
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
革
命
に
近
似
す
る
「
指
導
部
の
交
代
」
(
D
o
r
n
)

―
二
四

ナ
チ
的
法
律
や
組
織
、

ど
の
よ
う
な
構
想

フ
ラ
ン
ツ
・
ノ



ト
ハ
ン
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
占
領
政
策
の
「
革
命
的
」
側
面
は
弧
立
さ
せ
て
見
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
権
力
政
治
・
経
済
政
策
的
利
害
関
係
の

非
ナ
チ
化
の
二
つ
の
基
本
構
想

戦
時
中
、
ナ
チ
ズ
ム
の
説
明
に
関
し
て
二
派
の
政
治
的
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。

は
な
い
。
彼
は
、

ひ
と
つ
は
、

つ
ね
に
、
攻
撃
者
に
別
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
を
好
む
種
族

(
b
r
e
e
d
)

(136) 

り
、
攻
撃
者
は
い
つ
も
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
の
で
あ
る
」
。
後
者
は
、
ナ
チ
ズ
ム
と
は
、

1

1

一五

ナ
チ
ズ
ム
は
、
政
治
的
ニ
リ
ー
ト
の
集
団

的
犯
罪
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
い
わ
ゆ
る
ア
ウ
ト
ロ
ー
・
セ
オ
リ
ー

(
o
u
t
l
a
w

t
h
e
o
r
i
e
)

を
採
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の

(m) 

理
論
に
よ
れ
ば
、
独
裁
的
指
導
者
グ
ル
ー
プ
と
「
対
抗
・
ニ
リ
ー
ト
」
に
区
別
さ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
的
な
国
務

(135) 

次
官
ロ
ー
バ
ー
ト
•
G

・
ヴ
ァ
ン
シ
ッ
ク
ー
ト
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
ヴ
ァ
ソ
シ
ッ
ク
ー
テ
ィ
ス
ト

(
V
a
n
s
1
t
t
a
r
t
i
s
t

プ
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
シ
ッ
ク
ー
ト
は
、
す
で
に
一
九
四
一
年
に
そ
の
展
開
を
次
の
よ
う
に
公
式
に
し
て
い
た
。

の
自
然
の
、

継
続
的
な
所
産
な
の
で
あ

ド
イ
ツ
人
の
独
特
な
性
格
の
帰
結
で
あ
り
、

特
殊
な
政
治
的
性
格
の
表
明
で
あ
る
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
シ
ッ
ク
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
対
独
戦
争
は
、

(131) 

み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
人
全
体
に
対
し
て
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
点
で
共
通
し
て
い
た
。

ナ
チ
ズ
ム
に
対
し
て
の

ア
ウ
ト
ロ
ー
・
セ
オ
リ
ー
は
、
基
本
的
に
、
ド
イ
ツ
国
内
の
抵
抗
グ
ル
ー
プ
の
見
解
に
似
て
お
り
、
主
要
戦
争
犯
罪
人
裁
判
で
は
、
そ

の
犯
罪
的
グ
ル
ー
プ
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
の
際
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ヴ
ァ
ン
シ
ッ
ク
ー
テ
ィ
ス
ト
の
見
解
は
、
戦
後
、

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
ニ
ヴ
ァ
ン
ゲ
ー
リ
ッ
シ
ュ
教
会
の
集
団
責
任
テ
ー
ゼ
の
表
明
な
ど
に
見
ら
れ
た
が
、
ま
た
、

(138) 

チ
化
手
続
の
厳
格
さ
を
支
え
る
テ
ー
ゼ
で
も
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
非
ナ

ア
メ
リ
カ
の
陸
軍
省
、
外
務
省
、
財
務
省
の
間
の
ド
イ
ツ
の
将
来
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
方
針
闘
争
に
も
、
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

(2) 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

文
脈
の
中
で
は
じ
め
て
評
価
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
1
0五一―-）

「
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
偶
然
で

の
グ
ル
ー



る
点
で
、

ら
い
は
、
世
界
の
完
全
に
新
し
い
秩
序
を
樹
立
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
戦
前
の
国
際
的
経
済
関
係
を
、

す
る
発
展
の
余
地
を
残
し
て
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
c

し
か
し
、
こ
の
た
め
に
は
こ
れ
を
阻
害
す
る
因
子
、

(139) 

ァ
シ
ス
ト
的
・
軍
事
主
義
的
指
導
部
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
説
の
提
唱
者
達
は
ナ
チ
ズ
ム
を
「
集
団
犯
罪
の
現
象
」

で
あ
る
と
解
釈
し
、

ワ
イ
マ
ー
ル
の
伝
統
た
る
＝
リ
ー
ト
と
一
般
国
民
大
衆
に
具
現
し
た
「
別
の
」
ド
イ
ツ
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
か

ら
出
発
し
た
。
ナ
チ
の
指
導
者
達
と
軍
国
主
義
者
達
の
「
犯
罪
的
特
権
階
級
」
に
、
法
治
国
的
訴
訟
原
則
に
も
と
づ
い
て
裁
判
が
な
さ
れ
、

ド
イ
ツ
の
上
流
階
層
が
「
纂
奪
者
的
」
要
素
か
ら
浄
化
さ
れ
る
と
、
そ
の
他
の
国
民
は
、
こ
の
み
せ
し
め
的
処
罰
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
う

る
e

こ
の
こ
と
を
ニ
ー
ト
ハ
ン
マ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

治
的
計
画
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

に
責
任
軽
減
す
る
ア
ウ
ト
ロ
ー
・
セ
オ
リ
ー
、
お
よ
び
、
独
裁
者
に
属
す
る
操
作
装
置
お
よ
び
テ
ロ
装
置
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
全
体

主
義
解
釈
、
な
ら
び
に
、
占
領
諸
国
が
自
ら
も
法
治
国
家
的
手
続
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
の
三
者
が
、

一
致
し
た
」
。

ら
ド
イ
ツ
を
浄
化
す
る
と
い
う
問
題
に
対
し
て
自
由
主
義
的
・
保
守
的
に
寄
与
す
る
も
の
だ
と
い
う
よ
う
に
、
あ
の
組
織
犯
罪
を
構
成
す

(IIo) 

ナ
チ
支
配
が
「
組
織
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
構
成
は
、
か
れ
ら
の
原
則
的
な
立
場
の
中
核
で
あ
っ
た
」
。
ド
イ
ツ
は
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
権
力
構
造
と
経
済
構
造
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、

あ
り
、
そ
の
社
会
構
造
を
深
く
侵
害
す
る
こ
と
な
し
に
、
西
側
に
お
い
て
政
治
的
に
統
合
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
a

な
お
、

(111) 

元
の
大
統
領
ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ー
バ
ー
は
、
こ
の
見
解
の
最
も
著
名
な
主
唱
者
で
あ
っ
た
。

っ
て
代
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
経
済
寡
占
者
層

(
F
i
n
a
n
z
o
l
i
g
a
r
c
h
i
e
)

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
著
し
く
拡
大

つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
の
フ

「
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
に
お
け
る
国
務
省
、
陸
軍
省
、
司
法
省
の
政

ナ
チ
指
導
者
を
犯
罪
的
特
権
階
級
と
し
て
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
他
の
国
民
を
相
対
的

フ
ァ
シ
ズ
ム
か

ソ
ビ
エ
ト
の
拡
張
的
傾
向
に
対
す
る
保
塁
と
し
て
維
持
さ
れ
る
べ
き
で

に
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
J

そ
の
ね

あ
っ
た
C

自
由
主
義
的
保
守
的
な
ア
ウ
ト
ロ
ー
・
セ
オ
リ
ー
の
提
唱
者
は
、
陸
軍
大
臣
の
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン

(
S
t
i
m
s
o
n
)

関
法
第
四
〇
巻
第
六
号

―
二
六

と
国
務
省
に
よ

(
-
0五
四
）



ー
・
セ
オ
リ
ー
が
、
政
府
内
に
お
い
て
そ
の
最
も
強
力
な
保
塁
を
、
外
交
・
軍
事
畑
に
、

対
し
、

そ
し
て
そ
の
政
治
的
指
導
機
関
に
も
っ
た
の
に

(112) 

ヴ
ァ
ン
シ
ッ
ク
ー
テ
ィ
ズ
ム
は
、
財
務
省
と
外
国
経
済
行
政
部
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
主
義
者
に
集
中
し
て
い
た
。
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
た
る
自
由
主
義
者
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
左
翼
の
こ
の
派
の
ト
ッ
プ
に
は
、
大
統
領
と
の
個
人
的
親
交
に
よ
っ
て
重
大
な
影
響
力

(113) 

を
も
っ
た
財
務
大
臣
の
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
が
い
た
。
ヴ
ァ
ン
シ
ッ
タ
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、

か
れ
ら
は
、

ド
イ
ツ
の
上
流
層
の
大
部
分
は
、
そ
の
ナ
チ
支
配
へ
の
関
与
の
ゆ
え
に
集
団
的
に
拘
留
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
重
要
な
ナ
チ

の
組
織
の
全
構
成
員
は
個
人
的
選
り
分
け
を
せ
ず
に
、
公
的
・
私
的
ボ
ス
ト
か
ら
追
放
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
は
、
必
然

(Ill) 

的
に
、
基
礎
と
な
っ
て
い
る
社
会
的
構
造
変
革
に
至
る
べ
き
綱
領
で
あ
っ
た
。
モ
ー
ゲ
ソ
ソ
ー
は
、
ド
イ
ツ
国
民
を
全
体
と
し
て
厳
し
く

罰
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
し

非
ナ
チ
化
問
題
に
お
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
り
、
他
の
占
領
地
域
に
対
し
て
先
鞭
を
つ
け
た
と
い
う
こ
と
が
で

し
た
の
だ
と
い
う
事
実
を
、
ド
イ
ツ
民
族
全
体
の
頭
に
た
た
き
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
す
で
に
戦
時
中
か
ら
、

に
お
け
る
害
悪
の
責
任
を
負
う
の
だ
と
す
る
傾
向
が
蔓
延
し
て
い
た
し
こ
の
よ
う
な
態
度
の
帰
結
が
、

ラ
ン
カ
会
議
に
お
い
て
高
調
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
「
無
条
件
降
伏
」
の
要
求
で
あ
っ
た
＞
こ
の
よ
う
な
態
度
に
も
と
づ
い
て
、
現
実
的
に
も

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

の
世
論
の
中
に
は
、
軍
国
主
義
、

ナ
チ
ズ
ム
で
は
な
く
、

た
大
統
領
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
が
決
定
し
た
し
そ
れ
に
よ
る
と
、

―
二
七

フ
ァ
シ
ズ
ム
を
ド
イ
ツ
の
固
有
の
も
の
と
み
な
し
た
。

「
全
ド
イ
ツ
国
民
が
近
代
の
文
明
化
の
法
則
に
反
す
る
非
情
な
反
逆
を
な

ア
メ
リ
カ

「
ド
イ
ツ
人
」
そ
の
も
の
が
、
攻
撃
戦
争
、
非
人
間
的
残
虐
行
為
お
よ
び
世
界

ル
ー
ズ
ペ
ル
ト
に
よ
っ
て
カ
サ
プ

(
1
0五
五
）

き
る
の
で
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
目
的
政
策
の
方
向
は
、

一
九
四
四
年
八
月
末
に
陸
軍
大
臣
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン

(
S
t
i
m
s
o
n
)
 
に
宛
て

⑱
ア
メ
リ
カ
の
非
ナ
チ
化
政
策
構
想

ヴ
ァ
ン
シ
ッ
ク
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
こ
の
独
裁
的
・
犯
罪
的
指
導
者
層
と
、

「
別
の
」
ド
イ
ツ
と
い
う
区
別
を
認
め
な
い
。

ア
ウ
ト
ロ



も
の
で
あ
る
が
、
実
際
上
は
、

反
ナ
チ
的
な
ド
イ
ツ
の
民
主
的
勢
力
か
ら
、

「
自
浄
」
の
可
能
性
を
奪
い
去
っ
た
。

私
的
企
業
の
重
要
な
ボ
ス
ト
か
ら
の
「
排
除
」
、

で
あ
る
。

個
人
の
粛
清
は
最
も
厳
し
く
実
行
さ
れ
た
。

一
九
四
五
年
四
月
1

一
六
日
に
は
、

J
C
S

(
統
合
参
謀
本
部

J
o
i
n
t
C
h
i
e
f
s
 o
f
 
S
t
a
f
f
)

指
令
一
〇
六
七
が
そ
の
最
終
的
な
形
態
で
ア
メ

リ
カ
軍
の
最
高
司
令
官
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
。
こ
の
指
令
の
中
に
は
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と

(115) 

並
ぶ
「
別
の
ド
イ
ツ
」
は
存
在
せ
ず
、
ド
イ
ツ
国
民
は
集
団
的
に
責
任
を
負
う
と
い
う
見
解
の
強
い
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
は
、

「
ド
イ
ツ
は
解
放
さ
れ
る
た
め
に
占
領
さ
れ
る
の
で
は
な
ぐ
、
今
ま
で
敵
国
で
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ

「
ド
イ
ツ
の
経
済
的
復
興
に
役
立
つ
よ
う
な
、
ま
た
は
ド
イ
ツ
の
経
済
を
維
持
す
る
目
的
を
も
つ
何
ら
の
処
置
を
と
っ
て

は
な
ら
な
」
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
指
令
は
、
非
ナ
チ
化
処
分
と
し
て
、

の
政
治
的
形
成
と
ヒ
ト
ラ
ー
政
府
の
基
礎
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
」
人
種
立
法
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
法
律
を
失
効
さ
せ
る
こ
と
、

チ
の
財
産
と
文
書
資
料
の
没
収
、
た
ん
に
名
目
的
に
の
み
党
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
の
で
は
な
く
ナ
チ
ズ
ム
と
軍
国
主
義
を
積
極
的
に

支
持
し
て
き
た
あ
ら
ゆ
る
ナ
チ
党
員
、
な
ら
び
に
連
合
国
の
目
的
に
敵
対
的
に
対
立
し
た
そ
の
他
の
人
々
の
、
公
職
、
お
よ
び
半
公
的
・

の
直
後
に
お
い
て
の
み
」
妥
当
す
る
と
さ
れ
、
そ
れ
以
降
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

生
活
の
再
建
」
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
指
令
は
、

は
、
現
実
に
も
重
大
な
効
果
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
措
置
は
、
戦
後
の
政
治
的
雰
囲
気
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
れ
は
、

さ
て
、
こ
の
J
C
S
の
指
令
は
、
以
上
の
よ
う
に
、

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
の
ヴ
ァ
ン
シ
ッ
ク
ー
テ
ィ
ス
ト
的
見
解
の
大
き
な
影
響
を
受
け
た

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
の
見
解
を
貫
徹
す
る
こ
と
も
、
他
方
で
、
迅
速
な
民
主
的
再
建
の
可
能
性
を
得
る
た
め
に
、

ツ
内
官
庁
は
、

関

法

第

四

0
巻
第
六
号

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
、

ナ
チ
組
織
の
解
体
を
掲
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

た
だ
、
こ
れ
に
は
、
留
保
も
あ
っ
た
。

「
ナ
チ
ズ
ム

つ
ま
り
、
そ
れ
は
「
ド
イ
ツ
の
敗
北

「
民
主
的
基
礎
に
も
と
づ
く
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
治
的

ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
の
決
定
的
な
指
針
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ

ー
ニ
八

(
1
0五
六
）

元
の
ナ



数
字
が
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

ぃ
各
占
領
地
域
に
お
け
る
非
ナ
チ
化
手
続
の
特
徴

ー
ニ
九

一
九
四
七
年
／
四
八
年
に
い
た
る
と
、

「
民
主

元
の
ナ
チ
に
関
す
る
公
的
生
活
の
迅
速
な
、
あ
ま
り
面
倒
な
手
続
な
し
に
行
わ
れ
る
浄
化
を
望
む
ハ
ル

(
H
u
l
l
)

や
ス
テ
ィ
ム
ソ
ソ
に
よ（旧）

っ
て
唱
え
ら
れ
た
見
解
を
貫
徹
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
対
立
す
る
両
派
の
見
解
の
妥
協
の
産
物
で
あ
る
。

こ
の
妥
協
に
至
っ
た
原
因
は
、
大
統
領
の
外
交
政
策
的
決
断
力
の
脆
弱
さ
と
、
す
で
に
ド
イ
ツ
に
進
軍
し
て
い
た
軍
に
明
確
な
指
令
を
与

え
る
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
指
令
が
、
占
領
初
期
に
の
み
妥
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

化
さ
れ
た
」
ド
イ
ツ
の
国
際
政
治
へ
の
再
編
入
を
排
除
し
て
い
な
い
と
す
る
一
方
、
非
ナ
チ
化
計
画
の
範
囲
内
で
は
、
ド
イ
ツ
の
上
流
階

層
の
で
き
る
だ
け
広
い
部
分
と
中
間
階
層
の
部
分
を
公
的
生
活
に
お
け
る
指
導
的
地
位
に
つ
い
て
資
格
な
き
も
の
と
し
、
同
時
に
責
任
を

負
わ
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
そ
の
中
心
が
あ
る
拡
大
的
な
浄
化
綱
領
で
あ
る
点
に
現
れ
て
い
る
。

非
ナ
チ
化
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
占
領
地
域
に
お
い
て
大
量
逮
捕
と
い
う
形
で
始
ま
っ
た
。
次
頁
の
表
に
掲
げ
た
よ
う
な

と
こ
ろ
で
、
評
決
裁
判
所
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
た
の
は
、
当
初
、
そ
の
膨
大
な
裁
判
の
量
に
鑑
み
て
、
比
較
的
簡
単
な
事
件
の
み
に

限
ら
れ
、
悪
名
高
い
ナ
チ
ス
ト
に
か
か
わ
る
複
雑
な
手
続
は
取
り
扱
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

(117) 

連
合
国
の
非
ナ
チ
化
手
続
は
緩
和
の
方
向
に
歩
み
始
め
た
。
そ
の
結
果
、

「
小
者
は
捕
ま
る
が
、
大
者
は
逃
が
さ
れ
る
」
と
い
う
言
葉
が

当
時
の
流
行
語
と
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
も
、
占
領
国
に
よ
っ
て
そ
の
扱
い
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
。
と
く
に
ア
メ
リ
カ
占
領

地
域
で
は
、
非
ナ
チ
化
手
続
は
極
め
て
厳
格
で
あ
っ
た
。
集
団
責
任
論
に
依
拠
し
て
、
ド
イ
ツ
人
は
す
べ
て
「
ナ
チ
化
」
さ
れ
て
い
る
と

い
う
評
価
か
ら
出
発
さ
れ
た
。
こ
れ
が
何
百
万
と
い
う
非
ナ
チ
化
手
続
に
つ
な
が
っ
た
。
戦
勝
国
の
非
ナ
チ
化
手
続
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連

(118) 

合
国
の
歴
史
的
政
治
的
伝
統
や
価
値
観
を
反
映
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
は
、
非
ナ
チ
化
の
目
的
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
社
会
的
基
盤

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

(
1
0五
七
）



1947年1月1日までに
拘禁された者

1947年 1月1日までに
再釈放された者

イギリス占領地域

アメリカ占領地域

フランス占領地域

ソビニト占領地域

64,500 

95,250 

18,963 

67,179 

34,000 

44,244 

8,040 

8,214 

* Erdmann, Das Ende des Reiches, S. 114. 

関

法

第

四

0
巻
第
六
号

務
省
の
公
式
文
書
は
、
次
の
よ
う
に
確
認
し
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
に
関
す
る
統
治
の
主
要
目
的
は
、

(5) 
カ
の
実
務
に
依
存
し
て
い
た
。

チ
ス
ト
達
が
、
共
産
党
や
社
会
主
義
統
一
党
の
中
で
、

「
民
主
主
義
的
再
出
発
」
に
向
か
っ
て
統
合

の
壊
滅
と
を
結
び
つ
け
て
考
え
た
。
そ
の
結
果
、

の
よ
う
な
所
有
秩
序
へ
転
換
に
、
今
日
ま
で
、

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

占
領
地
域
に
お
い
て
は
、

―――
10 

ソ
ビ
ニ
ト
占
領
地
域
で
は
、
大
量
の
個
人
的
贖
罪

に
代
わ
っ
て
、
大
土
地
所
有
や
大
企
業
財
産
の
没
収
な
ど
の
構
造
改
革
が
行
わ
れ
た
。
従
っ
て
、
こ

ソ
ビ
エ
ト
占
領
地
域
に
お
け
る
非
ナ
チ
化
の
成
功
神

話
は
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
個
人
責
任
の
追
及
は
少
な
か
っ
た
。
大
量
の
ナ

フ
ラ
ン
ス
占
領
地
域
に
お
い
て
は
、
非
ナ
チ
化
の
目
的
の
重
点
は
、

ラ
イ
ヒ
の
中
央
分
権
化
に
置
か
れ
た
。
か
く
し
て
個
人
責
任
の
追
及
は
後
退
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス

イ
ギ
リ
ス
の
非
ナ
チ
化
目
的
を
挙
げ
る
の
は
容
易
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る

が
、
英
国
で
は
ド
イ
ツ
人
は
改
善
の
余
地
が
な
い
と
い
う
感
情
が
支
配
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
の
重
要

な
目
的
は
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
解
体
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
個
人
処
罰
に
対
す
る
基
準
は
、

ア
メ
リ
カ
占
領
地
域
に
お
け
る
非
ナ
チ
化
手
続

ア
メ
リ

一
九
四
五
年
お
よ
び
一
九
四
六
年
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る
非
ナ
チ
化
政
策
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
国

①
ナ
チ
体
制
の
完
全
な
破
壊
と
③
一
般
の
平
和
と
安
全
を
破
壊
す
る
た
め
に
作
ら
れ
る
体
制
と
イ
デ

(149) 

オ
ロ
ギ
ー
の
再
建
に
対
し
て
確
実
に
防
護
す
る
こ
と
で
あ
る
」
。
軍
政
府
の
地
区
部
門
の
将
校
達
は
、

強
力
な
非
ナ
チ
化
政
策
を
押
し
進
め
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
し
。
ハ
ッ
ト
ン
将
軍
は
、

ナ
チ
と

(
1
0五
八
）



非
ナ
チ
化
の
遂
行
は
、

ア
メ
リ
カ
地
域
で
は
、

反
ナ
チ
と
の
対
立
を
ア
メ
リ
カ
の
民
主
党
と
共
和
党
の
違
い
く
ら
い
に
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

職
を
剥
奪
さ
れ
た
と
い
う
事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
（
パ
ッ
ト
ソ
事
相
）
。

ア
メ
リ
カ
は
、
元
の
ナ
チ
ス
を
全
員
、
公
的
生
活
と
経
済
か
ら
締
め
出
そ
う
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
人
的
範
囲
に
あ
た
る
人
々
を
探
索

(151) 

す
る
の
に
、
質
問
表
が
導
入
さ
れ
た
し
そ
こ
で
は
、
高
い
地
位
を
占
め
て
い
た
す
ぺ
て
の
人
が
そ
の
経
歴
を
で
き
る
だ
け
詳
し
く
申
告
し

国
旅
行
、
等
々
の
―
―
―
―
―
項
目
の
質
問
に
、
真
実
の
回
答
が
要
求
さ
れ
た
。
未
記
入
や
不
完
全
は
、
軍
政
府
に
対
す
る
犯
罪
と
し
て
刑
罰

に
よ
っ
て
威
嚇
さ
れ
た
。
六
頁
に
わ
た
る
質
問
用
紙
の
中
核
部
分
は
、

の
構
成
員
な
い
し
ナ
チ
党
の
党
員
に
関
す
る
詳
細
な
報
告
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
裁
判
官
、
検
察
官
、
公
証
人
、
弁
護
士
は
、
そ

の
他
、
補
充
質
問
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
第
一
の
質
問
は
、
民
族
裁
判
所
の
構
成
員
か
ど
う
か
に
向
け
ら
れ
、
そ
の
中

で
は
、

ゲ
シ
ュ
ク
ボ
公
務
員
と
の
職
業
的
・
私
的
つ
な
が
り
、
行
っ
た
裁
判
の
種
類
と
数
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
。

一
九
四
五
年
ご
一
月
初
旬
に
は
、

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
か
ら
そ
の

一
九
三
一
年
か
ら
の
毎
年
の
収
入
、
財
産
状
態
、
職
業
上
の
経
歴
、
軍
隊
勤
務
、
外

四
一
項
目
目
と
九
五
項
目
目
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、

ナ
チ
組
織

ア
メ
リ
カ
軍
政
府
の
事
務
所
に
は
お
よ
そ
九

0
万
枚
の
質
問
表
が
返
っ
て
来
た
。
検
討
の
結
果
、

四
万
人
以
上
が
即
刻
そ
の
地
位
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ほ
ぼ
同
数
の
者
が
、
あ
ま
り
危
険
で
な
い
ナ
チ
・
シ
ン
パ
チ
ザ
ン
テ
ン
に
位
置

(152) 

づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
ほ
ぼ
四

0
0
0人
が
積
極
的
な
ナ
チ
の
敵
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

表
を
検
討
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。

一
九
四
六
年
初
頭
ま
で
、
専
ら
軍
政
府
の
管
轄
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
粛
清
と
は
質
問

つ
ま
り
、
麦
と
殻
と
の
ふ
る
い
わ
け
だ
け
で
あ
っ
た
。
様
々
な
基
準
に
よ
り
、
検
討
の
対
象
と
な

っ
た
人
人
は
、
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
極
悪
の
ナ
チ
は
、
「
自
動
的
逮
捕
」

(
a
u
t
o
m
a
t
i
c
h
e
r
Arrest)
で
あ
り
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
3

体
重
、
宗
教
、
前
科
、

①
第
一
段
階
の
非
ナ
チ
化
手
続

三

(
1
0五
九
）



③
第
二
段
階
の
非
ナ
チ
化
手
続

放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
「
粛
清
」
政
策
は
、
目
立
っ
て
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
公
職
に
関
し
て
は

一
九
四
五
年
夏
に
は
、
規
定
が
よ
り
厳
し
く
改
正
さ
れ
た
。

(155) 

―
―
―
一
六
項
目
を
下
ら
な
い
義
務
的
な
追
放
、
解
職
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
含
ん
で
い
る
。

る
一
万
八
千
人
の
小
学
校
教
師
の
う
ち
半
数
以
上
が
そ
の
地
位
を
失
っ
た
。
そ
の
少
し
後
に
、

的
経
済
に
拡
大
し
た
(
-
九
四
五
年
九
月
二
六
日
の
法
律
第
八
号
）
。

ア
メ
リ
カ
軍
政
府
は
、
非
ナ
チ
化
を
全
私

ア
メ
リ
カ
占
領
地
域
の
諸
ラ
ソ
ト
の
首
相
（
バ
イ
ニ
ル
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ペ
ル
ク
ー
バ
ー
デ
ン
、
グ
ロ
ー
ス
・
ヘ
ッ
セ
ン
）
が
一
九
四

(155a) 

六
年
三
月
五
日
に
署
名
し
た
「
ナ
チ
ズ
ム
と
軍
国
主
義
か
ら
の
解
放
の
た
め
の
法
律
」
、
い
わ
ゆ
る
「
解
放
法
」

(
B
e
f
r
e
i
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
)

(156) 

を
も
っ
て
、
非
ナ
チ
化
の
第
二
段
階
が
開
始
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
占
領
地
域
の
諸
ラ
ン
ト
議
会
の
先
行
す
る
草
案
を
軍
政
府
は
拒
否
し
た
。

ド
イ
ツ
の
政
治
家
達
は
、
該
当
者
の
範
囲
を
減
ら
そ
う
と
努
力
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
失
敗
し
た
。
こ
の
解
放
法
に
は
ド
イ

ツ
側
か
ら
見
れ
ば
重
大
な
疑
問
が
あ
っ
た
が
、
首
相
達
は
、
こ
れ
を
採
用
し
た
。
―
―
一
月
五
日
に
、
ク
レ
イ
将
軍
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
た
ミ

（団）

ュ
ン
ヘ
ン
に
お
け
る
会
議
で
署
名
さ
れ
た
法
律
は
、
同
日
、
法
律
第
一

0
四
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
非
ナ
チ
化

化
指
令
は
、

と
く
に
抜
本
的
な
「
粛
清
」
を
行
っ
た
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
バ
イ
ニ
ル
ン
に
お
け

一
九
四
七
年
五
月
一
日
の
非
ナ
チ

て
い
た
。
そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、

自
動
的
に
逮
捕
さ
れ
る
者
と
な
ら
ん
で
、

J
C
S
指
令
一
〇
六
七
は
、
そ
の
他
の
、
数
の
上
で
は
非
常
に
多
数
の
グ
ル
ー
プ
を
予
定
し

し
た
。

関
法
第
四
〇
巻
第
六
号

三

(153) 

ナ
チ
活
動
家
は
、
地
位
を
負
わ
れ
、
害
の
少
な
い
場
合
に
は
、
解
任
奨
励
で
あ
り
、
同
調
者
は
、
そ
の
地
位
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。

(151) 

非
ナ
チ
化
は
、
大
量
逮
捕
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
少
し
前
に
空
き
に
な
っ
た
ば
か
り
の
強
制
収
容
所
が
ま
た
も
や
一
杯
に
な
り
だ

「
自
動
的
に
」
ま
た
は
駐
屯
地
司
令
部
の
裁
量
で
、
公
職
、
半
公
的
職
業
、
お
よ
び
私
企
業
か
ら
追

(
-
0六
0
)



ー
挙
証
責
任
の
転
換
、
す
な
わ
ち
、
被
疑
者
か
ら
の
事
実
無
根
、

ー
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ヘ
の
評
決
裁
判
所
に
よ
る
分
類
。

(160a) 

ア
メ
リ
カ
の
非
ナ
チ
化
方
式
は
、
管
理
理
事
会
指
令
（
一
九
四
六
年
一

0
月
―
―
―
日
の
第
三
八
号
）
に
よ
っ
て
そ
の
他
の
地
域
に
も
転

用
さ
れ
た
が
、

そ
の
相
違
も
大
き
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
は
、
評
決
裁
判
所
手
続
を
継
受
し
た
が
、
責
任
推
定
の
原
則
、
自
動

的
職
業
禁
止
の
導
入
お
よ
び
全
住
民
を
登
録
す
る
必
要
性
は
無
視
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、

フ
ラ
ン
ス
は
、
あ
ら
ゆ
る
決
定
の
認
可
を
連
邦
共
和
国
の
設
立
ま
で
留
保
し
た
。
し
か
し
、
恩
赦
に
つ
い
て
は
、

全
体
と
し
て
、
西
側
で
は
、
三
六
六
万
六
四
八
件
が
判
定
さ
れ
た
。

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

に
渡
し
た
の
に
対
し
て
、

(161) 

気
前
よ
く
行
っ
た
。

遂
行
、

ー
合
議
体
で
の
（
一
人
の
裁
判
長
、
四
人
の
陪
席
）

政
策
は
、
以
後
、

(
1
0
六
一
）

一
九
四
七
年
秋
に
非
ナ
チ
化
を
ド
イ
ツ
人
の
手

ド
イ
ツ
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
人
の
協
力
に
よ
っ
て
こ
そ
、
非
ナ
チ
化
は
、

わ
ば
「
自
浄
」
作
用
と
理
解
で
き
、
ド
イ
ツ
国
民
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
道
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
3

ま
た
、

(158) 

う
に
し
て
の
み
そ
の
手
続
に
影
響
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
、
評
価
の
誤
り
な
ど
の
最
悪
の
結
果
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(159) 

こ
の
法
律
の
具
体
的
執
行
に
つ
い
て
は
、
次
に
箇
条
書
き
に
し
て
お
こ
う
。

ー
政
治
的
解
放
の
た
め
の
諸
ラ
ン
ト
の
省
の
設
立
、

ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
有
責
と
さ
れ
た
人
的
範
囲
に
対
す
る
法
的
責
任
推
定
に
よ
る
起
訴
、

そ
の
よ

「
評
決
裁
判
所
」

(
S
p
r
u
c
h
k
a
m
m
e
r
)
に
よ
る
司
法
形
式
で
の
「
評
決
手
続
」
の

ー
い
く
ど
か
の
質
問
表
に
よ
る
全
成
人
国
民
数
の
把
握
、

ま
た
は
責
任
の
軽
い
こ
と
の
立
証
、

一
六
六
七
名
が
主
要
有
罪
者
（
グ
ル
ー
プ

I
)
と
し
て
、
二
万
一
―
―

三

し‘



⑱
非
ナ
チ
化
手
続
の
歴
史
的
意
義

1
0
0万
五
八
七
四

(162) 

人
が
同
調
者
（
グ
ル
ー
プ

w)
と
し
て
、
そ
し
て
―
ニ
―
万
三
八
七
三
人
が
、
無
罪
（
グ
ル
ー
プ
＞
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
大
雑

把
な
統
計
は
、
様
々
の
地
域
で
の
様
々
な
決
定
基
準
に
つ
い
て
は
何
も
言
っ
て
い
な
い
。
グ
ル
ー
プ
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）

I
か
ら

III
に
は
、

ア
メ
リ
カ
地
域
で
は
―
―
―
-
•
七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
が
属
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
地
域
で
は
一
・
三
な
い
し
ニ
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）

IV
に
つ
い
て
も
同
様
に
相
違
が
見
ら
れ
た
。
第
IV
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
た
の
は
、

ー
セ
ン
ト
、

フ
ラ
ン
ス
、

フ
ラ
ン
ス
は
四
四
・
七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
た
っ
た
一

0
・
九
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
お
い

て
で
あ
っ
た
。
無
罪
と
さ
れ
た
者
と
手
続
が
中
止
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
み
る
と
（
第
＞
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
、

(163) 

ア
メ
リ
カ
、
三
四
・
ニ
バ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

五
ニ
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

非
ナ
チ
化
規
定
の
弛
緩
と
、
全
活
動
の
連
邦
政
府
の
単
独
責
任
へ
の
移
行
、

(161) 

続
の
解
散
が
、
第
三
段
階
を
な
す
。

お
よ
び
、
諸
ラ
ン
ト
で
の
終
結
立
法
に
よ
る
非
ナ
チ
化
手

ア
メ
リ
カ
が
ド
イ
ツ
の
非
ナ
チ
化
官
庁
の
監
督
を
中
止
し
た
と
き
、
バ
イ(165) 

エ
ル
ソ
に
は
ま
だ
従
来
の
実
務
だ
と
カ
テ
ゴ
リ
ー

I
ま
た
は
カ
テ
ゴ
リ

I
I
I
に
あ
た
る
五
四
万
件
の
未
処
理
案
件
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
。

一
九
四
七
年
一

0
月
に
、

ア
メ
リ
カ
の
世
界
政
治
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
非
ナ
チ
化
手
続
は
最
終
的
に
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
連
邦
議
会
は
、

一
九
五

0
年
一
月
一
五
日
に
手
続
の
統
一
的
終
結
に
対
す
る
推
薦
を
可
決
し
た
。

一
三
四

ア
メ
リ
カ
は
、
事
案
の
五

ド
ッ
ク
ー
ヴ
ァ
イ
ヒ
は
、
西
ド
イ
ツ
の
戦
後
の
社
会
と
政
治
に
与
え
た
非
ナ
チ
化
手
続
の
長
期
的
・
短
期
的
効
果
を
次
の
よ
う
に
ま
と

(166) 

め
て
い
る
。

③
第
三
段
階
の
非
ナ
チ
化
手
続

千
六

0
名
が
、
有
罪
者
（
グ
ル
ー
プ

II)
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
地
域
で
八
八
・
七
。
ハ

-
．
ー
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
お
い
て
、

一
五
万
四
二
五
人
が
軽
微
有
罪
者
（
グ
ル
ー
プ

m)
と
し
て
、

関
法
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る
の
は
、
非
常
に
制
約
さ
れ
た
意
味
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。

別
段
何
の
社
会
的
差
別
も
な
く
元
の
職
場
に
復
帰
し
た
。

し
た
見
解
に
よ
れ
ば
非
ナ
チ
化
が
失
敗
に
帰
す
る
に
寄
与
し
た
J

(
-
0六一―-）

一
時
的
に

①
ド
イ
ツ
に
お
け
る
同
時
代
の
「
世
論
」
の
総
括
は
、
非
ナ
チ
化
は
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
て
も
失
敗
で
あ
っ
た
と
い
う
早
急
な

一
九
四
五
年
以
降
の
政
治
的
清
浄
化
の
極
め
て
疑
問
の
多
い
手
続
と
、
お
よ
び
、
国
家
と
社
会
、

ド
イ
ツ
人
の
意
義
に
と
っ
て
の
そ
の
結
論
と
批
判
的
に
対
決
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
、
非
ナ
チ
化
が
ナ
チ
ズ
ム
を
当
該
の
社
会
に
お
い
て

克
服
す
る
必
要
な
試
み
で
あ
っ
て
、

ナ
チ
の
支
配
の
帰
結
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
事
実
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
非
ナ
チ
化
政
策
の
積
極
的
な
作
用
目
的
は
、
敗
戦
崩
壊
後
の
ド
イ
ツ
国
民
の
民
主
的
発
展
に
道
を
つ
け
、
過
去
の
誤
り
と
間
違
い
の

自
己
認
識
と
贖
罪
に
よ
っ
て
当
事
者
を
浄
化
し
た
点
に
あ
っ
た
。
事
実
、
民
主
的
な
党
が
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
九
年
に
か
け
て
ナ
チ

ス
ト
を
完
全
に
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
て
、
妨
害
な
く
成
長
し
、
連
邦
、
ラ
ン
ト
、
郡
に
お
い
て
政
治
的
指
導
を
獲
得
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
掴

ん
だ
C

そ
の
限
り
で
は
、
非
ナ
チ
化
は
失
敗
だ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。

③
非
ナ
チ
化
綱
領
は
、
政
治
的
・
法
的
お
よ
び
道
徳
的
衝
動
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。
責
任
の
確
認
と
刑
罰
の
言
い
渡
し
な
ら
び
に
民
主

主
義
的
精
神
と
人
道
的
心
情
へ
の
教
育
目
的
に
よ
る
正
義
の
再
建
の
要
請
が
、
非
ナ
チ
化
の
動
機
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
批
判
者
の
一
致

④
何
百
万
も
の
ナ
チ
化
手
続
か
ら
最
終
的
に
九

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
「
同
調
者
」
あ
る
い
は
「
無
罪
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
事
実
だ
け

で
も
、
評
決
裁
判
所
の
決
定
は
、
暫
定
的
な
効
果
を
も
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
清
浄
化
行
動
は
、

の
み
官
庁
や
私
企
業
の
人
事
政
策
に
影
響
し
た
3

刑
法
に
よ
っ
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
被
追
放
者
が

⑥
極
右
が
連
邦
共
和
国
に
お
い
て
は
政
治
的
に
微
々
た
る
影
響
力
し
か
も
た
な
い
こ
と
が
、
非
ナ
チ
化
政
策
の
直
接
の
結
果
だ
と
み
れ

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

結
論
に
矮
小
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

――-＿五



反
対
の
も
の
を
も
た
ら
す
攻
撃
性
に
つ
な
が
る
。

⑦
非
ナ
チ
化
手
続
は
、
該
当
者
の
意
識
的
・
半
意
識
的
反
応
を
あ
ま
り
掛
酌
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、

的
人
間
を
前
提
に
し
て
い
る
。
人
は
、
質
問
紙
に
書
き
込
み
、
評
決
裁
判
所
の
前
で
い
わ
ば
自
分
自
身
に
対
す
る
訴
訟
を
遂
行
す
る
も
の

だ
と
み
る
の
で
あ
る
。
手
続
の
欠
点
、
ド
イ
ツ
の
集
団
責
任
と
い
う
ま
だ
効
力
を
も
っ
て
い
る
テ
ー
ゼ
、
生
存
維
持
の
必
要
性
は
、
自
己

正
当
化
に
つ
な
が
り
、
非
ナ
チ
化
が
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
、

ナ
イ
ー
ヴ
に
も
考
え
深
い
理
性

⑧
非
ナ
チ
化
手
続
に
大
量
の
「
同
調
者
」
を
含
め
た
こ
と
は
、
該
当
者
の
世
代
に
お
い
て
、
民
主
主
義
国
家
へ
と
迅
速
に
馴
染
む
こ
と

を
妨
げ
る
作
用
を
な
し
た
。
し
か
し
、
新
し
い
民
主
主
義
に
対
す
る
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
「
疎
外
」
に
は
、
む
し
ろ
第
一
に
、
政
治
に

対
す
る
広
範
な
嫌
悪
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
非
政
治
的
な
態
度
の
原
因
は
、
た
ん
に
「
政
治
的
責
任
」

の
み
な
ら
ず
「
政
治
的
錯
誤
」
も
徹
底
的
に
変
革
さ
れ
た
政
治
的
状
況
の
も
と
で
「
可
罰
的
行
為
」
と
し
て
評
価
さ
れ
た
と
い
う
経
験
に

も
求
め
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
個
人
の
ま
だ
経
済
的
な
再
建
の
生
存
確
保
が
時
の
要
請
で
あ
っ
た
時
代
に
、
職
業
圏
と
私
的
生
活
圏
へ
と
優

(161) 

先
性
を
移
行
さ
せ
た
点
に
も
求
め
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
ナ
チ
の
不
法
へ
政
治
的
共
同
責
任
の
意
識
の
強
化
な
ど
と
正

で
あ
る
。

最
終
的
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
の
有
効
性
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
そ
れ
に
関
係
し
た
人
間
の
政
治
的
・
道
徳
的
意
識
に
求
め
ら
れ
る
べ
き

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
。

非
ナ
チ
化
措
置
に
よ
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
危
惧
は
、

社
会
の
現
実
に
お
い
て
は

的
行
為
に
よ
り
そ
の
該
当
者
の
社
会
的
地
位
が
脅
か
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

止
に
よ
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
待
ち
時
間
で
あ
り
、
そ
し
て
、
か
れ
ら
を
政
治
的
日
和
見
主
義
者
と
烙
印
を
押
し
た
準
刑
事
判
決
に
よ
る

一
般
的
窮
乏
と
非
常
時
の
段
階
に
お
け
る
、
職
業
禁

⑥
ニ
ー
ト
ハ
ン
マ
ー
の
結
論
に
よ
れ
ば
、

関
法
第
四
〇
巻
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六
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該
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ま
れ
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
評
決
裁
判
所
と
の
個
人
的
な
交
渉
に
よ
っ
て
軍
政
部
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
リ
ス
ト
の
図
式
主
義
を
克
服
で
き
る
と
望
ん
だ

か
ら
で
あ
る

(
V
g
l
•
Filrstenau, 
a. a. o., 
S
.
 
7
2
.
)
。

(159) 
V
 gl. 
Dotterweich, 
a. a. 
0., S
.
 
1
4
7
.
 

(160)

本
文
に
お
い
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
、
第
I
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
主
要
有
罪
者

(
H
a
u
p
t
s
c
h
u
l
d
i
g
e
)
、
第
II
、
有
罪
者

(Belastete)
、
第

m、
軽
微
有
罪
者

(
M
i
n
d
e
r
b
e
l
a
s
t
e
t
e
)
、
第
W
、
同
調
者

(Mitliiufer)
、
第
＞
、
無
罪
者

(Entlastete)

で
あ
る
。
第

一
お
よ
び
第
ニ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
者
は
、
刑
務
所
収
容
お
よ
び
強
制
労
働
所
収
容
（
二
年

i
-
0年
）
が
言
い
渡
さ
れ
、
第
三
お
よ
び
第
四

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
者
に
は
、
財
産
没
収
、
年
金
没
収
、
公
職
追
放
、
職
業
お
よ
び
選
挙
権
制
限
、
過
料
の
支
払
い
が
科
せ
ら
れ
た
。

(
1
6
0
a
)

「
戦
争
犯
罪
人
、
ナ
チ
ス
ト
お
よ
び
軍
国
主
義
者
の
拘
禁
と
処
罰
お
よ
び
危
険
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
ド
イ
ツ
人
の
抑
留
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

お
よ
び
監
視
」
に
関
す
る
管
理
理
事
会
指
令
第
三
八
号
と
い
う
の
が
正
式
名
称
で
あ
る
。
こ
の
指
令
の
第
二
節
に
「
有
責
者
の
グ
ル
ー
プ
」
と
題

し
て
各
グ
ル
ー
プ
の
定
義
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
二
条
ー
第
六
条
）
。
第
七
条
か
ら
第
―
一
条
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
制
裁
措
置
(
S
u
h
、

n
e
m
a
J
3
n
a
h
m
e
n
)
を
規
定
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

V
gl. 
R
a
t
z
 
u. a., 
a. a. 
0., S
.
 
2
8
 ff. 

(161) 
Dotterweich, 
a. a. 
0., 
S
.
 
1
4
8
.
 

(162) 
E
r
d
m
a
n
n
,
 a. a. 
0. `
 
S
.
 

117; Dotterweich, 
a. a. 
0., S
.
 
1
4
9
.
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Dotterweich, 
a. a. 
0., 
S
.
 
1
4
9
.
 

G
)
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s. 
1
4
9
 f
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(165) 
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a. a. 
0
 ., 
s. 
1
5
0
.
 

(166) 
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0., 
S
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1
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 ff. 

(161) 
Dotterweich, 
a. a. 
0., 
S
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1
5
6
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連
合
国
の
司
法
再
編
計
画

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

①
英
米
に
お
け
る
司
法
行
政
計
画

第
五
節

｀
ー
、ー（
 

司
法
の
再
編
成
と
非
ナ
チ
化
手
続

一
三
九

(
1
0六
七
）



③
 と

こ
ろ
で
、
英
米
の
占
領
政
策
の
実
際
は
、

て
、
こ
の
時
期
に
つ
き
義
務
を
負
っ
た
第
一
陣
の
専
門
家
は
、

推
測
さ
れ
る
占
領
期
間
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
れ
ば
、

態
に
つ
い
て
特
に
、

こ
の
分
析
を
行
う
た
め
に
、

招
集
さ
れ
た
小
委
員
会
で
あ
る
法
学
研
究
班

m
i
t
t
e
e
)
 

一
九
四
二
年
か
ら
四
三
年
へ
の
変
わ
り
目
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
は
、

(168) 

を
設
置
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
イ
ギ
リ
ス
に
各
部
を
も
っ
た
が
、
民
間
事
項
に
関
す
る
共
通
委
員
会
は

ヮ
ッ
ソ
ト
ン
に
、
個
々
の
国
々
に
つ
き
管
轄
を
有
す
る
「
カ
ン
ト
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
」
を
も
つ
「
戦
後
計
画
小
委
員
会
」
は
ロ
ン
ド
ン
に
そ

の
本
拠
を
も
っ
た
。

一
九
四
三
年
末
に
は
、
こ
の
作
業
は
、
当
時
の
西
側
連
合
諸
国
の
参
謀
本
部
C
O
S
S
A
C
（
連
合
軍
最
高
司
令
部

(
C
h
i
e
f
 o
f
 Staff to 
S
u
p
r
e
m
e
 
A
l
l
i
e
d
 
C
o
m
m
a
n
d
e
r
)
 

そ
の
任
務
は
、

「
戦
後
計
画
委
員
会
」

(Post-Hostility
P
l
a
n
i
n
g
 C
o
m
-

の
も
と
に
編
入
さ
れ
た
。

ド
イ
ッ
法
に
関
す
る
英
米
の
法
律
家
の
無
知
一
般
に
つ
い
て
、
お
よ
び
ナ
チ
ズ
ム
の
も
と
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
司
法
の
状

対
処
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

R
e
s
e
r
c
h
 U
n
i
t
)
は
、
ま
ず
、

(169) 

て
平
等
に
占
め
ら
れ
た
。

一
九
四
五
年
に
そ
れ
が
占
領
地
域
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
る
ま
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ

（罰）

一
九
四
四
年
初
頭
か
ら
、
最
大
限
二
年
と
見
積
も
ら
れ
て
い
た
。
従
っ

一
九
四
六
年
に
、
占
領
期
間
が
満
了
す
る
前
に
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
帰

国
し
て
し
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
ナ
チ
・
エ
リ
ー
ト
や
ナ
チ
機
関
を
、
何
週
間
か
で
、
既
存
の
ド
イ
ツ
の
民
主
的
潜
在
力
に
よ
っ
て
交
代

さ
せ
ら
れ
る
と
過
少
評
価
し
た
の
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
構
想
は
、
も
っ
と
現
実
的
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
軍
政
府
は
、

(171) 

っ
く
り
と
政
治
的
に
再
訓
練
す
る
こ
と
」
を
予
定
し
て
い
た
。

英
米
の
占
領
政
策
の
指
針

(
L
e
g
a
l
 

「
ド
イ
ツ
を
ゆ

ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
や
指
針
、
法
規
範
な
ど
に
従
っ
て
、
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ

別
の
小
委
員
会
が
そ
の
作
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
四
四
年
四
月
に
は
、
そ
の
法
務
部

(
L
e
g
a
l
 
B
r
a
n
c
h
)

が
創
設
さ
れ
た
。

参
謀
長
）

一
九
四
三
年
八
月
に
は
ド
イ
ツ
に
特

関
法
第
四
0
巻
第
六
号

一
四
〇

(
1
0六
八
）



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
i

⇔

一
四

(
1
0六
九
）

(172) 

の
陸
軍
省
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
軍
政
府
に
関
す
る
基
本
的
実
地
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

(
F
M
2
7
-
5
)
 

(173) 

て
い
た
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
担
当
局
に
よ
っ
て
何
回
か
改
訂
さ
れ
た
。

r
e
m
e
 Headquarters, 
Allied 
E
x
p
e
d
i
t
i
o
n
a
r
y
 
F
o
r
c
e
)
 

一
九
四
四
年
に
は
、

S
H
A
E
F
(
S
u
p
-

(m) 

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
軍
政
府
の
た
め
の
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
」
が
、
イ

ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
共
同
の
準
備
過
程
の
成
果
と
し
て
、
西
側
の
連
合
国
の
観
念
を
拘
束
し
た
。

で
の
期
間
の
た
め
に
、
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
な
っ
て
も
用
い
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
部
分
の
前
に
、

(175) 

ド
イ
ツ
の
国
家
法
や
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
お
よ
び
第
三
帝
国
の
時
代
の
行
政
法
の
簡
潔
な
要
約
を
付
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
司
法
に
関
し
て

は
、
「
ハ
ソ
ド
ブ
ッ
ク
」
よ
り
も
情
報
が
豊
か
で
実
務
的
だ
っ
た
の
は
、

E
.
J
・
コ
ー
ン
教
授
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
「
ド
イ
ッ
法
マ
ニ

(116) 

ュ
ア
ル
」
と
「
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
あ
っ
た
。

S
H
A
E
F

の
二
つ
の
版
は
、
司
法
の
再
編
や
占
領
将
校
の
行
為
態
様
に
お
け
る
強
い
連
続
性
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

軍
政
府
公
報
第
一
号
か
ら
三
号
に
よ
っ
て
、
将
来
の
法
務
官
は
、
ド
イ
ツ
の
司
法
構
成
、

る
ナ
チ
の
立
法
の
輪
郭
を
学
び
、
直
面
す
る
問
題
に
対
し
て
理
論
武
装
し
た
。

ナ
チ
司
法
の
閉
鎖

と
く
に
刑
事
裁
判
制
度
、
お
よ
び
こ
れ
に
関
す

(117) 

一
九
四
五
年
四
月
か
ら
五
月
に
は
、
事
実
上
「
司
法
の
停
止
」
状
態
に
入
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
前
線
で
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
区
裁

判
所
や
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
無
傷
で
残
っ
た
。
し
か
し
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
連
合
国
に
よ
っ
て
裁
判
所
は
、
当
分
の
間
、
閉
鎖
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

司
法
の
革
新
に
と
り
重
要
な
法
的
基
礎
は
、
軍
政
府
公
報
一
号
か
ら
三
号
に
お
け
る
、
次
の
布
告
・
法
律
お
よ
び
命
令
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
軍
の
最
高
司
令
官
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
布
告
第
一
号
は
、
そ
の
第
二
条
に
お
い
て
、
最
高
の
司
法
権
力
を
連
合

(2) 

に
よ
る

G
|
5
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
元
々
、
降
伏
ま

は
、
ま
ず
、

ハ
ー
グ
条
規
を
反
映
し



(3) 
お
い
た
。

国
軍
の
最
高
司
令
官
に
委
譲
し
、
軍
政
府
の
裁
判
所
の
設
置
を
宣
言
し
た
。
第
三
条
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

領
地
域
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
全
裁
判
所
は
、
…
…
当
分
の
間
こ
れ
を
閉
鎖
す
る
。

民
族
裁
判
所
、

(
1
0七
0
)

s
s警
察
裁
判
所
、
そ
の
他
の
特
別
裁
判
所

(
a
u
B
e
r
o
r
d
e
n
t
l
i
c
h
e
G
e
r
i
c
h
t
e
)

の
裁
判
権
は
、
あ
ら
ゆ
る
占
領
地
域
に
お
い
て
こ
れ
を

(118) 

剥
奪
す
る
。
刑
事
・
民
事
裁
判
所
の
活
動
の
再
開
は
、
…
…
状
況
が
そ
れ
を
許
す
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で
、
許
可
さ
れ
る
」
。

じ
て
、
各
々
の
占
領
地
域
に
お
い
て
、
通
常
裁
判
所
と
行
政
裁
判
所
が
閉
鎖
さ
れ
、
特
別
裁
判
所
、
党
裁
判
所
な
ど
が
廃
止
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
法
律
家
に
認
可
の
留
保
が
宜
言
さ
れ
た
。
当
分
の
間
の
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
の
閉
鎖
を
命
じ
た
。
さ
ら
に
、
民
族
裁
判
所
、

特
別
裁
判
所
、

S
S
警
察
裁
判
所
お
よ
び
そ
の
他
の
特
別
裁
判
所
か
ら
は
裁
判
権
が
剣
奪
さ
れ
た
。
第
四
条
で
は
、
公
務
員
や
そ
の
他
の

重
要
な
人
物
は
、
当
分
の
間
そ
の
地
位
に
と
ど
ま
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
長
官
お
よ

び
上
級
検
事
な
い
し
そ
の
代
理
は
、
非
ナ
チ
化
さ
れ
た
後
継
者
が
任
命
さ
れ
る
ま
で
そ
の
職
に
と
ど
ま
っ
た
。

(119) 

法
律
第
一
号
は
、
ナ
チ
ズ
ム
を
含
む
法
律
を
廃
棄
し
、
司
法
を
人
種
、
国
籍
、
宗
教
な
ら
び
に
政
治
的
自
由
の
平
等
の
原
則
の
も
と
に

「
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
」
に
関
す
る
法
律
第
二
号
は
、
ド
イ
ツ
の
司
法
の
綱
領
的
な
枠
組
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
は
、
上
述
の
布
告
第

一
号
に
お
け
る
と
同
様
、
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
と
そ
の
も
と
に
位
置
す
る
裁
判
所
の
当
分
の
間
の
閉
鎖
を
、

る
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
ま
で
の
間
の
閉
鎖
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
行
政
裁
判
所
も
閉
鎖
さ
れ
た
。
連
合
国
は
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
ラ

イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
を
も
っ
と
厳
格
に
行
い
、
（園）

ヒ
ト
の
再
開
は
、
結
局
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

司
法
の
再
開

関

法

第

四

0
巻
第
六
号

つ
ま
り
軍
政
府
の
文
書
に
よ

一
九
四
五
年
四
月
二

0
日
に
は
そ
の
職
権
を
「
当
分
の
間
」
消
減
さ
せ
た
。
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ

J

れ
に
応

特
別
裁
判
所

(
S
o
n
d
e
r
g
e
r
i
c
h
t
e
)
、

一
四

「占



軍
政
府
の
裁
判
所

(181) 

ア
メ
リ
カ
な
い
し
イ
ギ
リ
ス
の
軍
政
府
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
刑
事
裁
判
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
3

こ
れ
に

よ
っ
て
、
刑
事
事
件
に
お
い
て
は
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
に
代
わ
っ
て
、
三
種
の
軍
政
府
裁
判
所
が
管
轄
権
を
も
っ
た
。
こ
れ
ら
の
裁
判
所
は
、

す
べ
て
、
三
つ
の
西
側
地
域
に
お
い
て
、
連
合
軍
の
最
高
司
令
官
と
し
て
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
］
将
軍
に
よ
る
最
高
の
立
法
、
司
法
お
よ

び
行
政
権
の
継
受
に
基
づ
い
て
、
同
じ
法
律
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
同
時
に
公
布
さ
れ
た
犯
罪
と
可
罰
的
行
為
に
関
す
る
命
令
第
一
号

①
 (4) 

開
し
て
い
た
。

一
九
四
六
年
初
頭
に
は
通
常
裁
判
所
は
、

こ
の
よ
う
な
廃
止
・
閉
鎖
措
置
の
あ
と
に
、
管
理
理
事
会
の
建
設
的
立
法
が
始
ま
っ
た
。
当
初
は
、

(181) 

が
作
ら
れ
る
か
の
印
象
を
与
え
た
。

ド
イ
ッ
全
土
で
共
通
の
裁
判
制
度

一
九
二
四
年
三
月
二
二
日
の
段
階
で
の
裁
判
所
構
成
法
が
出
発
点
に
置
か
れ
た
。

つ
づ
い
て
労
働
裁

判
権
、
行
政
裁
判
権
に
対
す
る
基
礎
が
作
り
出
さ
れ
た
。
す
で
に
一
九
四
五
年
五
月
末
に
は
、
区
裁
判
所
と
ラ
ン
ト
裁
判
所
が
活
動
を
再

一
九
四
五
年
秋
に
は
最
初
の
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
長
官
の
任
命
が
行
わ
れ
、

(182) 

半
分
、
機
能
を
回
復
し
て
い
た
。

組
織
的
に
は
、
統
一
的
な
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。
最
も
重
要
な
地
域
を
超
え
た
司
法
行
政
の
組
織
中
枢
と
し
て
ソ
ビ
エ
ト
地
域
の
ド

ィ
ッ
司
法
中
央
行
政
局

(
D
e
u
t
s
c
h
e
Z
e
n
t
r
a
l
v
e
r
w
a
l
t
u
n
g
 
fur Justiz)
と
な
ら
ん
で
イ
ギ
リ
ス
地
域
の
中
央
司
法
局
、
お
よ
び
一
九

四
八
年
七
月
二
四
日
以
降
の
合
同
経
済
領
域
の
行
政
法
務
局

(
R
e
c
h
t
s
a
m
t
d
e
r
 V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
 
d
e
s
 
V
e
r
e
i
n
i
g
t
e
n
 
Wirtschafts
、

gebietes)

が
挙
げ
ら
れ
え
よ
う
。
後
二
者
は
、
組
織
的
に
も
人
員
的
に
も
連
邦
司
法
省
の
直
接
の
先
行
形
態
と
な
っ
た
。
共
通
だ
っ
た

の
は
、
先
に
挙
げ
た
諸
点
く
ら
い
で
あ
っ
て
、
司
法
行
政
の
分
野
で
も
、
時
と
と
も
に
ま
す
ま
す
占
領
諸
国
の
合
意
が
分
裂
し
て
い
き
、

(183) 

各
占
領
地
域
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
展
開
の
傾
向
が
強
く
現
れ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
裁
判
権

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

一四一
1

1

(
1
0七
一
）
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General Court 

関
法
第
四
0
巻
第
六
号

⑱
司
法
に
お
け
る
非
ナ
チ
化
手
続

ぞ
れ
の
地
域
で
在
庫
調
べ
を
す
る
こ
と
が
そ
の
前
提
で
あ
っ
た
。

設
は
、
ま
ず
は
、

「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
指
摘
に
従
っ
て
、
区
裁
判
所
お
よ
び
少
数
の
ラ

ド
イ
ツ
の
裁
判
所
の
再
開

当
初
、
狭
義
に
お
け
る
、

(
1
0七
1

一
）

う
意
味
の
ド
イ
ツ
の
裁
判
権
の
管
轄
制
限
は
、
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
し

て
、
司
法
の
行
使
の
た
め
の
外
部
的
基
礎
を
作
り
出
す
広
義
の
裁
判
権
と
し
て
の
司
法
行

政
は
、
占
領
諸
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
で
の
場
所
的
外
出
禁
止
が
解
除
さ
れ
た
の
ち

(186) 

に
、
内
部
行
政
に
限
定
し
て
、
再
開
さ
れ
た
。
そ
の
緊
急
の
任
務
は
、
司
法
の
非
ナ
チ
化

に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
の
再
開
の
前
に
、
連
合
国
は
、
司
法
関

係
者
の
非
ナ
チ
化
と
認
可
を
軍
政
部
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
軍
政
府
が
こ
の
た
め

上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
地
区
の
組
織
的
な
設
立
を
開
始
す
る
ま
で
は
、
個
々
の
、
連
合
軍
に

従
う
軍
政
府
の
班
が
、
所
管
の
支
部
の
司
令
官
の
提
案
に
基
づ
き
、
裁
判
所
を
開
設
し
始

め
た
。
軍
に
よ
っ
て
文
字
通
り
一
歩
一
歩
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
の
開

ン
ト
裁
判
所
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
的
・
物
的
観
点
に
お
い
て
そ
れ

に
必
要
な
固
有
の
行
政
機
構
を
設
立
し
、

一
九
四
五
年
五
月
末
か
ら
六
月
初
頭
に
か
け
て

つ
ま
り
、
特
定
の
個
別
事
件
に
客
観
的
法
を
適
用
す
る
と
い

②
 

(185) 

は
、
占
領
国
の
連
合
刑
法
典
を
な
し
て
い
た
。

一
四
四



は
、
最
高
の
ド
イ
ツ
の
法
曹
と
な
っ
た
。

①
 

(187) 

法
務
部
は
、
司
法
の
非
ナ
チ
化
を
「
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
」
と
テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
設
定
さ
れ
た
枠
内
で
行
っ
た
。
そ
の
際
、
そ

の
最
大
の
関
心
事
は
、

ナ
チ
ズ
ム
の
理
論
か
ら
解
放
さ
れ
た
司
法
制
度
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

(188) 

烈
な
ナ
チ
・
シ
ン
パ
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
場
合
に
は
、
認
可
さ
れ
た
法
曹
の
数
は
、
少
な
い
。

一
四
五

一
九
四
五
年
夏
に
某
礎
と
さ
れ
た
「
熱

ク
で
は
、
二
七
人
の
も
の
が
、
裁
判
官
職
に
認
証
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
他
の
北
西
ド
イ
ツ
の
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
地
域
で
も
、
様

子
は
似
て
い
る
。
プ
レ
ー
メ
ン
に
お
い
て
は
、

者
の
認
可
を
拒
否
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
二
名
の
裁
判
官
を
認
可
し
た
だ
け
で
、
そ
の
他
の

N
S
D
A
P
の
党
候
補

上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
長
官
お
よ
び
上
級
検
事

一
九
四
五
年
五
月
以
降
、
占
領
諸
国
は
、
ま
ず
、
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
長
官
お
よ
び
上
級
検
事
（
Generalstaatsanwalt)
の
地
位
を

(189) 

新
た
に
占
め
ら
れ
る
よ
う
力
を
尽
く
し
た
。
原
則
的
に
は
、
人
員
の
確
保
、
お
よ
び
そ
れ
と
平
行
し
て
行
わ
れ
た
非
ナ
チ
化
は
、
火
急
的

速
や
か
に
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
も
し
く
は
区
裁
判
所
の
次
元
か
ら
ま
だ
存
在
し
た
最
高
の
司
法
行
政
の
次
元
に
移
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
長
官
は
、
上
級
検
事
よ
り
高
い
地
位
に
あ
る
べ
き
だ
っ
た
が
、
上
級
検
事
と
同
じ
く
、
軍
政
府
の
間
接
統
治
の
た
め

の
、
ま
た
、
占
領
軍
に
対
す
る
ラ
ン
ト
裁
判
所
や
区
裁
判
所
の
交
渉
の
た
め
の
仲
介
的
地
位
を
占
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
軍
政
府
が
三
審

制
の
裁
判
制
度
と
既
存
の
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
管
区
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
た
の
で
、
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
長
官
お
よ
び
そ
の
上
級
検
事

印
象
を
喚
起
し
た
。

一
九
四
五
年
五
月
以
降
、
そ
の
選
任
は
、
法
務
部
に
よ
っ
て
、
有
責
性
に
関
す
る
特
に
慎
重
な

審
査
を
要
求
し
た
。
法
務
部
は
、
狙
い
を
定
め
て
人
選
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
人
の
眼
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
弁
護
士
、
裁

判
官
、
検
察
官
の
プ
ラ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

ホ
ワ
イ
ト
・
リ
ス
ト
を
も
も
っ
て
い
る
と
い
う
、
ま
ん
ざ
ら
根
拠
が
な
く
は
な
い

(
1
0七―――)

一
九
四
五
年
六
月
に
は
、

ハ
ン
プ
ル



定
年
に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
っ
た
。

八
七
年
生
ま
れ
お
よ
び
一
九

0
二
年
生
ま
れ
が
、
上
級
検
事
に
は
、

一
八
八
四
年

2
1
八
九
五
年
生
ま
れ
お
よ
び
一
九

0
一
年
生
ま
れ
が

一
八
六
七
年

2
1
八

れ
て
い
た
。

レ
ク
、

ー

イ
ギ
リ
ス
地
区
に
存
在
し
た
八
つ
の
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
ー
|
'
プ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
、

ハ
ム
、

キ
ー
ル
、

(
1
0七
四
）

ケ
ル
ン
お
よ
び
オ
ル
デ
ン
プ
ル
ク
ー
ー
_
に
お
い
て
は
、
法
務
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
名
の
上
級
ラ
ソ
ト
裁
判
所
お

(lgo) 

よ
び
上
級
検
事
の
、
全
部
で
一
六
人
の
最
高
の
地
位
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ハ
ム
の
長
官
の
選
任
に
い
た
る
ま
で
は
、
第

三
帝
国
の
間
の
新
長
官
の
態
度
と
活
動
に
関
す
る
既
に
存
在
す
る
、
ま
た
は
法
務
将
校
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
情
報
は
、
十
分
だ
と
思
わ

か
れ
ら
は
、
六
八
歳
に
な
る
ま
で
、
そ
の
職
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
長
官
に
は
、

一
九
四
五
年
の
そ
の
任
官
の
時
、
長
官
の
平
均
年
齢
は
六
三
歳
、
上
級
検
事
の
そ
れ
は
五
五
歳
半
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
司

法
の
領
域
で
も
、

こ
れ
に
よ
り
、

「
ド
イ
ツ
の
政
治
の
強
い
連
続
性
」
が
確
保
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
す
で
に
任
官
者
の
半
数
が
す
ぐ
に

弁
護
士
か
ら
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
長
官
に
任
命
さ
れ
た
者
は
少
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
ツ
ェ
レ
の
長
官
と
な
っ
た
ホ
ー
デ
ン

(191) 

ベ
ル
ク
や
オ
ル
デ
ン
プ
ル
ク
の
コ
ッ
ホ
が
い
た
。
か
れ
ら
は
、
個
人
的
な
、
司
法
上
の
、
ま
た
ラ
ン
ト
政
治
上
の
要
求
と
引
き
換
え
に
任

官
を
受
諾
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
軍
政
府
に
よ
っ
て
言
い
渡
さ
れ
た
裁
判
官
の
認
可
は
取
り
消
し
え
な
い
と
い
う
、
当
初
ツ
ェ
レ
上

級
ラ
ン
ト
裁
判
所
に
対
し
て
の
み
取
り
決
め
ら
れ
た
合
意
が
重
要
と
な
っ
た
。
ま
た
、
裁
判
官
の
逮
捕
は
、
長
官
の
許
可
を
得
て
初
め
て

可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
裁
判
官
の
独
立
に
反
す
る
非
ナ
チ
化
手
続
が
原
則
と
し
て
う
ま
く
拒
否
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
み

な
ら
ず
、
軍
政
府
法
第
二
号
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
裁
判
官
の
解
任
、
左
翼
の
禁
止
の
原
則
も
部
分
的
に
は
復
活
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ツ
ェ
レ
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
長
官
は
、
す
で
に
占
領
時
代
の
当
初
か
ら
、
軍
政
府
の
法
務
部
に
対
し
て
、
強
い
地
位
を
確

ツ
ェ
レ
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、

関
法
第
四
0
号
第
六
号

一
四
六

ノ‘

ン＇

プ



保
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
合
意
に
加
え
て
さ
ら
に
、
ホ
ー
デ
ン
ベ
ル
ク
が
一
九
四
五
年
八
月
二
二
日
に
交
渉
し
た
「
ニ
ニ
項
目
の
カ
ク

(192) 

ロ
グ
」
が
あ
る
。
非
ナ
チ
化
手
続
に
は
、
こ
れ
ら
の
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
長
官
が
協
力
し
影
響
を
与
え
た
。

ト
裁
判
所
の
長
官
で
あ
っ
た
キ
ー
セ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
例
え
ば
、

式
的
に
同
視
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
キ
ー
セ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
保
守
的
な
人
物
で
、

(193) 
ニ

r、

た
と
＂

加
え
て
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
ア
セ
ッ
ソ
ア
お
よ
び
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
と
く
に
法
曹
と
し
て
の
経
歴
に
関
す
る
「
特

別
の
質
問
表
」
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
語
で
は
、

と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
第
一
の
検
討
を
な
す
た
め
に
、
長
官
は
、
個
人
的
な
担
当
官
と
し
て
、
有
責
で
な
い
裁
判
官
を
一
人
そ
の
管
轄
地
区
か
ら
選
任
し

た
。
有
責
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

ナ
チ
党
に
所
属
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
そ
の
判
決
が
党
の
政
治
的
利
益
に
関
係
す
る

(195) 

一
九
四
五
年
一

0
月
一
九
日
に
は
、
任
命
の
た
め
の
権
限
が
、
検
討
手
続
を
迅
速
化
す
る
た
め
に
、
新
た
に
捉
え
直
さ
れ
た
。
従
来
、

全
ド
イ
ツ
の
司
法
職
員
の
任
命
と
認
可
が
参
謀
本
部
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
、
次
の
職
へ
の
任
命
の
み
が
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

位
に
つ
く
こ
と
は
、
大
抵
は
で
き
な
か
っ
た
。

た
地
位
を
確
保
し
て
い
た
者
に
の
み
可
能
で
あ
っ
た
。

訴
訟
に
関
与
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

イ
ギ
リ
ス
占
領
地
域
で
は
、

い
わ
ゆ
る
「
調
査
」

(vetting)

③
イ
ギ
リ
ス
占
領
地
域
に
お
け
る
法
曹
の
非
ナ
チ
化

一
四
七

「
政
治
的
質
問
表
」

(politischer
F
r
a
g
e
b
o
g
e
n
)
 

ナ
チ

(Nationalsozialisten)

(191) 

の
た
め
の
質
問
用
紙
に
基
づ
く
検
討
手
続
が
基
礎
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に

一
九
―
―
―
―
―
一
年
に
裁
判
所
の
ヒ
ニ
ラ
ル
キ
ー
に
お
い
て
、
す
で
に
確
固
と
し

一
九
一
―
―
―
―
一
年
後
に
裁
判
所
に
入
っ
た
法
曹
に
は
、
党
に
よ
っ
て
気
づ
か
れ
な
い
地

(
1
0七
五
）

リ
ュ

一
九
四
五
年
に
な
お
も
ヒ
ト
ラ
ー
に
呪
縛
さ
れ
て
い

と
党
員

(
P
a
r
t
e
i
g
e
n
o
s
s
e
n
)

と
を
形

ハ
ン
プ
ル
ク
の
上
級
ラ
ン



①
 一

九
四
五
年
一

0
月
末
に
は
、

(191) 

「五

0
対
五
〇
」
原
則
ま
た
は
「
背
負
い
込
み
原
則
」

(
H
u
c
k
e
p
a
c
k
,
 Re
g
e
l
)

が
採
用
さ
れ
た
。
こ

「
背
負
い
込
み
原
則
」
の
導
入

⑱
非
ナ
チ
化
手
続
の
緩
和

ペ
ッ
ケ

(
L
i
i
b
b
e
c
k
e
)
の
参
謀
本
部
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
①
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
ー
|
'
長
官
、
副
長
官
、
部
長
、
お
よ
び
上
級

検
事
、
③
ラ
ン
ト
裁
判
1

長
官
と
上
級
検
事
、
③
区
裁
判
所
ー
一
七
万
五
千
人
以
上
の
裁
判
地
域
内
居
住
者
の
区
裁
判
所
の
監
督
的

指
導
的
裁
判
官
、
④
弁
護
士
会
お
よ
び
公
証
人
会
の
会
長
。

そ
の
判
断
は
、
参
謀
本
部
に
お
い
て
次
の
書
類
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。

①
一
般
的
質
問
表

(
o
r
d
i
n
a
r
y
F
r
a
g
e
b
o
g
e
n
)
、
③
特
別
質
問
表
、
③
完
成
し
た
陸
軍
安
全
局

(
F
i
e
l
d
S
e
c
u
r
i
t
y
 
S
e
r
v
i
c
e
)
 

書

(
A
c
t
i
o
n
S
h
e
e
t
)
、
④
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
長
官
の
報
告
、
⑥
所
管
の
軍
政
府
の
支
部
へ
の
上
級
法
務
官
の
報
告
、
⑥
そ
の
地
に
発

す
る
そ
の
他
の
重
要
な
情
報
で
あ
る
。

の
調

認
可
が
決
定
さ
れ
た
拘
束
力
の
あ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
っ
た
も
の
は
、
軍
政
府
は
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
次
の

（隅）

基
準
が
裁
判
官
と
検
察
官
の
不
適
格
性
を
表
す
も
の
と
さ
れ
た
。
①
一
九
一
―
―
―
―
一
年
四
月
一
日
以
前
に

N
S
D
A
P
に
入
党
し
た
こ
と
。

③
党
裁
判
所
の
構
成
員
、
③
S
S
へ
の
入
隊
、
④
一
九
一
―
―
―
―
一
年
以
降
、
中
断
な
く
党
と

S
A
の
構
成
員
で
あ
っ
た
こ
と
、
⑥
も
し
当
該
者

(Scharffiihrer)

が
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、

一
九
一
二
七
年
以
降
中
断
な
く
党
と

S
A
の
構
成
員
で
あ
っ
た
こ
と
。

専
門
的
な
活
動
の
結
果
と
し
て
の
地
位
の
授
与
は
、
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、

S
A
に
お
け
る
法
律
顧
問
と
し
て
の
活
動
に
基
づ

く
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
フ
ュ
ー
ラ
ー

(
S
t
u
r
m
f
u
h
r
e
r
)

が
そ
う
で
あ
る
。

ー
ラ
ー

が
、
党
内
ま
た
は

S
A
内
で
あ
る
地
位
を
得
て
い
た
と
き
、
す
な
わ
ち
、

ロ
ッ
テ
ン
フ
ュ
ー
ラ
ー

(
R
o
t
t
e
n
f
i
i
h
r
e
r
)

や
シ
ャ
ル
フ
フ
ュ

関

法

第

四

0
号
第
六
号

一
四
八

(
1
0七
六
）



ン
ト
裁
判
所
の
裁
判
官
の
九
・
七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
と
い
う
。

る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
三
七
年
五
月
一
日
以
降
、

一
四
九

、
、
、
、
、
、

一
定
限
度
ま
で
、
形
式
上
の
有
責
者
を
背
負
い
込
ん
で
司
法
職
に
入
れ
る
こ
と
を
認
め
る
制

「
管
理
理
事
会
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
」
決
定
さ
れ
、

ギ
リ
ス
軍
政
府
に
は
、
す
で
に
そ
の
他
の
占
領
諸
国
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
非
常
に
幅
広
い
認
容
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
ペ
ル

リ
ン
の
法
務
部
の
長
で
あ
っ
た
マ
ッ
カ
ー
ス
キ
ー
（
M
a
c
a
s
k
i
e
)
は
、
元
ナ
チ
の
認
可
に
つ
い
て
は
な
る
べ
く
控
え
目
に
、
慎
重
に
取
り

N
S
D
A
P
に
入
党
し
た
法
律
家
は
、
通
常
、
裁
判
官
ま
た

一
九
三
三
年
五
月
一
日
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
の
党
員
も
、
裁
判
所
長
が
そ
れ
に
対
し
て
責
任
を
引

き
受
け
た
か
ぎ
り
で
、
こ
れ
ら
の
地
位
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
か
れ
ら
は
、
裁
判
所
事
務
長

(
B
e
h
o
r
d
e
n
v
o
r
s
t
a
n
d
)
に
任

命
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

い
く
つ
も
の
区
裁
判
所
が
ひ
と
り
の
区
裁
判
所
長
の
も
と
に
ま
と
め
て
服
せ
し
め
ら
れ

五
o
·
~ー
セ
ン
ト
条
項
を
う
ま
く
活
用
し
た
応
募
者
は
、
元
の
軍
裁
判
官

(
W
e
h
r
m
a
c
h
t
s
r
i
c
h
t
e
r
)

軍
は
、
確
か
に
保
守
派
の
牙
城
だ
と
み
ら
れ
た
が
、
他
面
で
は
し
か
し
、
軍
裁
判
所
は
、
正
規
の
裁
判
所
よ
り
も
N
S
D
A
P
か
ら
よ
り

よ
く
防
護
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
占
領
国
の
目
に
は
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

か
れ
ら
は
一
般
に
非
有
責
だ
と
み
え
る
。
か
れ
ら
は
、

し
か
し
、
軍
政
府
が
一
般
的
再
認
可
の
門
戸
を
少
し
だ
け
開
け
た
後
に
は
、
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
長
達
は
、
そ
の
門
戸
を
今
や
全
開
し

(199) 

よ
う
と
努
力
し
た
。
非
党
員
に
対
す
る
需
要
と
供
給
は
、
非
ナ
チ
化
手
続
に
直
接
に
依
拠
す
る
裁
判
所
の
開
設
が
、
軍
政
府
が
予
期
し
て

い
た
よ
り
は
迅
速
に
行
わ
れ
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
く
乖
離
し
た
。
法
務
部
は
、
有
責
者
の
割
合
を
五

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
さ
せ

る
気
は
な
か
っ
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
地
域
で
、
五

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
る
試
み
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、

は
検
察
官
と
し
て
認
可
さ
れ
た
し
、

組
ん
で
欲
し
い
と
指
示
し
た
。
か
く
し
て
、

度
で
あ
り
、
司
法
に
対
す
る
五

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
〔
ナ
チ
〕
党
員
の
割
合
は
、

れ
は
、
要
す
る
に
、
各
々
の
非
有
責
者
が
、

(
1
0七
七
）

一
時
的
に
は
、
上
級
ラ

(198) 

で
あ
っ
た
。

一
面
で
は
、
国
防

「
イ



四
。
ハ
ー
セ
ン
ト
強
に
上
昇
し
た
。

③
定
年
の
引
き
上
げ

待
っ
て
い
た
し

是
認
さ
れ
た
か
ぎ
り
で
、

一
九
＝
―
-
―
-
年
以
降
に
養
成
を
開
始
さ
れ
た
若
い
法
律
家
を
五

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
か
ら
除
外
す
る
準
備
を
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。

一
九
四
六
年
六
月
中
旬
に
は
、

(200) 

五

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
条
項
が
廃
棄
さ
れ
、
法
曹
の
認
可
の
新
た
な
段
階
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

「
背
負
い
込
み
原
則
」
の
廃
棄
が
宣
言
さ
れ
た
一
九
四
六
年
中
旬
以
降
、
あ
ら
ゆ
る
ド
イ
ツ
の
法
律
家
は
、
非
ナ
チ
化
委
員
会
に
よ
っ
て

責
さ
れ
た
か
ぎ
り
で
、
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ふ
た
た
び
専
門
的
資
質
が
、
政
治
的
態
度
に
優
先
す

る
こ
と
に
な
っ
た
J

党
員
で
な
い
と
い
う
事
実
が
試
験
に
お
い
て
し
ば
し
ば
決
定
的
な
意
義
を
も
っ
て
評
価
さ
れ
る
時
代
は
去
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、

つ
ま
り
、
軍
政
府
の
公
安
局

(
P
u
b
l
i
c
S
a
f
t
y
)
 
と
ド
イ
ツ
の
非
ナ
チ
化
お
よ
び
検
査
委
員
会
に
よ
っ
て
、
免

五
0
バ
ー
セ
ン
ト
条
項
の
撤
廃
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
認
可
手
続
は
促
進
さ
れ
ず
、
裁
判
所
の
負
担
も
増
大
し
て
い
っ
た
。

一
九
四
七
年
初
頭
に
は
、

八
六

0
0
0
件
の
刑
事
事
件
、

当
初
の
非
ナ
チ
化
手
続
を
あ
ら
ゆ
る
点
で
変
更
し
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
高
地
位
の
裁
判
官
の
地
位
ー
ー
_
そ
れ
は
、
イ

(201) 

ギ
リ
ス
地
域
で
は
最
大
限
一
六
九
名
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ー
の
充
足
は
、
そ
の
後
も
困
難
で
あ
っ
た
C

従
っ
て
、
ラ
ン
ト
司
法
大
臣
の
同

意
を
得
て
、
法
務
部
に
よ
っ
て
、
類
似
の
前
提
の
も
と
で
可
決
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
一
九
二

0
年
の
定
年
法

(Alt
e
r
s
g
r
e
n
z
e
n
g
e
s
e
t
z
)
 

に
な
ら
っ
て
、
軍
政
府
命
令
一
九
九
号
が
発
せ
ら
れ
た
し
自
由
で
独
立
の
司
法
を
形
成
す
べ
く
、
こ
の
「
例
外
規
定
」
に
よ
っ
て
、
定
年

は
、
六
五
歳
か
ら
六
八
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
裁
判
官
の
地
位
の
充
足
率
は
、
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
弱
か
ら
六

一
九
四
八
年
中
頃
に
は
、
司
法
は
そ
の
法
曹
に
関
す
る
需
要
を
ほ
ぼ
満
た
し
た
3

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

③

五

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
条
項
の
廃
止

法
務
部
は
、 関
法
第
四
0
号
第
六
号

五
六

0
0
0
件
の
民
事
事
件
が
、
イ
ギ
リ
ス
地
域
に
お
い
て
裁
判
所
の
処
理
を

一
五
〇

(
1
0七
八
）



④
 

一
九
四
八
年
以
降
も
法
曹
が
裁
判
所
に
流
入
し
つ
づ
け
た
原
因
は
、
す
で
に
本
来
の
定
年
を
越
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
員
不

足
の
た
め
に
再
び
そ
の
職
に
つ
い
た
裁
判
官
達
が
、
一
九
四
八
年
末
に
は
大
部
分
再
び
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
点
に
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
非
ナ
チ
化
さ
れ
た
元
N
S
D
A
P
の
党
員
が
認
可
さ
れ
る
見
込
み
は
依
然
と
し
て
高
く
、
管
理
理
事
会
の
司
法
省
(
M
i
n
i
s
t
r
y

of Justice)
の
長
が
政
治
的
参
謀
本
部
に
対
し
て
「
ド
イ
ツ
の
裁
判
官
の
地
位
と
司
法
職
に
ナ
チ
が
再
び
大
量
流
入
し
て
く
る
」
こ
と
を

案
じ
て
述
べ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
ラ
ン
ト
司
法
大
臣
が
非
ナ
チ
化
委
員
会
の
決
定
を
批
判
す
る
に
至
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

一
九
四
八
年
初
頭
に
は
、
指
導
的
地
位
は
一
―

1
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
ま
で
元
N
S
D
A
P
の
党
員
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
ラ
ン
ト
裁
判
所
裁
判

官

(Landgerichtsrat)

や
ラ
ソ
ト
裁
判
所
長

(Landgerichtsdirektor)

に
あ
っ
て
は
イ
ギ
リ
ス
地
域
に
お
い
て
そ
の
率
は
、
八
〇

t
九

o・ハ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
っ
た
。
中
級
お
よ
び
平
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
党
員
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
、

司
法
は
、

な
っ
た
。

ナ
チ
時
代
の
末
期
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
同
じ
陣
容
で
再
建
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
の
危
惧
を
表
明
し
た
が
、
こ
れ
が
真
実
と

ナ
チ
裁
判
官
が
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
管
理
理
事
会
法
が
一
致
し
て
嫌
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
地
域
の
最
高
裁
は
、

(202) 

二
年
半
に
わ
た
っ
て
反
乱
す
る
ラ
ン
ト
裁
判
所
と
司
法
犯
罪
を
め
ぐ
っ
て
闘
争
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

定
員
管
理
計
画

ラ
イ
ヒ
司
法
省
の
元
の
計
画
に
従
っ
て
、

(204) 

g
e
m
e
i
n
e
 A
n
w
e
i
s
u
n
g
 fiir 
R
i
c
h
t
e
r
 Nr. 1
)

に
則
り
、

か
っ

t・ 
0 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

一五

(
1
0七
九
）

変
更
な
い
し
継
受
さ
れ
た
定
員
管
理
の
結
果
で
あ
る
。

古
い
定
員
内
ボ
ス

四
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な

「
裁
判
官
に
対
す
る
一
般
的
指
令
第
一
号
」

司
法
の
ト
ッ
プ
は
、
例
外
な
く
新
た
な
人
物
が
登
用
さ
れ
た
が
、
こ
の
指
導
的
な
地
位
の
下
に
く
る
地
位
に
は
、
元
の
ナ
チ
時
代
の
法

(203) 

律
家
達
が
再
任
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、

(
A
l
l
 ,
 

一
九
四
八
年
―
一
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
地
域
の
中
央
司
法
局
長
は
、

「
す
べ
て
の
非
ナ
チ
化
さ
れ
た
裁
判
官
を
再
認
容
す
る
と
、

ら
ず
、

ず、

一
九
四
八
年
末
ま
で
、
人
事
移
動
は
平
均
を
上
回
っ
て
多
か
っ
た
。

一
九
四
八
年
中
頃
に
は
空
席
は
充
足
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
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m]
ソ
ビ
ニ
ト
占
領
地
域
に
お
け
る
司
法
の
再
編
と
非
ナ
チ
化

ト
の
も
は
や
空
い
て
い
な
い
非
有
責
法
律
家
は
、
定
員
内
の
ポ
ス
ト
を
得
る
ま
で
、

こ
の
以
前
の
定
員
管
理
計
画
の
継
受
は
、
司
法
関
係
者
に
は
限
定
な
し
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

裁
判
所
や
S
A
の
構
成
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寛
大
に
運
用
さ
れ
た
非
ナ
チ
化
手
続
に
よ
っ
て
カ
テ
ゴ
リ

1
W
お

よ
び
＞
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
裁
判
官
や
検
察
官
を
少
な
く
と
も
俸
給
の
少
な
い
低
い
地
位
に
つ
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
法
務
部
は
、

つ
か
の
判
例
は
、
そ
れ
に
反
対
の
見
解
を
採
っ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
属
す
る
人
々
は
、
元
の
定
員
内
の
ボ
ス
ト
に
復
帰
す
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
占
領
国
も
ラ
ン
ト
司
法
省
も
中
央
司
法
局

も
、
こ
の
か
れ
ら
に
は
憤
惑
や
る
か
た
な
い
法
状
態
に
対
し
て
共
同
し
て
対
抗
す
る
準
備
は
な
か
っ
た
。

基
本
法
ニ
―
―
一
条
法
の
施
行

(205) 

一
九
五
一
年
五
月
―
―
日
の
い
わ
ゆ
る
「
基
本
法
ニ
―
―
一
条
法
」
に
よ
っ
て
、
非
ナ
チ
化
に
よ
っ
て
解
雇
さ
れ
、

て
い
な
い
公
務
員
に
関
す
る
規
定
が
お
か
れ
た
。
確
定
判
決
を
も
っ
て
公
務
を
担
い
得
な
い
と
さ
れ
た
者
を
例
外
と
し
て
、
再
雇
用
が
は

じ
ま
っ
た
。
基
本
法
―
―
―
―
一
条
は
、
浄
化
処
分
の
一
部
を
終
了
し
た
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
地
域
に
お
け
る
非
ナ
チ
化
は
、

「
紙
の
上
の
革
命
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
の
用
語
で
は
、
非
ナ
チ
化
と
い
う
概
念
は
、

持
ち
、
最
終
的
に
は
、

⑤
 

さ
れ
た
。

(
1
0八
一
）

しヽ

V

い
ま
だ
再
雇
用
さ
れ

「
制
限
か
ら
の
自
由
」
と
い
う
意
味
を

(206) 

ナ
チ
で
あ
っ
た
と
い
う
非
難
に
対
し
て
免
疫
処
置
を
な
す
種
痘
に
た
と
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ソ
ビ
ニ
ト
占
領
地
域
で
は
、
周
到
な
準
備
と
、
赤
軍
の
進
軍
に
よ
る
保
護
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
共
産
党
の
指
導
グ
ル
ー
プ
が
、
比
較
的
迅

(207) 

速
に
、
戦
後
司
法
構
想
を
練
っ
た
。
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、
ナ
チ
に
つ
き
有
責
で
な
い
法
律
家
と
、
復
帰
し
た
退
職
者
、
地
方
名
士
お

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

一
五
三

一
九
四
八
年
末
に
、
法
務
部
が
、
特
別

「
受
命
裁
判
官
」
や
「
臨
時
裁
判
官
」
と
し
て
導
入



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(b) 

卜
裁
判
所

(
0b
e
r
l
a
n
d
g
e
r
i
c
h
t
e
)
。

よ
び
ド
イ
ッ
共
産
党
の
党
員
な
ど
が
、
様
々
に
混
消
し
た
形
で
「
迅
速
投
入
裁
判
官
」

(
R
i
c
h
t
e
r
i
m
 Soforteinsatz)

と
し
て
区
裁
判

所
、
戦
時
裁
判
所
、
地
区
裁
判
所
、
お
よ
び
民
族
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
官
の
機
能
の
遂
行
を
委
託
さ
れ
た
。
新
た
に
形
成
さ
れ
た
ラ
ン

一
九
四
五
年
七
月
一
七
日
の
ソ
ビ
ニ
ト
軍
政
部
（
S
o
w
j
e
t
i
s
c
h
e
M
i
l
i
t
a
r
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
)
 
(
S
M
A
D
)
命

(208) 

令
第
一
七
号
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ッ
司
法
中
央
行
政
府

(
D
J
:
>
)
に
お
い
て
上
位
機
関
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

ボ
ッ
ダ
ム
協
定
の
確
定
を
基
礎
に
、
非
ナ
チ
化
と
司
法
の
民
主
化
を
考
慮
し
て
、
ソ
ビ
ニ
ト
軍
政
府
は
、

ビ
ニ
ト
占
領
地
域
に
お
け
る
裁
判
所
制
度
の
再
構
成
に
関
す
る
命
令
第
四
九
号
を
発
し
た
。
そ
れ
は
、
全
ソ
ビ
エ
ト
占
領
地
に
お
け
る
司

(209) 

法
の
統
一
的
発
展
と
形
式
に
対
す
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

命
令
第
四
九
号
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(
1
0八
二
）

ソ
ビ
エ
ト
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
機
構
の
不
調
和
な
活
動
を
除
去
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
命

形
で
再
構
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
各
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ツ
に
お
い
て
は
、
次
の
裁
判
所
シ
ス
テ
ム
が
制
定
さ
れ
る
。
地
区
の
数
に
よ
っ
て

地
区
裁
判
所

(
R
a
y
o
n
-
G
e
r
i
c
h
t
e
)

(
A
m
t
s
g
e
r
i
c
h
t
e
)
、
地
方
裁
判
所

(
B
e
z
i
r
k
s
g
e
r
i
c
h
t
e
"
 L
a
n
d
g
e
r
i
c
h
t
e
)
 
お
よ
び
上
級
ラ
ン

中
央
ド
イ
ッ
司
法
行
政
局
の
長
は
、
本
年
の
一

0
月
一
日
ま
で
に
ソ
ビ
エ
ト
地
域
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
の
再
構
成
を
実
行
し

各
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ツ
の
ソ
ビ
ニ
ト
軍
政
府
長
官
は
、
こ
の
作
業
に
際
し
て
、
中
央
ド
イ
ッ
司
法
行
政
部
に
必
要
な
支
援
を
保
障
し
な
け

⑥
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ツ
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
の
制
度
は
、

ず
る
。

ト
の
行
政
府
の
司
法
部
は
、

関

法

第

四

0
号
第
六
号

一
九
一
―
―
―
―
一
年
一
月
一
日
に
存
在
し
た
当
時
の
立
法
と
一
致
す
る

一
五
四

一
九
四
五
年
九
月
四
日
に
ソ



そ
の
少
し
後
に
な
っ
て
、
管
理
理
事
会
は
、

る
と
規
定
し
た
。
そ
の
第
四
条
に
お
い
て
は
、

裁
判
所
体
制
の
再
構
成
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

N
S
D
A
P
の
元
の
全
党
員
が
、
裁
判
所
お
よ
び
検
察
庁
の
機
構
か
ら
排
除
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、

本
命
令
の
実
施
に
関
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
ソ
ビ
エ
ト
軍
政
府
長
官
、
カ
ラ
セ
フ
（
K
a
r
a
s
s
e
w
)

に
任
せ
る
。

ソ
ビ
ニ
ト
軍
政
府
は
、
住
民
に
、
命
令
四
九
号
の
本
質
的
内
容
を
公
示
の
形
式
で
知
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
公
示
の
中

で
は
、
す
で
に
最
初
の
組
織
化
段
階
に
お
い
て
二
段
階
制
の
裁
判
所
が
、
社
会
敵
対
的
な
襲
撃
に
対
し
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
と
伝
え

ら
れ
た
。
次
の
よ
う
に
い
う
。
今
や
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
の
活
動
の
民
主
的
基
盤
は
、
強
化
さ
れ
た
。
区
裁
判
所
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
お
よ
び

の
た
め
の
任
務
の
確
保
を
保
障
す
る
人
々
か
ら
、
裁
判
所
機
関
と
検
察
を
組
織
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
。

こ
の
公
示
の
中
で
は
、
命
令
第
四
九
号
の
公
権
的
解
釈
に
お
い
て
、
た
ん
に
司
法
へ
の
あ
ら
ゆ
る
フ
ァ
シ
ス
ト
的
な
反
動
的
な
影
響
を

除
去
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
同
時
に
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
・
民
主
的
司
法
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
真
に
民
主
的
な
裁
判
官
と
検
察
官
を
獲
得
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

(210) 

一
九
四
五
年
一

0
月――

1
0日
に
は
、
管
理
理
事
会
の
法
律
第
四
号
が
発
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
連
合
国
の
管
理
理
事
会
は
、
ド
イ
ツ

の
裁
判
所
の
改
造
は
、
原
則
と
し
て
一
九
二
四
年
三
月
二
二
日
の
段
階
で
の
旧
裁
判
所
構
成
法
と
一
致
す
る
よ
う
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ

方
法
に
直
接
関
与
し
た
者
は
、
裁
判
官
お
よ
び
検
察
官
と
し
て
の
そ
の
職
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
」
と
さ
れ
た
。

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
が
設
立
さ
れ
た
。

(d) (c) 
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
も
と
で
刑
罰
政
策
に
直
接
関
与
し
た
者
も
同
様
で
あ
る
。

「
民
主
的
基
盤
の
上
で
、
司
法
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、

一
五
五

(
1
0八一―-)

ナ
チ
ズ
ム
の
根
絶
と
民
主
主
義
の
強
化

「
積
極
的
に
そ
の
活
動
に
関
わ
っ
た
ナ
チ
党
の
元
党
員
全
員
と
、
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
刑
罰

一
九
四
六
年
一
月
―
二
日
の
指
令
第
二
四
号
お
よ
び
一
九
四
六
年
一

0
月
ご
一
日
の
第
一
―
―



一
五
六(211) 

八
号
に
よ
っ
て
ナ
チ
党
員
と
軍
国
主
義
者
を
公
職
や
責
任
を
負
う
地
位
か
ら
追
放
す
る
別
の
規
定
を
発
し
た
。

ソ
ビ
ニ
ト
占
領
地
域
の
ラ

ン
ト
や
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ツ
で
は

N
S
D
A
P
の
党
員
は
、
司
法
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
昔
の
裁
判
官
や
検
察
官

が
、
確
か
に
ナ
チ
党
の
党
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
第
三
帝
国
の
国
家
や
国
防
軍
で
、
指
導
的
機
能
を
果
た
し
、

的
な
グ
ル
ー
プ
や
組
織
に
属
し
た
者
な
ど
の
事
例
に
つ
い
て
問
題
と
な
っ
た
。
法
律
家
が
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
ま
た
は
戦
争
犯
罪
を
実

行
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
地
位
を
追
放
さ
れ
、
刑
事
訴
追
さ
れ
る
こ
と
は
ソ
ビ
エ
ト
占
領
地
域
で
は

自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

構
成
員
で
あ
っ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
軍
政
府
の
命
令
第
四
九
号
の
発
布
以
前
の
最
初
の
非
ナ
チ
化
処
分
の
後
、

は
、
七

0
0か
ら
八

0
0名
の
裁
判
官
お
よ
び
検
察
官
が
い
た
が
、
そ
の
う
ち
約
―
二
五
人
が
迅
速
投
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
裁
判

に
よ
っ
て
ザ
ッ
ク
セ
ン
の
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ツ
で
迂
回
行
為
が
行
わ
れ
た
の
を
除
け
ば
、
追
放
さ
れ
た
。

ペ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、

ま
た
は
元
反
動
的
、
軍
事

(212) 

一
九
四
五
年
五
月
八
日
以
前
に
は
、
二
五

0
0人
の
裁
判
官
と
検
察
官
が
い
た
。
司

一
万
六
千
人
を
越
え
た
。
裁
判
官
お
よ
び
検
察
官
の
約
八
〇
。
＾
ー
セ
ン
ト
が
ナ
チ
党
や
そ
の
外
郭
団
体
の

ソ
ビ
ニ
ト
占
領
地
域
に
お
い
て

い
ま
だ
例
外
的
に
ふ
た
た
び
任
用
さ
れ
た
ナ
チ
法
律
家
が
い
た
が
、
命
令
第
四
九
号

ソ
ビ
エ
ト
占
領
地
域
の
諸
ラ
ン
ト
や
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ツ
に
お
け
る
一
九
四
五
年
の
非
ナ
チ
化
を
総
括
し
て
、
次
の
よ
う

「
元
の
裁
判
官
お
よ
び
検
察
官
の
約
五
分
の
四
は
、
再
雇
用
さ
れ
ず
、
ま
た
は
、
解
雇
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
元
の
フ
ァ

シ
ス
ト
的
、
軍
国
主
義
的
裁
判
官
お
よ
び
検
察
官
の
主
要
部
分
は
、
排
除
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
司
法
の
民
主
化
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
に
す

ぎ
な
い
。
非
ナ
チ
化
は
、
同
時
に
、
今
や
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
二
歩
の
た
め
の
道
を
切
り
開
い
た
。

(213) 

体
系
的
に
新
た
な
人
員
を
獲
得
し
、
そ
の
養
成
へ
の
道
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
」
。
ペ
ン
ヤ
ミ
ン
の
こ
の
確
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
ソ
ビ
ニ

、
。

に
し
ぅ

官
・
検
察
官
の
中
に
は
諸
ラ
ソ
ト
の
規
定
に
よ
り
、

法
で
働
い
て
い
る
全
体
数
は
、

五
つ
の
ラ
ン
ト
と
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ツ
の
領
域
で
は
、

関
法

第
四
0
号
第
六
号

つ
ま
り
、
組
織
的
に
そ
し
て

(
1
0八
四
）
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に
関
す
る
法
律

(
R
G
B
I
.
,
I
,
 

S. 
1
0
1
6
)
、
仙
一
九
三
四
年
ご
一
月
二

0
日
の
国
家
と
政
党
に
対
す
る
陰
険
な
攻
撃
に
対
す
る
、
お
よ
び
党
の
制

服
の
保
護
の
た
め
の
法
律

(
R
G
B
I
.
,
I
,
 

S. 
2
6
9
)
、
伺
一
九
三
五
年
九
月
一
五
日
の
ラ
イ
ヒ
国
旗
法

(
R
G
B
I
.
,
I
,
 

S. 
1
1
4
5
)
ヽ

s-九
一
＿
一
六
年

ご
一
月
一
日
の
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
法

(
R
G
B
I
.
,
I
,
 

S. 
9
9
5
)
、
⑲
一
九
一
＿
一
五
年
九
月
一
五
日
の
ド
イ
ツ
の
血
と
ド
イ
ツ
の
名
誉
の
保
護
の

た
め
の
法
律

(
R
G
B
I
.
,
I
,
 

S. 
1
1
4
6
)
、
仙
一
九
四
二
年
―
二
月
―
二
日
の
N
S
D
A
P
の
法
的
地
位
に
関
す
る
総
統
の
命
令

(
R
G
B
I
.
,
I
,
 

S. 

7
3
3
)
、
い
5
-

九
三
五
年
―
二
月
―
二
日
の
ラ
イ
ヒ
国
民
法

(
R
G
B
I
.
,
I
 

`
 
s. 
1
1
4
6
)
。

(
1
8
0
)
 

W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0., 
S. 5
3
,
 
2
9
7
.
 

カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
は
、
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
が
再
開
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
、
ポ
ツ
ダ

ム
協
定
に
よ
れ
ば
「
中
央
機
関
」

(central
a
g
e
n
c
i
e
s
)
は
設
け
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
求
め
て
い
る

(
K
a
r
l
L
o
e
w
e
n
s
t
e
i
n
,
 

R
e
c
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
 
of t
h
e
 
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
 
of justice 
in a
m
e
r
i
c
a
n
 ,
 
o
c
c
u
p
i
e
d
 G
e
r
m
a
n
y
,
 in 
H
a
v
a
r
d
 L
a
w
 R
e
v
i
e
w
 6
1
 (
1
9
4
8
)
 

pp. 4
1
9
-
4
6
6
.
 

(181) 
Stolleis, 
Festschrift 
fiir 
C
o
i
n
g
 B
d
.
 1
,
 
S. 
3
9
0
.
 

(182) 
Stolleis, 
Festschrift 
fiir 
C
o
i
n
g
 B
d
.
 
1, 

S. 
3
9
1
・
キ
小
師
U
埋
の
手
ム
紐
呼
か
巾
I

華
5

し
、
と
く
に
離
婚
事
件
、
増
加
す
る
犯
罪
、
ナ
チ
時
代
か
ら

の
裁
判
を
待
っ
て
い
る
刑
事
事
件
が
、
極
度
に
数
の
減
少
し
た
、
部
分
的
に
は
能
力
に
お
い
て
劣
る
裁
判
官
の
負
担
を
増
大
さ
せ
た
。
至
る
と
こ

ろ
で
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
、
ワ
イ
マ
ー
ル
司
法
へ
の
つ
な
が
り
、
管
理
理
事
会
立
法
、
せ
わ
し
く
制
定
さ
れ
た
新
法
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の

不
安
定
が
蔓
延
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

(183) 
Stolleis, 
Festschrift 
fiir 
C
o
i
n
g
 B
d
.
 1
 

`
 
s. 
3
9
1
.
 

(
1
8
4
)
 

W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0., 
S. 6
5
.
 

(185)

イ
ギ
リ
ス
占
領
地
域
に
お
い
て
も
、
民
事
司
法
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
軍
事
裁
判
権
は
、
そ
こ
で
は
、
純
然
た
る
刑
事
司
法
に
と
ど
ま
っ
た
。

そ
の
元
々
の
目
的
は
、
軍
隊
の
利
益
を
守
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
管
轄
権
は
、
人
的
に
は
、
占
領
領
域
の
全
員
に
及
ん
だ
。
た
だ
し
、
戦
時
法

が
適
用
さ
れ
る
者
は
例
外
で
あ
っ
た
。
事
物
的
に
は
、
占
領
領
域
に
お
い
て
妥
当
す
る
規
範
に
違
反
す
る
す
べ
て
の
犯
罪
に
対
し
て
管
轄
す
る
。

そ
の
規
範
を
誰
が
発
し
た
か
は
、
無
関
係
で
あ
る
（
W
e
n
z
l
a
u
,
a. a. 
0., 
S. 
6
7
.
)
。

(186) 
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0., 
S. 
6
9
 f. 

(181)

ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
と
一
九
四
四
年
四
月
以
降
の
「
指
令

c
c
s
五
五
一
」

(
D
i
r
e
k
t
i
v
e
C
C
S
 5
5
1
)

が
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
占
領
地

域
の
指
針
を
な
し
て
い
た
。
「
ハ
ソ
ド
プ
ッ
ク
」
に
対
す
る
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
と
そ
れ
に
続
い
て
ル
ー
ズ
ペ
ル
ト
の
批
判
の
後
、
一
九
四
四
年
秋
に

関

法

第

四

0
巻
第
六
号

一
五
八

(
1
0八
六
）



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
⇔

一
五
九

(
1
0八
七
）

ア
メ
リ
カ
の
「
J
C
S

1
0六
七
」
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
内
容
的
に
も
形
式
的
に
も
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
・
プ
ラ
ン
と
一
致
し
て
お
り
、
モ

ー
ゲ
ン
ソ
ー
の
財
務
省
の
押
印
が
あ
る
。
翌
年
、

C
C
S
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
と
っ
て
代
わ
る
は
ず
の
「
J
C
S

1
0六
七
」
は
、
何
度
も
改

訂
さ
れ
た

(
W
e
n
z
l
a
u
,
a. 
a. 
0., 
S. 
9
5
)
。

(188)

テ
ク
ニ
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
積
極
的
リ
ス
ト
に
お
い
て
は
九
二
名
の
機
能
分
担
者
は
、
そ
の
ナ
チ
ス
の
法
形
成
に
対
す
る
役
割
に
応
じ
て
、

―
―
―
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
た
。
カ
テ
ゴ
リ

I
A
の
担
い
手
は
、
そ
の
再
雇
用
に
は
、
「
最
高
司
令
部
」
の
同
意
が
必
要
で
あ
っ
た
。
カ
テ

ゴ
リ

I
B
は
、
少
な
く
と
も
地
域
兵
団

(Corps-District)

の
許
可
を
要
し
、
第
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
た
る
C
に
は
、

A
で
も
B
で
も
な
い
が
、
一

定
の
機
能
を
担
っ
た
す
べ
て
の
法
律
家
が
属
し
た
。
「
熱
烈
な
ナ
チ
・
ツ
ン
パ
」
で
あ
る
と
の
証
拠
が
な
い
か
ぎ
り
、
か
れ
は
職
に
と
ど
ま
り
え

た

(
W
e
n
z
l
a
u
,
a. a. 
0., 
S. 
1
0
1
 f
.
)

。

(189) 
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0., 
S. 
1
0
5
.
 

(190) 
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0.》

s.
1
0
6
 ff. 

(m) 
H
o
d
o
 Frhr. 
v
o
n
 H
o
d
e
n
b
e
r
g
は
、
一
八
八
七
年
生
ま
れ
。

E
k
h
a
r
d
K
o
c
h
は
、
一
九

0
二
年
生
ま
れ
。
ラ
イ
ヒ
司
法
大
臣
だ
っ
た

K
o
c
h

ー

W
e
s
e
r

の
孫
。
一
九
四
五
年
五
月
、
占
領
直
後
に
オ
ル
デ
ン
プ
ル
ク
の
首
相
テ
オ
ド
ー
ル
・
ク
ン
ツ
ェ
ン

(
T
h
e
o
d
o
r
T
a
n
t
z
e
n
)

か
ら
司

法
・
教
会
・
学
校
部
門
の
長
に
招
聘
さ
れ
た

(
W
e
n
z
l
a
u
,
a. 
a. 
0., 
S. 
1
0
7
,
 
1
0
9
,
 
111.)。
な
お
、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
四
節
に

お
い
て
遡
及
処
罰
禁
止
論
議
と
の
関
係
で
も
う
一
度
、
言
及
す
る
。

(
1
9
2
)

こ
の
ツ
ェ
レ
の
二
二
項
目
は
、
ツ
ェ
レ
の
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
長
官
の
任
命
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
の
軍
政
府
の
交
渉
の
結
果
で
あ
る
が
、
そ

の
当
時
の
有
利
な
事
案
に
お
い
て
政
治
的
に
可
能
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
―
つ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

vgl.
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0., S. 

1
5
7
 
(
A
n
m
.
 1
)
.
 

(193) 
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0., 
S. 
114. 
キ
ー
セ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
あ
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
残
し
て
い
る
。

M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
Kiesselbachs, 
StAr. 

B
r
e
m
e
n
 "
 3-
G
.
 3. 
b. 
1. 
Nr. 5
4
1
.
 
こ
れ
に
つ
い
て
、

vgl.
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. 
a. 
0., 
S. 
1
1
3
 ff. 

(194) 
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0., 
S. 
1
2
0
.
 

(
1
9
5
)
 

W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0., 
S. 
1
2
7
・
 

(196) 
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. 
a. 
0. ｀
 
s. 
1
2
9
.
 

(197) 
W
e
n
z
l
a
u
 `
 
a. a. 
0., 
S. 
1
3
0
.
 



(198) 
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0., 
S. 
1
3
1
.
 

(
1
9
9
)一九
四
五
年
―
一
月
に
な
っ
て
「
五0
対
五
〇
原
則
」
は
、
行
刑
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
約
九
o
·
~ー
セ
ン
ト
の
看
守
は
、
軍
の

看
守

(Militiiranwiirter)
と
し
て
、
大
抵
は
、

N
S
D
A
P
に
属
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
「
背
負
い
込
み
原
則
」
は
、
こ
こ
で
は
、
人
事
の

改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た

(
W
e
n
z
l
a
u
,
a. a. 0
 ., 
S. 
1
3
1
,
 
A
n
m
.
 4
)
。

(200) 
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0・
ら

s.
1
3
3
.
 

(201) 
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0., 
S. 
1
3
6
.
 

(202) Vgl• 

Friedrich, 
F
r
e
i
s
p
r
u
c
h
 
fur 
die 
N
a
z
i
-J
 ustiz, 
1
9
8
3
,
 
S. 
1
0
9
.
 

(203) 
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0., 
S. 
1
3
8
.
 

命
）
「
全
公
務
員
お
よ
び
従
業
員
の
給
与
、
罰
金
刑
の
使
途
、
簿
記
お
よ
び
そ
の
他
類
似
の
事
項
を
含
め
て
、
全
体
的
な
裁
判
所
行
政
は
、
既
存
の

ド
イ
ッ
法
に
よ
っ
て
、
と
く
に
こ
れ
に
関
係
す
る
行
政
規
定
お
よ
び
就
業
規
則
に
方
針
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
別
の
明
文
の
定
め
が
な
い
場
合
、

ま
た
は
、
軍
政
府
の
任
務
ま
た
は
立
法
の
実
行
の
目
的
の
た
め
に
別
の
こ
と
が
必
要
で
な
い
場
合
に
限
る
」
（
第
四
号
）
（
W
e
n
z
l
a
u
,
a. a. 
0., 

S. 
1
3
8
,
 
A
n
m
.
 8
)

。

(205) 
BGBI., I
,
 

S. 
3
0
7
.
 
「
基
本
法
第
一
三
一
条
に
当
て
は
ま
る
者
の
法
関
係
の
規
制
の
た
め
の
法
律
」
。
基
本
法
第
一
三
一
条
は
、
「
一
九
四
五
年

五
月
八
日
に
公
務
に
あ
っ
た
者
で
、
官
吏
法
ま
た
は
給
与
法
上
の
理
由
以
外
の
理
由
か
ら
解
職
さ
れ
、
従
来
ま
だ
、
ま
た
は
そ
の
以
前
の
地
位
に

ふ
さ
わ
し
く
役
立
て
ら
れ
て
い
な
い
…
…
者
の
法
関
係
は
、
連
邦
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
」
と
す
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ル
ダ

ー
ノ
『
第
二
の
罪
』
（
永
井
ほ
か
訳
）
一

0
二
頁
以
下
を
も
参
照
。

(206) 
W
e
n
z
l
a
u
,
 a. a. 
0．
こ

s.
1
4
4
.
 

(201) 
Stolleis, 
Festschrift 
fi.ir 
C
o
i
n
g
,
 
B
d
.
 1
,
 
S. 
3
9
1
 ff. 

(208)

そ
の
司
法
中
央
行
政
府
に
お
い
て
、
一
九
四
六
年
四
月
ニ
―
日
二
ニ
日
に
結
成
さ
れ
た
S
E
D
が
徐
々
に
影
響
力
を
も
ち
始
め
た
。
ワ
イ
マ
ー

ル
時
代
の
政
治
家
オ
イ
ゲ
ン
・
シ
フ
ァ
ー

(
E
u
g
e
n
Schiffer)

が
、
外
観
を
装
っ
て
、
一
九
四
八
年
ま
で
ト
ッ
プ
の
座
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
背
後
に
は
、

S
M
A
D
の
ソ
ビ
エ
ト
の
将
校
が
い
た

(Stolleis疇

a.
a. 
0., 
S. 
3
9
2
)
。

(209) Vgl• 

H
i
l
d
e
 B
e
n
j
a
m
i
n
,
 
Z
u
r
 G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 d
e
r
 R
e
c
h
t
s
p
f
l
e
g
e
 
d
e
r
 D
D
R
 1
9
4
5ー

1
9
4
9
,

1
9
7
6
,
 

s. 
6
4
.
 

(210) 
B
e
n
j
a
m
i
n
,
 
a. a. 
0., 
S. 
6
7
;
 
Stolleis, 
a. a. 
0., 
S. 
3
9
2
.
 

こ
の
法
律
第
四
号
の
前
に
、
「
司
法
の
再
構
成
の
た
め
の
諸
原
則
」
に
関
す
る

関

法

第

四

0
巻
第
六
号

一
六
〇

(
1
0八
八
）



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理

3]

一
六

(
1
0八
九
）

一
九
四
五
年
一0
月
二
日
の
管
理
理
事
会
布
告
第
三
号
(
A
b
l
•
K
R
,
 
Nr. 
1
,
 

S
.
 
2
2
)

が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
司
法
に
お
い
て

は
、
テ
ロ
体
制
が
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
連
合
国
の
勝
利
に
よ
っ
て
廃
絶
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
。

(211) 
B
e
n
j
a
m
i
n
,
 
a. a. 
0., S
.
 
6
7
.
 

(212) 
B
e
n
j
a
m
i
n
,
 a. a. 
0., 
S
.
 
71. 

(213) 
B
e
n
j
a
m
i
n
,
 
a. a. 
0., 
S
.
 
7
2
.
 

ー
未
完
ー



四
六
頁
注
⑱

四
七
頁
注
―
―
―
―

四
八
頁
五
行
目

五
0
頁
―
一
行
目

五
四
頁
注
(

2

6

)

五
四
頁
注
(
2
7
)

五
六
頁
一
行
目

五
九
頁
一

0
行
目

六
0
頁
三
行
目

六
二
頁
一
行
目

六
一
頁
七
行
目

-
0行
目

六
三
頁
一
五
行
目

六
四
頁
後
二
行
目

六
三
頁
九
行
目

六
八
頁
注
(

4

4

)

八
八
頁
後
三
行
目

後
一
行
目

八
九
頁
後
三
行
目

九
二
頁
―
―
―
一
行
目

箇

所 前
号
正
誤
表

W
e
b
e
r
/
S
t
r
e
r
i
n
 ,
 

W
e
b
e
r
/
S
t
e
i
n
i
n
g
e
r
 

）
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ェ
ー
ラ
ー
理
論

Profilie ,
 

赤
羽
篭
夫

繊
減
戦
争

と
務
所

独
性
自

試
み
べ
き

｝
換
気

修
正
主
義
の
は
ざ
ま
？
」
と

デ
ィ
ッ
セ
ル
ク
チ
オ
ー
ン
提
出

ヴ
ェ
ル
ッ
プ
ル
ク

司
法
法
界

ド
レ
ー
ヤ
ー
・
ト
レ
ン
ド
レ

チ
ヘ
リ
ン
グ

誤

関
法
第
四
〇
巻
第
六
号

W
e
b
e
r
/
S
t
e
i
n
 ,
 

W
e
b
e
r
/
S
t
e
i
n
b
a
c
h
 

）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ュ
ー
ラ
ー
理
論

Profile 

赤
羽
龍
夫

殖
減
戦
争

務
所
と

独
自
性

試
み
る
べ
き

喚
起

(
5
9
a
)
 

｝
 

修
正
主
義
の
は
ざ
ま
？
」
と

デ
ィ
ッ
セ
ル
ク
チ
オ
ー
ン
を
提
出

ヴ
ュ
ル
ッ
プ
ル
ク

司
法
界

ド
レ
ー
ヤ
ー
／
ト
レ
ン
ド
レ

ヘ
リ
ン
グ

正

一
六

(
1
0九
0
)




